
- 1 - 

本日の会議に付した事件 

 

                      令和５年第２回山元町議会定例会（第２日目） 

                      令和５年６月６日（火）午前１０時 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 一般質問 

                                             

午前１０時００分 開 議 

議 長（岩佐哲也君）ただいまから本日の会議を開きます。 

      本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

〔議事日程は別添のとおり〕 

                                             

議 長（岩佐哲也君）日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、山元町議会会議規則第１２４条の規定により、７番竹内和彦君、

８番遠藤龍之君を指名します。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）日程第２．一般質問を行います。 

      一般質問の質問時間は、山元町議会先例９４番により４０分以内とし、同９６番によ

り通告順に発言を許します。 

      なお、山元町議会基本条例第６条の規定により、原則一問一答です。質問は論点を整

理して、通告外にわたらないよう注意してください。また、答弁は簡明にされますよう

お願いいたします。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）１１番菊地康彦君の質問を許します。菊地康彦君、登壇願います。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。１１番菊地康彦です。令和５年第２回山元町議会定例会におき

まして大綱１件、細目６件の一般質問を行います。 

      大綱１、今後のまちづくりについてですが、東日本大震災からはや１２年、我が町は

未曽有の被害を受け、復旧・復興に邁進してまいりました。 

      そんな中、平成２９年４月１日、人口減少等からの理由により過疎地域に指定され、

町は過疎からの脱却を目指し、人口減少対策やにぎわいの創出等の施策を行ってきまし

た。しかし、近年、その方向性や施策が見えなくなってきております。また、震災から

の復旧・復興後を見据え、丘通り地区や、優先順位から置き去りにされた施策について

も、何年か前から方向転換を言われてきました。 

      その観点から、以下の質問を行います。 

      細目１、過疎からの脱却のため、今後の方向性をどのように考え、どう過疎債を活用

していくのか。 

      震災から１２年が経過し、住民の方の生活は落ち着きが出ています。津波防災区域の

見直しは今後の生活を大きくいたします。また、東日本大震災級の大地震の発生が予想

もされております。 
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      そんな中、さらなる防災策の検討を今からしなければならないと思うことから、細目

２、津波防災区域１種、２種に居住の方々への対応をどのように考えているのか。 

      昨年、令和４年第４回定例会において、東街道の危険性を訴え、前町長からは計画的

な整備を行うと回答を得ていますが、その後の対策について不明であることから、細目

３、東街道の安全対策についてどのような考えを持って計画をしているのか。 

      これも以前に質問していることでありますが、高齢者施策については健康寿命を延ば

すことが大切であり、そのためにはスポーツを取り入れることが重要と回答がありまし

た。 

      その後の施策が見えないことから、細目４、高齢者へのスポーツ施策に対して、どの

ような対策と考えを持っているのか。 

      スポーツ少年団の活動は、町の施設や学校の施設を活用しておりますが、どちらの施

設を活用しても、不備や、常時活用できない状態が続いています。スポーツをいつでも

自由に楽しめる環境を求めることから、細目５、スポーツ少年団の活性化や子供たちが

楽しめるスポーツの推進をどのように考え、計画しているのか。 

      過疎対策として人口減少への対策も必須と思われますが、これまでの新規就農施策と

併せた定住推進が停滞しているように思われることから、細目６、就農支援と定住促進

の施策についてどのように考え、計画をしているのか。 

      以上、町長、教育長の考えをお聞かせ願いたいと思います。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。皆さん、おはようございます。菊地康彦議員のご質問にお答え

いたします。 

      大綱第１、今後のまちづくりについての１点目、過疎からの脱却のため、今後の方向

性の考えと過疎債の活用についてですが、町では、第６次総合計画に掲げる諸施策など

を基本に、総合的かつ着実に各種事業に取り組み、誰もが住みたくなるような魅力的な

まちづくりを進めてきたところであります。 

      過疎からの早期の脱却については、現状では非常に難しい課題と捉えているところで

ありますが、交流人口や定住人口の増加、産業やコミュニティーの再生など、地域の活

力創造に資する施策に粘り強く取り組むことで、将来的には過疎からの脱却につながり

得るものと考えております。 

      また、過疎債につきましては、充当率が１００パーセント、交付税措置として７０パ

ーセントが還元されるため、手厚い財政支援が受けられる非常に有利な地方債でありま

す。使途についても、インフラ整備に加え、観光レクリエーション施設や集落整備のた

めの施設等に充てられるほか、過疎地域の持続的発展に資するソフト事業にも活用する

ことが可能であることから、各種施策を具現化する際には、効果的かつ積極的に活用す

べき財源であると認識しております。 

      一方で、過疎債も地方債、つまり町の借金であることに変わりはありませんので、発

行に当たっては、毎年度作成することとした中期財政見通しを参考に、今後の公債費等

を見極めた上で慎重に判断してまいりたいと思います。 

      次に、２点目、津波防災区域１種、２種に居住の方々への今後の対応についてですが、

町といたしましては、命を守る行動を取ることが最優先であると考えており、昨年５月

１０日に県から公表された津波浸水想定に準じた防災計画の見直しなどを進めておりま
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す。 

      本町は、津波からの減災対策として、多重防御施設によって避難時間等を確保するこ

ととしておりますが、津波防災区域の１種の防御施設は一線堤のみとなるため、大津波

警報等が発表された場合には迅速な避難行動が必要になり、また２種においても、２線

堤となる県道相馬亘理線が整備されているものの、やはり迅速な避難行動が必要になる

ため、１種、２種ともに、さらなる防災への意識づけが必要になるものと考えておりま

す。 

      なお、津波防災区域については、常々見直しを検討したいと考えてきておりましたが、

現状では、県における津波災害危険区域、イエローゾーン、津波災害特別警戒区域、オ

レンジゾーンが未指定でありますので、引き続き県の動向を注視してまいりたいと考え

ております。 

      次に、３点目、東街道の安全対策計画についてですが、町道整備の安全対策における

基本的な考え方として、第６次山元町総合計画の基本計画に掲げる交通安全施設等の整

備において、町が管理する道路においては、歩道やカーブミラーの設置等、交通安全施

設の整備を推進するとの基本方向を定めており、これまで山下小学校前から作田山団地

を結ぶ山下浅生原線などで、歩道整備を中心に交通安全施設等の整備を実施してきてお

ります。 

      東街道線については、中央南北方向に縦断する全長約９.５キロメートルの広域幹線道

路であり、本町の道路ネットワーク構築に重要な路線でもあります。また、小中学校の

通学路として位置づけている区間もあることから、現在は、その区間のうち、深山山麓

少年の森から山寺生活センター北側までの約３５０メートル区間で歩道整備が完了して

いる状況であります。引き続き、山寺生活センター北側から町道鷲足線交差点までを結

ぶ約９００メートル区間の歩道延伸を行うため、国の交付金制度を活用する準備を継続

的に行うとともに、今後も歩道の整備など、安全対策について計画的に検討を進めてま

いりたいと考えております。 

      次に、６点目、就農支援と定住促進を合わせた施策についてですが、人口減少対策に

おける定住人口を維持、増加させるための１つの施策として、本町の地域資源を活用し

た農業による定住促進施策は大変有効なものと考えております。現在、町では新規就農

者の初期投資費用を支援する頑張る新人農家支援事業や、農地のあっせん、住宅確保の

ための移住定住支援事業など、町独自事業により本町での新生活を強力にサポートする

支援体制を整えております。 

      町といたしましては、今後もこれらの取組を検証しながら、農業がなりわいとして成

り立ち、魅力のある就農しやすい環境を整え、生活面のサポートなど、本町の定住につ

ながる施策となるよう、さらなる充実に努めてまいりたいと考えております。 

      私からは以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）続きまして、（４）、（５）について、教育長菊池卓郎君、登壇願います。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。菊地康彦議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、今後のまちづくりについての４点目、高齢者へのスポーツ施策の考え等に

ついてですが、本町の高齢化率は、昨年３月末現在、４１．６パーセントと、県内で３

番目に高い高齢化率となっております。高齢者へのスポーツ施策は、健康増進や介護予

防、生きがいづくりといった観点からも重要な役割を担うものと認識しております。 
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      そのような中で、本町における高齢者の中では、ソフトボールやパークゴルフ、ボッ

チャ等が盛んに行われており、スポーツに関心を持ち元気に汗を流している高齢者の

方々が多いのも現状であります。 

      これまでの町としての支援や取組といたしましては、ソフトボール等、活動場所の整

備や、スポーツ推進委員による出前教室、大会等における交通手段として公用バスや町

民バスの貸出し等を行っており、引き続きスポーツ協会やスポーツ推進委員等と協働の

上、高齢者のスポーツ施策の取組を検討してまいりたいと考えております。 

      次に、５点目、スポーツ少年団の活性化や子供たちが楽しめるスポーツの推進につい

てですが、スポーツ少年団の活性化につきましては、昨年の第３回議会定例会の一般質

問でお答えいたしましたとおり、活性化につながる取組の１つとして、団員の加入促進

が図られるよう、昨年１０月の広報やまもとに、スポーツ少年団に関する特集記事を掲

載するとともに、加入促進チラシを公共施設に掲示したところであります。今後も引き

続き、スポーツ少年団の活性化に向けて取り組んでまいります。 

      また、子供たちが楽しめるスポーツの推進につきましては、今後、単位スポーツ少年

団等に協力を仰ぎ、子供向けのスポーツイベントを開催するなど、スポーツの楽しさや

魅力が子供たちに伝わるような新たな取組を検討してまいりたいと考えております。引

き続き、本町の子供たちがスポーツに親しみ、健康で豊かな心を育むことができるよう、

関係団体などと連携を図りながら取り組んでまいりたいと考えております。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）１１番菊地康彦君の再質問を許します。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。それでは、再質問いたしたいと思います。 

      まず、細目１の過疎からの脱却等についてですね、お伺いしたいと思います。今、回

答いただいたわけですけれども、回答、昨日見てちょっとはっきりした回答といいます

か、具体性がちょっとなかったので、その辺をちょっとまず確認をさせていただきたい。 

      まず、過疎からの早期脱却についてですね、これは難しい課題ということであります

が、この地域の活力創造に資する施策等ですね、コミュニティーの再生だったり、人口

増加、これについてですね、具体的な施策が、を計画しているんであれば、お聞かせ願

いたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。過疎からの脱却ということは、今一番、山元町に限らずですが、

全国で問題になっている人口減少、山元町が過疎の町と指定されたのも、その人口減少

ということで、まずは人を増やすといいますか、定住を促進を図ると。そういうことで

今、その過疎の脱却イコールまちづくりなのかなというふうに私は見ていまして、どち

らも並行してといいますか、進めていかなくてはいけないので、結局やっぱり人を増や

すということは町も活性化しますし、ただ、ここに書いた、簡単ではないと、難しいと

いうふうに書いたのは、書いたというか、答えたのはですね、大都会のようにですね、

山を１つ崩してそこに５００戸なり１，０００戸の住宅を誘致するとか、そういうふう

な施策がそう簡単に山元町にできるわけではありませんので、人口を増やすといっても

ですね、毎年少しずつ着実に確実に進めていかなくてはならないのかなというふうに私

は考えておりまして、そういう中で、今やっている施策が今のところですね、町として

といいますか、私として、限られた中での１一つの方向なのかなと。で、今それをです

ね、ここ１年かけていろいろ精査もしているところもありますので、そういう部分で足
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りないところをですね、今後補っていかなくてはいけない。 

      今議員言われたようにですね、ちょっと漠然としていて具体的なところが見えないと

いうふうに言われたわけですけれども、その具体的なまだ策として、さらなる部分でこ

ういうところをやりましょう、ああいうところもやりましょうという結論にまではまだ

至っていないというところであります。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。先ほど申したようにですね、平成２９年からということですか

ら、結構な期間が過ぎておりまして、その間も過疎からの脱却ということで、これまで

もですね、議員各位が質問をしてきているわけですけれども、その中で、この山元町の

過疎地域持続的発展計画というのも出ておりまして、これも見るだけで本当に大変だろ

うなと、こんなに項目があって、これをやるっていうのは本当に大変だなと。ただ、や

っぱり何かから手をかけるとすると、さっき町長が言ったように人口をですね、まず増

やすことが実は喫緊の課題かなというふうに思うんですけれども、ただ、やはりこれま

での経過を見るとですね、やはりある程度目標を１つでも２つでもこう、クリアしてい

かないといけないのかなという点からですね、この辺の脱却をいつ頃まで、まず人口減

少だけでもですね、大変なことですけど、どの辺をめどにですね、持っているのかちょ

っとお伺いしたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども言いましたようにですね、この人口を立て直すという

のはですね、どこまでのめどといいますか、もう今できることをできるだけ一生懸命や

るしかないかと。ですから、２９年に指定をされまして、これまでいろんな策を講じて

交流人口１００万人というふうなことで進めてきたのも、そこにあります。交流人口、

関係人口を増やし、そしてその中から１人でも多く定住していただける方をということ

ですね。 

      あと、それからですね、まちおこし協力隊、そういうことも含めて、今後今進めてい

こうと思って、今年度本格的にですね、取り組み始めたところでありますけれども、は

っきり言って本当に５年後とか１０年後とか２０年後、今の段階ではまだまだ、どんど

ん人口が減っていってしまうという推計がなされていますので、それをどうやってその

流出を止めて、人口減を止めて、増やしていくかと。ですから、増やしていくことを考

えないと、今の現状を維持できないのかなと思っていますので、とにかく今ある、でき

ることの中で進めていきたいと。 

      それで、過疎については、この中でも脱却のために過疎債というのも出ていますけれ

ども、これまでもですね、過疎債を使っていろいろな施策を講じてきています。ただ、

７０パーセントの交付率で３０パーセントは借金になります。それの積み重ねも町に公

債費としてだんだんこう、積み重なっていきますので、その辺も勘案しながらですね、

今後進めていきたいというふうに思います。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。今町長のほうから過疎債ということも出てきましたが、将来的

にですね、この過疎からの脱却に時間が、年月がですね、要するような雰囲気でもあり

ますので、その間、その過疎債というのも活用できるというようなことにもつながって

くるわけですけれども、今年のですね、当初予算におきまして、やはり予算の編成も苦

しかったかと思うんですけれども、この過疎から脱却するためには、今３０パーセント

が借金だということなんですが、一般財源だけでこの脱却というのは可能かどうか、そ

の辺はどうなんでしょうか。 
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町 長（橋元伸一君）はい、議長。一般財源だけで可能か可能でないかというふうな表現で言いま

すと、もし過疎債という制度がなければ一般財源だけでやらなくてはいけません。ただ、

その過疎からの脱却、国がですね、そのために、７０パーセント補塡してあげるから、

できるだけこう、頑張ってやってくださいというふうなことで制度を設けていただいて

いますので、ここはですね、むやみやたらに過疎債を連発するわけではなくて、やらな

くてはいけないと思ったときにはできるだけその過疎債を活用できるような形で、町の

負担を減らして進めていければというふうに考えております。 

      ですから、積極的に過疎債はですね、やらなければいけないという事業に対しては積

極的に活用していっていいと私は思っております。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。そうですね、過疎債の考え方としては、３割は借金だというこ

となんですが、逆から言えば、一般財源を７割減らして事業を進められるということに

もつながってくると思うので、この辺はやっぱり見極めだったり、そういう検討が必要

というのは十分分かりました。当然ですね、この過疎から脱却するためには、小さいこ

とからも大切だと思うんですけど、やはり大きくっていいますか、思い切った施策、こ

れも１つの手段じゃないかと。だから、過疎債を使った政策においてですね、人口を、

減少を食い止めるなり、定住移住を促進するなり、そういった思い切った政策がないか

ら、その、見えないんじゃないかなというふうに思うわけですけれども、この辺は何か

計画とかあれば、まあちょっと金が足りなくてできないかなっていうふうなものがある

とすればですね、お聞かせ願いたいと思うんですけども。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その過疎からの脱却のためというかですね、その１つの起爆剤

にはなるかと思っているのは、やっぱり坂元中学校跡地の利活用だと。それは、あとは

やっぱりその地域の活性化にもつながりますし、そこの地域の人口を増やす、町の人口

を増やす、そしてその活性化も、それでせっかくその交流人口の支えとなっている、夢

いちごの郷も近くにありますので、そういうことも見据えてですね、進めていければと

いうふうに今思っているところであります。 

      坂元地区に限らずですけれどもね、町全体を見て今後、どの地区でどういうこととか

ですね、あと今後、あの学校のこともありますし、そういうこともありますので、いろ

んなことでそれをですね、いかに町の活性化につなげていくかというところが大きな問

題かなと。今は１つの大きな事業を何か立ち上げるというよりも、やらなくてはいけな

いことの積み重ねが結構ありまして、そういうところをいかにその町の活性化につなげ

ていって、その過疎の脱却につなげていくかというところで今、こちらのほうでは計画

をしているところであります。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。坂元地域においてではですね、旧坂中ともありますが、以前か

らもお話があったように、私は観光イチゴ園だったり、やはり茶室の復旧だけじゃなく

て、そこで観光のめどにしたですね、施策といったものも、私はずばっとやるべきじゃ

ないかなというふうに思うわけです。そういった点が人口減少とか交流人口とか、そう

いったものも生みますし、町のそういった文化財だったり、それから基幹産業の農業の

振興だったり、そういったものにも反映していくと思いますので、やはりここは大きな

ですね、計画も組みながらやっていただきたいなというふうには思うわけですが、その

ほかにですね、その過疎からの脱却にも関わってきますが、その細目２に移らせていた

だきます。 
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      津波防災区域の１種、２種の方の今後への対応ということで、やはりこの方々もやっ

ぱり同じ町民でありますし、この町に住んでいただいて、永住といいますかね、外に出

ることなくこの地域で暮らしていただきたいと思いますし、現にそちらで元気いっぱい、

キャンプ場をやったり、パン屋さんをやったりして、地域おこしを自分独自でやられて

る方もいるわけですけども、そういった方々をやはり守っていくためにも、やはり安心

して住んでいただくような施策が必要なんじゃないかなと思うんですけど、回答を見ま

すと、確かに逃げるということが一番大切なことでもありますが、やはり私も町長も津

波を経験して全てを流したほうなので、やはり財産もここで流すと、ようやく生活が落

ち着いた中で、高齢者もおります。その方が今後、万が一、地震・津波に遭ったときに

ですね、住宅再建ということが難しい方もおられるような気がします。そうしたときに

ですね、この逃げる、逃げないだけじゃなくて、やはりしっかりしたこの防災対策、避

難訓練等も必要なんですが、そういった点は考えるっていうようなことはないんでしょ

うか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。１種区域、２種区域については、議員もご承知のとおりですね、

基本として１種区域というのは、建築制限の中でもう住家が建てられないと。それで、

会社なり、そういう施設ということで、私もですね、皆さんご存じのとおり、私は２種

と３種の境目に住んでおります。もう常に毎日、朝から晩までその１種、２種の区域を

見ながら生活しておりますので、その１種、２種に暮らしている方たちの大変さという

のは自分でも分かっているつもりです。 

      それで、やはりその人たちが、今議員が言ったようにですね、安心して暮らせると、

安心して暮らすためには何が、やはりその安全というのは当たり前の話ですけれども、

どうやってその安心を与えるかということ。それで、やっぱり今議員が言ったように、

いろんな施策はあると思います。私もあそこがこうできたら、ああできたらという、い

ろんなことが出てきます。 

      ただですね、どうしても震災後に、土地のですね、復興事業の中で土地の利活用が制

限されてしまう部分もありまして、ですから、まだそして換地がまだすっかり終わって

いないという部分もあってですね、まずはその換地が終わって、沿岸部の土地の形がす

っかり出来上がった時点で、今度はそれをですね、国からの制限の中でどうやって土地

の利活用をしていくかっていうのが、これからの多分一番大きな問題だと私は思ってい

ますので、そうやって沿岸部にもですね、にぎわいが出てくれば、住んでいる人も安心

するのかなというふうに思います。 

      ですから、先ほど議員がおっしゃった方、その一生懸命やっている方ですね、そうい

う方もその沿岸部地区にですね、元気を与えるような人を呼び込むようなことを独自で

やっていただいているということなので、そういうところは私も毎日見ていますので、

今後もですね、沿岸部は沿岸部でそうやって手をかけていかなくてはいけない部分はい

っぱい出てきますので、その辺はもう心して考えていきたいというふうには思っており

ます。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。それでは、まだ具体的なものはまだ出ていないということなん

でしょうね。まあ、そこの部分、個人でこう、交流人口とかですね、やられている方も

います。これは継続していくのも１つなのかなと思うんですけど、町としてはその方に

対しての何らの支援とか、個人でやられているから余計なことしないでくれということ
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もあるかと思いますけど、やっぱり安全性を確保するための町の支援、そういったもの

は考えているんでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。具体的にね、あれとかこれとかということではなくて、先ほど

も言いました、議員も分かっているとおりですね、やっぱり個人で支援のできる部分っ

てどこまでというのがありますので、できる限りのですね、支援はしていきたいという

ふうに思います。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。それで、日本全国がですね、いろんな今、地震が発生していま

して、この地域も大地震、大津波が予想されています。それで、四国、高知では避難タ

ワーを設置しております。約６基と、県では６基っていうふうな情報しか私は聞いてい

ないのですが、約６億幾らと、多分１基１億幾らかの金額になるかと思うんですけども、

そうなるとですね、やはり交流人口も増えてくる、その住民の人たちもやはりある程度

の人数があって、避難ができない方も中には出てくるんじゃないか、そういう体制も区

では取っているかと思うんですけども、そういった避難タワーといったものは考えては

いないんでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。昨年のですね、５月の県の津波、新たなシミュレーションの中

で、その後にですね、沿岸部が特定の指定を受けました。それによって、ある計画をつ

くって出せばですね、その避難タワーとかそういうものに関しては補助が出るという制

度もありますので、一応まだですが、今議員がおっしゃったようにですね、震災後にそ

こはもう今後、住宅は建てられませんよという場所に十数件の家が残っていますので、

そこに私は１つ避難タワーがあってもいいのかなというふうには考えております。 

      ただ、それをまだですね、現実的に造るかどうかというふうなところまではまだこう、

机の上にはまだ乗せていないと。ただ自分の中ではそれもちょっと考えてはおりました。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。最近の避難タワーは上に３００人ぐらい避難できて、そこで住

居を構えるっていうかね、屋内に入ることもできるし、トイレもできるし、あと備蓄品

なんかも置いて、緊急時はかなり有効なことで、仙台市なんかもそういった、当初から

造ってはいますけれども、仙台市も新たにですね、いろんな方向性、そういったものも

出しているようですし、ぜひですね、人をですね、見た場合に、過疎からの人口減少と

かそういったものも踏まえた場合にですね、ぜひ有効な手段だと思っております。 

      ただ、私の極論は、できましたら使える予算があるのであれば、安心なところに移転

させていただきたい。これはずっと私が言っていることで、自分の土地、うちに多分愛

着があったり、そういうものはあると思うんですけど、やはりそういったものも排除し

てできない場合でも、最後には、３種でもどこか、集団で移転できるような施策をです

ね、さっき言った思い切った政策、誰も考えつかないような、町長しか考えないような

施策ね、こういったものを出すと、これも大きな手だてになるんじゃないかと思うんで

すが、その点についていかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。いろいろな、何ていうんですかね、すれ違いがあってこのよう

な形で、その１種区域に残ってしまった方たちもおります。そこでですね、その１件１

件、全員をですね、じゃあどのぐらいの補償、結局、その一部の補償なのか、全額補償

なのか、なかなかやっぱり、一度再建した方たち、被災した方たちであり、経済的にそ

んなに楽ではありませんので、ここでですね、さらに手出しをして、じゃあどっかにと

いっても、なかなか難しいのかなというふうには思っていますので、それで結局残った
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方たちというのは、まあいろんな事情があって残ったとは思いますが、そこに対する愛

着、議員が言ったようにですね、そういうのもありますので、その辺はですね、慎重に

進めなくてはいけないのかなと。 

      それで、震災のときにですね、いろんな形で被災した人たちにその支援、町として、

国としてやったわけですけれども、それのやっぱり公平性というのもありますし、いろ

んなことがありますので、その辺はしっかりと考えてですね、進めていきたいというふ

うに思います。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。私個人の考えとしては、なかなか個人的にね、というのは大変

なのは分かっていますので、やっぱりシェアハウスとかではなくても、集団で住めるよ

うなね、大きい建物に、そういうところに入っていただくとか、あとは農家をやってい

る方もいますから、そういう方はちょっと自分のうちというのも必要なんだと思うんで

すけど、そういった部分での支援の在り方とかを考えて、蓋を開けてですね、考えると、

これから高齢社会に向け、今も高齢社会ですけども、独り住まいの方もいたりすれば、

みんなで生活できて安心して、サイレンが鳴っても逃げなくていいようなね、そういう

ようなところがですね、構築できればいいなというふうに個人的に思っているところで

あります。 

      それでは、３点目の東街道についてのほうに移らせていただきます。まだ時間大丈夫

ですね。 

      前町長とはいえ、議会の場でですね、昨年の３月の一般質問で、東街道の各町内です

ね、安全対策を計画的にやるというような返答がありましたが、当初予算にですね、そ

れが載ってこなかったんですけれども、担当課長、今はね、変わってしまったんですけ

ども、予算ではちょっと却下を食らったということでありました。 

      それで、なぜその、まあ中にはね、その優先順位って言われていますけども、この間、

今年になってから東街道の鷲足交差点でまた自動車同士の衝突事故がありまして、柱１

本折れるくらいのですね、いまだにまだブルーシートが取れない状況の事故も起きてい

ます。それで、鷲足の子供たちも山寺の東街道を帰っていくわけですけども、車同士が

擦れ違うともう、子供たちは畑か用水路に逃げるしかないくらいの幅です。車１台ぐら

いがね、片側の車線だけ通っているんだったら全然問題ないでしょうけど、やはり擦れ

違うときなんかはもう全然余地もなくて、閉会中の調査でも、学務課のほうでも危険性

は重々認識して、小学校もそこを危険なところと認識しておったためにですね、要望し

ておったわけですけども、この辺はどのような観点から、その計画に入らなかったのか

を確認したいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。東街道についてはですね、私も本当に重要な路線だというのは

認識しております。というのは、多分議員も今、質問の中では出てきませんでしたが、

私も被災者としてね、その震災のときに何か有事の際にですね、６号線の迂回路として

東街道というのはやはり使われています。それで、震災のときもそのような形でした。 

      ですから、そういうことも含めれば、東街道の整備というのは本当にできるだけ早く

きちっとした形でやらなくてはいけない。それで、亘理町のほうに行きますと、亘理町

のほうはきれいに本当に道路を広くして歩道もついていますので、山元町側はですね、

できるだけ早くやりたいというふうには思っているんですが、そっちこっち部分部分で

ですね、いろんなやっぱり予算の面もありまして、多分これまでがそうだったと思うん



- 10 - 

ですが、それで少しずつ少しずつと計画を立ててということで回答させていただいてい

たと思うんですが、できればきちっとした形で計画を、本当に計画をつくってですね、

この９．５キロ、先ほども回答で言いましたようにですね、今後はその通学路とか、そ

ういう部分をまず重点的に、できるところから拡幅しようというふうには考えておるん

ですけれども、今年はちょっと事情によって予算、そこの部分にですね、それが入って

いなかったというふうな形ですが、一応予定はですね、予定といいますか、今後の予定

としては、先ほど議員が言ったように、その鷲足の交差点までの約９００メートルの間

のところをまず進めたいと思っていまして、それに対する、国に対する要望なりなんな

り、補助ですね、をちょっと今確認をしていると。したりしてやっていこうというふう

に考えているところであります。 

      ただ、私としてはですね、できれば９．５キロ、一気にこう、全部やるのにどのぐら

いかかって、それでその分どんな形でできるのかと１回こう、計算を出してみたいなと

いうふうに思っていますので、それを今後やっていきたい、いければというふうに考え

ております。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。これはまさに急務だと思います。以前にもですね、町長が優先

順位と、あと各行政からの要望とか、の判断する材料にもやはり優先順位とかね、そう

いった部分を挙げておりましたけれども、やはりこの子供が主役とかね、子供というふ

うにおっしゃっている上には何か、そのこういった部分にお金のかけ方がちょっと足ら

ないんじゃないかなと私は思ったもんですから、それと先ほど申し上げましたとおり、

こういう部分こそ国の交付金も必要なんでしょうけども、どんどん要望して、過疎債と

いったものをね、使って、過疎計画の中にも東街道っていうものも入っているわけです

よね。やっぱりそこは、やはり優先順位は上げていただかないと、やはり今後、どうい

うところが優先順位が上なのかというのが見えなくなってくるので、ぜひこういう場所

もあるということをですね、念頭に置いて執行していただければというふうに思います。 

      それでは、教育長なので後からにして、就農ですね、６番目の、６点目の就農支援と

定住促進ということに移りたいと思います。 

      それで、ここで感じたことは、やっぱり具体性がないなと。いつからやるのかなとい

うふうなことで、いつも私が言っているから分かっぺっていうのか分かんないですけど

も、この辺の具体性がですね、見えていないんですけども、この辺、もう少し具体的な

計画があればお願いしたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。この新規就農と定住促進を合わせた施策ということでご質問い

ただいていますが、今やっていることというのは、新規就農に対する、町なり県なり国

なりの、まずはいろいろな支援の部分をやることと、町でやっている定住促進をただ組

み合わせてお勧めをしているという形になりますので、そこに対してさらにですね、ど

この部分っていうところにはまだ至っていない。 

      昨年、寄附を頂きましたイチゴのハウスですね、それに関してはプラスで、今度です

ね、その基金を活用して支援、プラスされたところもありますけれども、これまでの支

援に対して一気にですね、２倍、３倍というような支援のような形にはまだなっていな

いということです。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。あのですね、やはり私、前にも言ったかと思うんですが、一つ

一つのこの施策、これをですね、つなぐ、コーディネートする人がいないんじゃないで
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すかというふうに前回もあって、まだそこには至っていないという回答だったんですけ

ど、やはりこのコーディネートが必要かと思うんですね。いろんな施策をじゃあ誰にこ

の一つ一つやって、対象にして、うちの町に来るとこういうこれとこれとこれとこれが

あって安心だから就農どうですか、うちもありますよ、収入も確保できますよ、それで

あと指導する人もいますよっていうふうな、そのＰＲするものっていうのは、何かこの、

外に向けて何かＰＲ紙とか、そういったものはあるんですか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほどもちょっと触れたんですが、その辺をですね、今やって

いるまちおこし協力隊の方たちとか、そういう部分をうまくこう、連携してもらってで

すね、考えられればというふうな形で今おります。なかなかやっぱりね、農業というの

がですね、議員、多分一番携わっていて分かると、簡単に農業というんですが、結構難

しいっていうか、本当に難しい。いろんな知識がないと、なかなかそのなりわいとして

というね、部分もありますので、その辺ですね、本当に漠然としてますけども、今でき

る範囲の中で、町としては何とか支援をして、その中で呼び込むことをしているわけで

すけれども、さらなる策として、先ほど言いました、まちおこし協力隊なり、新たに就

農を考えてくれている方たち、若い方たちの意見も聞いたりですね、そういうことを聞

いて、あとは今やっている方たちの知識、そういうことも教えていただいてですね、進

めていければというふうに思っていまして、議員からすると多分、本当に歯がゆいのか

もしれませんが、具体的なところにまだまだちょっとなかなか手が届かないというのが

現実であります。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。地域といいますか、協力隊という話が出たんですが、私は逆で、

その人たちを就農させるっていう考えがいいんじゃないかと。その人たちに給料をあげ

て農業をやってもらって、よかったら住んでもらう。そうすると、二重の手間が要らな

くて、うちで、山元町で農業をするんだったら、協力隊として採用しますよと。そこで

給料をあげて、少し給料というかね、収入がなかったとき、それで何とかしてもらって、

あとは指導をしますよ、じゃああと住む場所もここでお世話しますよということでやっ

ていったほうが早いと思いますし、事例も、前回もお話ししたとおり、そういう先進事

例はそういうところもあります。 

      あと、前にちょっとやっていて、今やっているかどうかちょっと分かりませんが、農

協さんと役場が協力して、農協で雇って、そこで臨時職員として扱って農業をやっても

らうと。その給料は町と農協が半分ずつ出して有期職員みたいな形で農業を覚えてもら

う。それで、そのまま土地と畑を提供したり、田んぼを提供したり、それでそこで住ん

でもらうとかっていう、前進的なですね、事例ももう二、三年前以上にもう出している

んですよ、私のほうで。 

      だから、今後、やはりそういったものもぜひ先進地に取り入れていただいて、まずは

百聞は一見にしかずだと思いますんで、どういうことかということで、もう時間といい

ますか、１つのにかけていく時間はないと思いますし、特に中山間部の離農っていうの

はもうどんどん進んでいくと思います。浜通りといいますか、新しく作った東部なんて

いうのはどんどん作りたくてしようがない人がいっぱいいますけど、中山間地はもう、

できればやめたいという人が多くなってきているんで、そういうところに小中規模の人

たちを入らせて、入ってもらって、維持してもらうという策も必要だし、あと作れない

田んぼに無理無理ぶら下がっているんじゃなくて、もう畑地化して、畑にして、そこで
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振興作物を作ってもらうとかっていう施策が、どんどんどんどんこう、打ち出していか

ないと、それにもうお金ないときはやっぱり、先ほど言った過疎債の意味があるわけで

すから、それを生かしていただいて、町の活性化、人を呼び込む、そういったものに全

部共通するような気がするんですが、その辺はいかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今言っていただいたようにですね、今後、東部のほうの換地が

終了すると同時にですね、今後、農振、町全体のですね、農振地域の見直しとかも入り

ますので、そういう中で考えていければというふうには今、さっき言ったようにまだ具

体的なところには至っていませんが、まずそういうところからと思って、今考えている

ところであります。 

      まちおこし協力隊については、農業もそうなんですが、結局やりたい、その協力隊と

してその来る方がやりたいことと、町がやっていただきたいことというのがやっぱりこ

う、マッチしないと、最終的には、１年、２年来ていただいても、最終的にはもういな

くなってしまったりということがありますので、その辺はうまくですね、山元町でこう

いうことがやりたいんだという、そういう興味のある方の意見もですね、きちっと吸い

上げて、それで町でそこにうまくこう対応して、町にですね、残っていただけるような

形を、仕組みづくりをつくりたいというふうに考えております。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。新規就農ということが就労、就農の意味もありますけど、中に

は、自分のところの土地があまりにも条件が悪い、米取れない、野菜取れない人もいま

す。だったら、どっか条件のいいところはないかって移住した人もいるわけですね。だ

から、そういう事例もありますから、新規就農だけじゃなくて、やっぱり山元町の土地

で何かを作りたいっていうような人も中にはいるかと思うんで、新規就農だけ、まあ一

番いいんでしょうけども、そういう家族ぐるみで引っ越してもらうと５人来るわけです

から、まあ５人って限らないですね、子供がいれば５人来るところもありますし、だか

らそういうことも付加価値として考えていただければなと思いますが、時間大丈夫でし

ょうか。 

議 長（岩佐哲也君）次に入るようであれば、教育関係に入るようであれば、その前に休憩を入れ

ます。 

１１番（菊地康彦君）次に入りたいと思います。 

議 長（岩佐哲也君）そうですか。ここで暫時休憩。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）それでは、暫時休憩とします。再開は１１時５分、再開は１１時５分としま

す。 

                                             

午前１０時５３分  休 憩 

                                             

午前１１時０５分  再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）１１番菊地康彦君の再質問を許します。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。それでは、４点目、５点目に移らせていただきます。 

      まず、４点目の高齢者へのスポーツ施設、施策ですね、に対してどのような対応と考
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えを持っているかということですが、回答でですね、各競技等もさることながらですね、

大会等における交通手段、公用バスや町民バスの貸出し等を行っているということです

が、これはどんな事例なんでしょうか。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。バス等の貸出しについては、町民バスの予備の車とか公用バス

等について申請があれば、それぞれの利用の仕方っていうことに沿って貸出しできるよ

うな状況になっています。 

      具体のことについては、担当課のほうからお答えをさせます。 

生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。具体には、例えば大会とか、例えば研修会とか、そうい

ったものが各ですね、各種スポーツ団体とかでありますので、そういったところにはで

すね、貸出しを、こういった先ほど教育長が申し上げたような貸出しを行っているよう

な状況になっております。以上です。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。これはあくまでも大会だったり研修会というような活用という

ことでよろしいのでしょうか。 

生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。はい、そのとおりです。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。ということは、個人的な目的だったり、極論から言えば、前回

のパークゴルフ等でですね、町内にはないということで、町外に行くためのバスを出せ

ないかという同僚議員からの質問があったわけですけど、その際、町外に出るのには利

用ができないというような回答だったんですが、それには間違いないんですね。 

生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。町外のほうで使用する大会とかそういったときの場合と

かっていうことでよろしい……。個人的な利用。はい、個人的な利用としては貸出しは

行っていないということです。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。この回答にもあるようにですね、今、ソフトボール、パークゴ

ルフ、ボッチャ等が盛んに行われていると、高齢者の方ですね。あと、グランドゴルフ

なんかも地区でやられているところも多いわけですけれども、で、以前私、この中でパ

ークゴルフの造る、造らないっていいますか、必要性ですね、それを町長と一般質問で

話したときにですね、造るか、造らんか、まだちょっとはっきり分からないけど検討し

たいというようなことも伺えたかと思うんですが、その後ですね、そのソフトボール等

はですね、グラウンド等がね、きれいに整備されまして、ボッチャも今度新しい体育館

で専用といいますかね、体育館でもできるようなことで取り組むということも聞いてお

るんですけども、やはり競技人口が多いこのパークゴルフについて、この施設が今、町

内にはないということで、それでその協議をするに当たって、どのように対応するのか

ということなんですが、その辺いかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。パークゴルフにつきましてはですね、やはりその敷地面積なん

かも結構広大な場所を使うということもありますので、それが前回の計画のときもです

ね、そのホール数によっていろんな状況が変わってくるというところがありますので、

あとはその場所ですね。今後、その東部のですね、いろいろな土地の換地が終わった場

合ですね、そういうふうな町で所有をしている土地なんかの利活用も含めて考えていけ

ればというふうには思っております。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。あとのスポ少にもつながるんですけど、やはり競技する上で地

元にないということは、やはり続けていくのは結構大変じゃないかなと思います。広大

な面積と言いますけれども、パーク協会もあるんでしょうけど、その辺の方々との協議
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でですね、どの辺まで欲しいのかとか、あとどういった場所に設置すればいいのかとか

っていう、そういった協議は持っていらっしゃるのでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。いえ、まだそこまでは至っておりません。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。高齢者のですね、スポーツの必要性が重要視されている中で競

技人口も多い、このパークゴルフなんですけど、私も特に町内に造るとか、造んないと

かは、それは町の判断でよろしいかと思いますが、ただ、何らかの手段でこの方々を手

当てしてあげないと駄目なんじゃないかと思っています。 

      というのは、ソフトボール協会の方々っていうのは、町外でも大会がありまして、自

分たちで車を運転できるし、集団で行動をしていますけども、やはりこのパークにやっ

ている人って、若い人もいれば、車の運転、そろそろ免許返納という方も出てくる方も

いると思うんですね。で、前回の同僚議員が質問したのは、そういった方々だったりを、

町内にパークゴルフ場がないのであれば、じゃあバスを出してあげるとか、そういった

手当てもないと競技ができない方々だと思うんですね。だから、その辺をどのように考

えているのか伺いたいんですけど。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今、菊地議員のほうからはですね、パークゴルフ場ということ

でのご質問だと思うんですが、スポーツ全体を考えたときに、やはりそのグラウンドが

あったりなかったり、施設があったりなかったり、いろいろこう、競技があります。そ

ういう中で、その今、先ほど担当課のほうでも話したようにですね、そのバスの送り迎

えといいますかね、それについて一人一人をバスで行ったり来たりっていう対応をする

という部分ではちょっとなかなか厳しいかなと。何かの大会があるので、まとまって１

０人、２０人でどこどこの会場までとか、そういうことではバスの貸出し、多分可能な

んだったと思いますので、それをですね、一人一人をその会場まで送り迎えというのは

ちょっとなかなか、町としては厳しいかなというふうには考えております。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。そうするとですね、やっぱり基本的な部分に返るとですね、や

はりパークに限らず、どんなスポーツでも、やっぱり練習できないわけですよね。大会

に行くとかそういうんじゃなくたって、常々の競技、腕を磨くための場所がないという

ことになりますよね。だから、今スポーツ協会のね、中でこう見ても、場所がなくてっ

ていうのは恐らくパークだけじゃない。あと、なくなっちゃったんですけども、サッカ

ー、あと少年野球の、少年団のスポーツにもありますけども、そうすると町内でやりた

くてもそういう場所がないっていうのは、対応としてはちょっと片手落ちじゃないのか。

ないんであれば、あるところに行けるような手段を考えてあげるというのは、やっぱり

これは高齢者の施策だと私は思うんですけど、その辺はどうお考えでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。議員のおっしゃることも分かるんですが、確かに高齢者施策、

いろいろな、少子高齢化の中でね、やっていかなくてはいけない。免許返納も含めてや

っていかなくてはいけないんですが、全ての競技に対してというか、全ての競技といい

ますか、これはスポーツに限らずになってきます、そうなると。何をするのにでも、病

院に行きたいんだけど車なくなったから連れていってほしいとかね、そういうところま

で町で全て、なかなか網羅するというのが厳しくてですね、ですから今、公共交通、町

民バスも含めて、まずその１００パーセントとはいかないまでも、少しでも利便性が高

められるようにということで見直しとかもかけているところなんですけれども、議員が

おっしゃるようにですね、一人一人本当に隅から隅まで、１００パーセントきっちりと
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対応というのはちょっと、なかなか厳しいかなと、難しいかなというふうには考えます。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。先ほどのパークゴルフ、広大な面積というふうなお話もあった

んですけど、パークゴルフの、多分見に行かれたかと思うんですね、視察やなんかも。

まあ１８ホールであれば、そんな面積要らないわけですね。３６とか５４であれば、確

かにいろんなものがなくてはならない。ただ、その協会の方々との会話なり交流は、あ

ればこそやっぱり出てくると思うんですよ。うちらほうはちょっと何とか土地、予算も

ねえから、じゃあ１８ホールぐらいでなじょったとか、それでその場所も、では町の土

地でこういうとこ、お金かかんないとこさ、ではみんなで芝生を張ってけねえすかやと

かね、場所の提供だけあれば、そんなに広大、だから今までの要望は確かに大会が必要

だとか、何ホール必要だとかってあったと思うんですけど、でもやはりそれが無理なん

だということを説明してですね、最低限このぐらいだったら何とかっていうような交渉

があって、それで納得できないのであれば、うちはちょっと、山元町としてはパークゴ

ルフ場はね、できないから、じゃあちょっと別なその、タクシー代でもバス代でも、そ

ういった補助をしましょうかとか、そういったね、考えに行くのも、やはりその競技す

る人たちと町との協議の場、そういったのを持ったほうがいいんじゃないでしょうかね。

それを持っていないっていうことですし、やはり相手方も、町から何のあれもないよと

いうようなことじゃなくて、やはり同じ町民ですんで、パークゴルフは、私もするべき

ではと思います。 

      ただ、ソフトボールっというのはね、これも大変なんですよね。８０近い人たちが、

頑張っている人もいますけど、もうハードでハードで、私、若手って言われますけど、

私でさえ、もうアップアップ状態を頑張ってやっています。でも、それは全員がやれる

競技でもないから、やっぱりそこに自分たちが体力的にやれるところとなると、こうい

う競技にもなるので、その辺もやっぱりちょっと理解して、歩み寄っていただいたほう

がいいんじゃないかなと私、必ず造れとかって言っているんじゃないんで。ただ、何ら

かの手当てをしてほしいなということです。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その団体との話合いというのはですね、私、個人的にはやって

いないので、担当課のほうで何らかのそういうふうなつながりというかですね、そうい

うことがあるのか、後でちょっと担当課のほうにその辺は回答してもらいますけれども、

そのスポーツに関して、本当に何らかの形でというか、今できる形の中で、町としてで

きる範囲の中で支援はしているつもりなんですが、やっぱりまだまだ、いろんなものに

対してね、その今言ったように、パークゴルフに限らずですけれども、いろんな部分に

対して足りない部分があって、このように質問をいただいているわけですから、そうい

う中を精査して、町としてできる範囲の中で、少しでも手助けになるような方法は常日

頃から考えてもいるんですが、さらにですね、いろいろこうできる、どこまでできるか

というのは考えていくようにしたいと思います。 

      さっき言った、団体等のほうに関しては、ちょっと担当課のほうでその辺どうなって

いるのか、ちょっと担当課のほうから回答させます。 

生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。先ほどのですね、団体との話合いという中ではですね、

確かにあのパークゴルフ協会のほうと話をしたときには、確かにスポーツをやりたいけ

ども、足がなくてなかなかスポーツができない人がたくさんいるという話も聞いており

ます。 
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      あと、こういったパークゴルフをすることで健康寿命が、延ばしていきたいという気

持ちもあるようで、そういった取組のほうもこう、気持ちを酌んでいただきたいってい

う話もあったのは事実であります。 

      先ほど町長からもお話がありましたとおり、まずどのような形でですね、できるかと

いう、できる限りの範囲という中になるかと思いますが、支援のほうをちょっと研究し

ていきたいと思っております。以上です。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。再度確認でありますが、このバス利用関係についてなんですけ

ど、これはあの、パークゴルフ協会ということでの申込みであれば、活用は可能なんで

しょうか。 

生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。そのとおりでございます。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。そういった部分をですね、ぜひ、こちらから確認する以前にで

すね、こういった活用方法があるよということでアドバイスしていただければ、高齢者

の方もありがたいんじゃないかなというふうに思いますので、それも十分検討いただき

たいと思います。 

      では、最後に５点目、スポーツ少年団の活性化ということで回答いただいたわけです。

こちらに対しては、生涯学習課からの支援にもよってですね、少年団は、一生懸命子供

たちはいろんな競技に従事、練習したり、試合、大会にですね、臨んで、今年は４年ぶ

りに少年野球も、町外、県外からのチームを招待した大会も復活して、その支援も受け

たおかげでですね、大成功で終わっております。 

      そういった意味で、子供たちのですね、競技が、中学校、高校というふうに波及効果

を表していまして、中学校でも、高校に進学してもですね、いろんなスポーツで我が町

出身の子供たちが活躍をしておるわけですけども、その中でですね、前回もですね、こ

のスポーツ少年団、加入する、加入してもらう策として、やはり子供たちが成績を残す

ことも１つなんですね。小学校といえ。やはり活躍していればこそ、やはり加入者も増

えますし、楽しみも増えると、親も一緒になってですね、競技に参加して交流人口まで

生むということにもなってくるんですが、その際にですね、どうしても利用する施設が

限られております。 

      まあ牛橋公園、野球に関しては、牛橋公園につきましては、町外利用者だったり県大

会の利用、こういったものも多いですし、それから利用料がやはり負担になってくるの

で、これは常時使えないということもあります。あと、また荷物もですね、全部運んで

いかなきゃならないし、移動もやはり親の負担が出てくると。町民グラウンドについて

もやはり同様で、いろんな施設は充実しているんですけど、荷物移動の確保だったり、

親の負担、それから町民グラウンド、今、ソフトボールも我が町、盛んでして、なかな

か少年野球の活用が常時できる状態にないわけですね。 

      そこで、小学校を各スポーツ少年団、バレー、バスケット、野球、剣道なりは中学校

のところを使っているんですけど、いつまでもこだわるわけではないんですが、教育施

設はスポ少のためにないというような見解が町長から前あったもんですから、この辺、

教育長のほうのですね、考えなり、今後のこのスポ少の場の活用、そういったものをど

う考えているのか、確認したいと思います。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。学校の施設に関しては、社会体育あるいはスポ少も含めてです

ね、学校開放申請があれば学校を開放するという体制になっています。ですから、それ
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は何もシャットアウトするようなものではないと。ただ、学校で行事があったりする場

合には、ちょっと遠慮いただくということになりますが、基本的にはそういう学校の施

設も町の施設の一部という考え方での開放は行っておりますし、今後もそこは続くはず

です、続きます。 

      あと、その子供たちがですね、スポーツ少年団等でいろいろ競技をする、いろいろ興

味を持って競技を続けていくっていうことについては、スポ少の指導者の方々のご協力

もあってのこととは思うんですが、今ちょっとそういう点で考えているのは、今まで話

題になっていますけれども、中学校のですね、部活動の地域移行というのが、今控えて

おります。こういうふうにすると言い切ることではないんですけれども、今後、中学校

の部活動を地域に移行していく際に、やはりスポーツ少年団とのですね、つながり等も

うまくこう、考えていければ、小中学生が一緒になって活動するというようなところか

らのスポーツ少年団の活性化ということもあり得るかなと、そんなことを考えていると

ころです。以上です。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。山元町ですね、本当に他市町村から比べても施設が多いとは思

います。仙台市に行けば抽せん会をやったりとか、やって使っているような状況もあり

ますが、一番、唯一、確保できるのはやっぱり学校の施設、体育館だったり、グラウン

ドというか、校庭ね、ここが唯一のよりどころであります。 

      今、教育長からも回答があったとおり、ようにですね、やはりそういう部分を、空い

ているところっていいますかね、開放の状況で使うのは問題ないというふうに理解して

いるわけですけども、使っていないときにね。運動会だのを中止してスポ少に貸せって

言っているわけではないですけど、それでそのときにですね、やはり公共の施設と学校

の施設の違いがあるんですね。これが、やはり倉庫がない。それから、備品がない。学

校だってね。要は、バスケットボールだったらゴールリンクがあればいいんですけど、

バレーだとネットがなくちゃなんないし、野球であればベースがなきゃなんない、倉庫

がなきゃなんない、とにかくラインカーがなきゃなんないということで、町の施設を借

りれば、そこにあるのを持ってきて使えるんですけど、学校の施設になると、やっぱり

自分たちの負担が大きいんですよ。そうすると、交通費はかからないです。自転車で来

る子もね、いるから、そういう負担、親の負担はないんですけど、それで計画的にその

古い倉庫とか、そういったものも撤去がされる予定だというふうにも聞いております。

それで、担当課には何とかその、取り払うんではなくて、何らかその手当てをしてほし

いということもお話はしているんですけども、そういう不便さもあるわけですね。 

      ですから、あえてスポ少、スポ少とは言いますけども、これからの山元町の子供たち

の下支えというか、スポーツの下支えだったり、子供の育成だったり、そういった部分

にですね、やはり協力して、支援金を結構ね、支援という形でいろんなのを頂いていま

す。それで、団の活動費だったりを皆さん、賄っているとは思うんですが、やはり備品

だけは結構高いもんで、やっぱりうちも倉庫は、やっぱり２０万近い倉庫を買わないと

駄目だったので、２０万くらいで何とか抑えてプレハブを置かせてもらっているんです

けども、でもやはりそういうもので、まあ何を言ったらいいか分からなくなったけど、

公共施設と学校施設の違いがそういうところにあるんで、やはり今後、その活性化に向

けた取組っていったものにもですね、そういう部分も考慮していただきたいなというふ

うに思うんですが、いかがでしょうか。 
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教育長（菊池卓郎君）はい、議長。今の点については、やはり学校のほうは基本的には学校施設と

いうこと、残っておりますので、開放に関しては、町の施設と同じように申請があれば

貸出しをすると。そこにそのスポーツ少年団のための備品を置くような場所をつくると

か、設けるっていうことについては、ちょっとやはり難しいかなというふうに思います。

それに代わって何かできることがあるかどうかっていうことは、今後考えていきたいと

思いますけれども、基本的にその、まあちょっとそもそも論になりますけど、中学校の

部活動は学校の教育活動のようなね、教育活動の一環というふうに位置づけられている

ので、施設から用具から全部学校にあると。 

      ただ、スポーツ少年団についてはいわゆる社会教育、やりたい子供たちが親御さんと

一緒になってやるっていうふうになっているものですから、そこにはそれぞれの希望と

か意思があってのことなので、そのための活動に伴う不便さとか、申し訳ないですが、

負担っていうのは、ちょっとやっぱりやむを得ない部分はあるかなと。そういうことは

ご理解いただきたいなと思います。以上です。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。部活動の地域移行の中では、やはり一番の課題に挙がっている

のが、今度、そのお金がかかってきて、そういうクラブに入られないんじゃないかとか、

親の負担が増えて、行動にですね、親が送っていかれなくて、入られないんじゃねえか

とか、そういう心配を持った中で、今教育長の回答ですと、まあ社会教育だから、それ

はやむを得ない部分はあるだろうということなんですが、やはりそこがちょっと、何て

いいますかね、ギャップっていうか、考え方のやっぱり相違なんでしょうけども、であ

れば公共施設を常時使えるような施策が今度は必要になってくると思うんですよ。 

      だから、さっき言ったパークゴルフもそうですけど、やりたくてもできない、場所が

できないのでは、これは活性化も何もなくなってくると思うんですね。だから、そのバ

ランスが大切だと思いますし、社会教育とはいえ、やはり必要なものは必要になってく

るので、それがなければできないものまで買っているわけじゃなくて、最低限必要なも

のを必要として使ったり、グラウンドをみんなで整備したり、使えるように、学校の校

庭というのをみんなで整備して草刈ったりとかですね、そういうこともみんな、何てい

うんですか、利用者の義務といいますかね、責務として、親の会だったり子供たちもや

っているわけですから、そこはやっぱり町側としても理解をしていただいた上で、考え

にのっとっていただければなと思うわけですけど、いかがでしょうか。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。まあ話がですね、部活動の地域移行ということも含めてのこと

になっていますが、その学校教育から社会教育になっていくっていうことに伴っての負

担についてどのように考えるかっていうことも、今きちんとその考え方が整理されてい

るわけでなく、場合によってはもう市町村単位で考えてくださいということなのかなと。

ですから、そういう点では、今までみんなが希望すればですね、中学校へ行って希望す

れば、自分がやりたい部活動がやれていた。それが今度は地域でっていうふうになった

ときに、学校から離れて保護者の方と一緒にお金をかけながらやると。そこに対して、

その負担の軽減を図るようなことを考える必要があるだろうということは言われており

まして、それを逆に話を広げて考えると、じゃあ今小学生がやっているスポーツ少年団

の子供たち、家庭の負担はどうなんだというふうになってくるかと思うんですね。 

      ですから、今申し上げた中学校の状況から、逆に今のスポーツ少年団の負担というこ

とも、今後どうするかっていうことは、課題としては上がってくるかなとは思っており
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ます。ただ、具体のことがまだいろいろ固まっておりませんので、今後いろいろ検討し

ながら対応していきたいなと思います。以上です。 

１１番（菊地康彦君）はい、議長。私が言いたかったのは、スポーツ少年団がその中学校の事例を

やって、先進、前もってそれをやっているんだと。社会教育に移行する際、それがスポ

ーツさんと同じことになるんですよということです。だから、そういったものも踏まえ

ると、今後のそのやり方自体が、やり方が、検討をしなきゃならないだろうし、それを

踏まえてやっていただきたいというのが私の考えであります。 

      いずれ、今日は一般質問をさせていただきましたが、６つほど終わりまして、何とか

過疎からの脱却なり町の活性化ということで申し上げたわけですが、感想としては、大

変申し訳ないんですが、我々からの提言じゃなくて、もっとやっぱり町執行部のほうで、

我々にどんどん策、施策ですね、そういったものを先取り、どんどん出していただきた

いなと。同じ共通の意識で今までの一般質問をやってきているわけですから、やっぱり

それに対して何らかの対策だったり、できないものはできないでしようがありませんけ

ども、やはり我々もそういう提言をする立場でもありますが、やっぱり我々が出す以前

にですね、いろんな策を講じていただければ、ますますこの町はですね、発展するんじ

ゃないかなと思いまして、私の一般質問といたします。 

      以上で終わります。 

議 長（岩佐哲也君）１１番菊地康彦君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）続きまして、２番品堀栄洋君の質問を許します。品堀栄洋君、登壇願います。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。令和５年第２回山元町議会定例会において、大綱２、細目３、

一般質問をいたします。 

      大綱１、買物困難者支援について。 

      細目１、現状より多くの住民が地域公共交通を利用しやすくするために、民間等によ

る運営体制などを検討し、有償ボランティアドライバーを募るなどの工夫をしながら、

町民バスの増便及び運行エリアの拡大並びに地域公共交通の無料化を講じる考えはな

いか。 

      細目２、現在実施している福祉タクシー利用助成事業について、障害のある方に対し

てのみの事業ではなく、子育て世代や高齢者に対しての事業として拡充を図る考えはな

いか。 

      大綱２、地産地消の取組強化について。 

      農水産物直売所の設置により、現在、我が町の農水産物については新鮮なうちに食卓

に並べることができるようになった。しかし、農水産物の品物によっては加工が困難な

品物もあり、特に磯浜産の魚介類については、一定程度の処理（加工）技術がないと食

せない魚介類もある。 

      地場産品の１次処理がされた品物についても直売所等に並ぶことがあれば、家庭での

加工に不安があるため購入することをちゅうちょしていた地場産品についても購入さ

れやすくなり、地産地消の強化が図られると考えることから、地場産品の１次処理（加

工）場を新たに設置する考えはないか。 

      以上、大綱２、細目３，町長の考えをお答え願います。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 
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町 長（橋元伸一君）はい、議長。品堀栄洋議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、買物困難者支援についての１点目、町民バスの増便及び運行エリアの拡大

並びに地域公共交通の無料化を講ずる考えについてですが、町が実施する地域公共交通

維持確保事業である町民バス及びデマンド型乗合タクシー運行事業につきましては、民

間同種事業との競合を避けるとともに、地元企業との協働を図る観点などから、町内の

一般乗用旅客自動車運送事業者で構成する山元町ハイタク連絡協議会に運行業務を委託

しております。 

      現在、町民バス等運行事業につきましては、抜本的な見直しも視野に検討を行ってお

り、昨年度に実施した町民アンケート等においても、様々なご意見、ご要望をいただい

ておりますことから、それらの内容を精査しつつ、現在設置している地域公共交通会議

等において、住民や関係機関の皆様のご意見に耳を傾けながら、今後の運行の在り方な

ども含め、総合的に判断してまいります。 

      次に、２点目、福祉タクシー利用助成事業について、子育て世代や高齢者に対しての

事業の拡充についてですが、昨年の第４回議会定例会の一般質問で、渡邊千恵美議員に

お答えいたしましたとおり、現在、本町で実施している福祉タクシー利用助成事業は、

一定の障害のある方の通院等を対象としておりますが、今年度から血液透析療法を受け

る方については、町内に対応できる病院がないことから助成額を増額し、利便性の向上

に努めてまいりました。 

      ご質問の子育て世代や高齢者に対しての事業として拡充することについては、対象者

が幅広くなることなどから、町全体の地域公共交通対策の中で総合的に調整を図ってま

いりたいと考えております。 

      次に、大綱第２、地産地消の取組強化についての１点目、地場産品の１次処理（加工）

場等を新たに設置する考えについてですが、地産地消の取組については、消費者が地元

の食材を安心して食せるだけでなく、生産者が消費者の声を直接受けることで生産意欲

が高まるなど、双方にメリットがあり、地域内の好循環を生み出す取組であると認識し

ております。 

      特に、魚介類については、消費者の手元に届くまでに下処理や加工を行うことで、さ

らなる消費につながるものと考えられますことから、これら加工場等の環境整備も重要

と捉えております。 

      こうしたことを踏まえ、やまもと夢いちごの郷を建設する際には、加工室の必要性を

検討し整備したところでありますが、諸事情により現在は利用してないと聞いておりま

す。 

      町といたしましては、地産地消への取組の強化は重要であると考えており、魚介類に

限らず、農水産物の付加価値を高める方策の１つとして加工場の必要性は認識しており

ますことから、農水産物の生産・加工等に従事する方々の意見を参考にし、民間事業者

との連携した取組も視野に入れ、今後検討してまいります。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）２番品堀栄洋君の再質問を許します。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。それでは、再質問します。 

      今回、大綱２件の質問としておりましたが、私は大きな観点から、買物弱者の支援と

して町長の考えをお聞かせ願いたいため、まずは大綱２から再質問します。 
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      先ほどの直売所の加工施設の回答の中で、諸事情により現在は使用していないとのこ

とでしたが、その理由は施設や設備の問題なのか、運用上の問題なのか、差し支えなけ

れば教えてください。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これについては担当課のほうからお答えいたします。 

商工観光交流課長（大和田 敦君）はい、議長。お答え申し上げます。 

      施設に関しましては、厨房機器等も含めまして一定の整備を行っております。あくま

で利用上、運用上の課題ということで捉えていただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。分かりました。施設に何らかの問題があるのであれば、新たに

加工場を建設することも必要と思います。私なりに補助事業などを調べてみたんですが、

使用する上での問題であれば、せっかくの施設ですので有効に活用されるよう、引き続

き検討をお願いします。 

      加工という観点から、もう１点確認したいのですが、直売所で販売する商品のうち、

お弁当やお総菜等の加工品の売上げが好調と聞いております。どれくらいの売上げなの

か、分かる範囲内で教えてください。 

商工観光交流課長（大和田 敦君）はい、議長。会社の決算がですね、６月末なもんですから、今

期の分はまだ出ていないので、１期前の数字でちょっとお答えいたします。令和３年７

月から令和４年の６月まで、この１年間のですね、総売上げが、直売所の総売上げが３

億３，７００万円です。約ですけども。３億３，７００万円。で、このうち、お弁当、

お総菜に関しましては、約４，４００万円でして、全体に占める構成比については１３

パーセント、非常に高い構成比であるというふうな、受け止めております。以上です。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。結構な金額なんですね。どういった方々が購入しているか、分

析等は行っているのでしょうか。 

商工観光交流課長（大和田 敦君）はい、議長。お答え申し上げます。正直、我々もですね、この

４，４００万円、１３パーセントというふうな数字は、我々もちょっとびっくりしたも

んですから、直売所、公社に対して、こういったところを可能な限り分析いただきたい

というふうなことで、ちょっと１年半ぐらい前の数字で恐縮なんですけども、やはりは

らこ飯とかほっき飯、こういったいわゆる郷土料理と言われるものに関しましては、町

外からの利用者が非常に多いと。ただ、一方では通常のお弁当ですとか、お総菜関係、

こういったものは地元の方々に利用されているというのがほとんどであるというふうな

報告を頂戴しているところでございます。以上です。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。今の話を聞く限りでは、結構多くの地元の方が利用しているっ

ていうことなので、坂元の地区の食料供給の重要な役割を担っているものと考えます。

そこでですね、今の回答を基に大綱１の再質問をいたします。車を運転する方や移動の

手段が確保できる方は、スーパーでも直売所でも、好きな時間に好きなときに行けるん

ですよね。それで、今後急速に高齢化社会において、移動の足が確保できない方々が、

買物ができないということが今後想定されます。 

      ５月３０日の河北新報の朝刊の１面に、東北５県、東北５県かな、に新潟を入れて、

買物困難者、２０２５年には２５万人になるということで大きく載っていました。全国

どこの自治体でも今後、大きな課題になるということを感じたんです。 

      それでですね、現在、山元町は、県内でも高齢化率４１．６パーセント、県で３位、
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６５歳以上が４，９３１人となっております。高齢者や障害のある方が買物できずに地

域で住み続けることがいかに困難か、こうした買物困難者の実態を把握し、打開策を考

えているのか、町の買物困難者支援についてお聞きします。現在、独り暮らし世帯と障

害者手帳所有者はどれくらいいらっしゃいますかね。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これも担当課のほうからお答えいたします。 

保健福祉課長（齋藤 剛君）はい、議長。ただいまのご質問の、障害者手帳の所有者のほうになり

ますけれども、障害者手帳のほうは主に身体障害者、あと療育手帳、あと精神障害と３

つに区分されますけれども、合わせまして約８００人の方が手帳を保有していらっしゃ

います。 

      あと、もう１点の独り暮らし世帯ということですけれども、こちらのほうは今年３月

末の数字になりますけれども、９１３世帯ほど、独り暮らしの方がいらっしゃいます。

以上になります。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。今のお話というか、数字を聞きますと、山元町の町民の半分が

買物困難者または買物難民予備軍と思われます。農林水産省は、令和３年度に食料品ア

クセス問題に関する全国市町村アンケートっていうものを公表しております。食料品の

買物が不便や困難な住民に対して対策が必要だと回答した市町村の割合は８６．４パー

セントになります。行政が実施している対策は、コミュニティーバス、乗合タクシーの

運行等に対する支援が８３．７パーセント、最も多く、次いで移動販売車の導入・運営

に対する支援が３０パーセントぐらいになって、そのほかにもいろいろあるんですが、

山元町で現在実施している対策として、福祉タクシーの利用及び自動車燃料費助成事業、

デマンド型乗合タクシー事業なんですが、町民の方に対するデマンドタクシーの利用の

告知は現在どのようになっていますでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これも担当課のほうからお答えいたします。 

町民生活課長（鈴木宏幸君）はい、議長。デマンド型乗合タクシーの乗り方等の周知につきまして

は、毎年、時刻表の改正等に合わせて時刻表を作成いたしまして、これを町内全戸に配

布しているほか、町民生活課の窓口、それから関連施設、町の公共施設などに配置しま

して、お持ちいただけるような状態にしております。 

      そのほかといたしましては、ホームページでの広報等もしておりますが、ターゲット

の方が高齢者の方ということになりますので、こういった紙ベースでの配布、こういっ

たものを中心に行っているということになります。以上でございます。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。ぐるりん号の時刻表と一緒に裏面に載っているっていうことだ

ったんですが、私は、裏面っていうかね、年に１回の告知で、必要とされる方が利用の

仕方を理解できると私は思いませんし、車を運転している方は興味も持っていないと思

うんですよ。 

      そこで、福祉タクシーも乗り合いができるとか、車椅子に乗って一緒に買物ができる

とか、あと買物困難者に寄り添った告知や案内が必要なのではないかと思います。必要

としている方々に、実際に乗って体験していただいて利用方法を理解していただくこと

が重要だと考えます。 

      そこで、各地区の区長さんや民生委員さんは理解していると思いますが、希望者を対

象に、デマンドタクシーとか介護タクシーの乗車体験講習会を実施する考えはないでし

ょうか。 
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町 長（橋元伸一君）はい、議長。買物弱者も含め、今、少子高齢化の中で、やはりそういう福祉

関係というと本当に重要な、品堀議員から今出たようにですね、独り暮らしだったり、

それも高齢者の独り暮らし、あとは障害を持っていたり、なかなか車も乗りづらくなっ

てきたというところもありますので、そういう部分は本当に大事なところだというふう

に思います。 

      ただ、今の現現段階では、そういうことをまだ町のほうとしてはですね、行っていな

いわけですけれども、その市場とかそういうことがね、今後できるのかどうかも含めて、

ちょっとこちらのほうでですね、検討をさせていただければと思います。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。デマンドタクシーもそうですし、介護タクシーも、やっぱり乗

り方を説明できるっていうかね、いつ具合悪くなったり、障害を持ったり、旦那さんと

一緒に買物に行っていたんだけども、車が運転できなくなってっていうことがいつ起こ

るか分かんないと思うんですね。やっぱり実際に乗車体験講習会っていうものを、やっ

ぱり前向きに検討していただきたいなと私は思っているんですが、どうなんでしょうか、

町長。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども言いましたようにですね、本当に大事なことだという

ふうに思いますので、その辺、できるかどうかですね、こちらのほうでは検討していき

たいと。その際にはですね、ぜひ品堀議員も含め、議員の方々にもご協力をいただけれ

ばというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。次にですね、子育て世帯の交通費の支援、物価高騰だから電気

代が上がったりなんだりして、それで妊婦さんとか、乳幼児健診とか、産後ケアを利用

している方に、日常生活などで移動する場合の支援として、交通費の一部を福祉タクシ

ーと同じぐらいのね、補助ができないかなという考えはないでしょうかね。どうでしょ

う。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これもですね、言われてみればそうですよね。今、若い方もみ

んな車の免許を持っているので、車で歩く人がほとんどだとは思うんですが、中にはも

しかするとね、車は持ち合わせていなくて、急に何かあったりとかというところもある

と思いますので、この福祉タクシーに関しての、子育て世代とか、高齢者という部分も

ですね、これは本当に大きな今後の検討課題にはなると思いますので、検討していきた

いというふうに考えます。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。妊婦さんとか、この乳幼児とか、子供たち、まあ親ですね、お

母さん方、体調の悪いときに車を運転できなかったり、あと子供が小さくて周りに迷惑

かけるということで気にされる方とかもいると思うんですね。前向きに検討していただ

ければなと思います。 

      次に、また買物弱者の先進地行政が実施していることなんですが、官民一体となって

移動販売車の導入が多くなっているんですが、我が町、山元町もね、国の補助、まあ過

疎地域等自立活性化交付金とか、ひと・まちとか、ＩＣＴとか、そこら辺が、結構補助

とか交付金が使えるので、そういうものを使って、既存の校舎とか、あと駅前の商業施

設と協力して移動販売車の運営は考えられないでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今、町内でですね、何か所か移動販売に関してはですね、５社

ですかね、やっている業者さんがいます。ローソン、セブンイレブンを含め、ライフサ

ポートわたりとかですね、あとみやぎ生協さんとかあるので、その辺とですね、連携を
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取ってですね、できるだけの町としての、できる支援といいますかね、そういう形で連

携を取れればというふうに考えます。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。町のほうでそれぐらい移動販売が来ているっていうことを把握

しているっていうことはうれしいことなんですけど、移動販売のルート地図とか、あと

ルート案内、いついつどこに来ますよ、どこで何時から何時までお店開きますよと、そ

ういうものをつくるか、それか業者さんが持っているんであれば、それを頂いて、対象

地域の高齢者や障害者、免許返納者とか、あと特に行政をはじめ適切な支援サービスへ

のつなぎ役である区長さんとか民生委員さんに告知するべきではないのかなと思うんで

す。民間の宣伝になるとか、そういうことを言う行政もあるんですが、官民一体となっ

て、少しでも買物弱者を減らすっていう観点から告知するべきではないかと思うんです

が、町長、どうお考えでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これはですね、今言ったように、その相手も民間ということも

ありますが、これからはですね、やっぱり行政で全部が全部できるわけではないので、

民間と、先ほども言ったように連携してやらなくちゃいけないところもあると思います

ので、その告知に関してもですね、町としてどこまでできるかといいますかね、まあ告

知ぐらいは印刷して配布するぐらいですので、その辺も含めて、今後検討していきたい

というふうに思います。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。あとですね、駅前の商業施設さんは、地域貢献事業として配達

サービスを行っている地域があるんですね。町としても補助を出すなり、協力をお願い

してもいいんじゃないかなと思うんですよ。あと、移動販売とかもやっているんですが、

町として地域貢献の一環としてやってもらえませんかっていうことは頼めませんかね。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その辺に関してはですね、やはり相手方のあることですので、

ここで安易にですね、必ずできるとか、やってもらうとかっていうことは言えませんの

で、その辺、こちらでもですね、どの辺までその協力をしていただけるかのお伺いぐら

いはできますので、その辺、ちょっと今後ですね、考えていければというふうに思いま

す。 

      多分今、現状の中でやれる範囲の中でのことは、駅前のスーパーさんなりなんなりが

やっているんだとは思うんですけれども、その辺ですね、こちらのほうからちょっと相

談させていただければというふうに思います。 

 ２番（品堀栄洋君）はい、議長。買物の機会は、買物はね、外出の機会を多く占めておりますし、

買物に行けないことによる外出頻度の低下は、ひきこもり状態や生きがいの喪失を招く

可能性があります。買物が困難になることによって、食事の質が落ちることによって病

気になったり、低栄養下になったり、あと外出の頻度の低下による生きがいの喪失、長

距離移動による転倒事故リスクを増す可能性が指摘されております。 

      買物弱者を減らすことによって、少しでも町で買物ができるようになれば、免許返納

にもつながりますし、交通事故の減少にもつながりますので、町として少しでも公共交

通の早急な見直しが図られるべきだと私は考えます。高齢者や子育て世代にね、やっぱ

り優しいまちづくりを町にお願いして、最後に今まで生活環境を上げるために汗水を流

して長年頑張ってこられたお年寄りの方々の生活を守るのが、私たち世代の役目である

と思います。少しでも便利になるよう、町の今後の対応に期待しまして、私の一般質問

を終わります。 
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議 長（岩佐哲也君）以上で２番品堀栄洋君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）ここで暫時休憩とします。再開は１時２０分、１３時２０分、再開とします。

暫時休憩。 

                                             

午後０時０４分  休 憩 

                                             

午後１時２０分  再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）１番伊藤貞悦君の質問を許します。伊藤貞悦君、登壇願います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。１番伊藤貞悦です。令和５年第２回山元町議会定例会において、

大綱３件、１２項目の一般質問を行います。 

      橋元町政も１年２か月が経過し、町民の町政についての関心や期待が２年目となり、

ますます強く、そしてより一層のスピード感や将来に対する夢や希望の声が大きく聞こ

えてきております。 

      そのようなまちづくりをポイントにした観点から、今後のまちづくりや町政について、

町長、教育長、執行部の考えを質問するものであります。 

      大綱第１、小学校再編における今後の進め方について。 

      １、学校の環境整備における最重要課題をどのように考えているのか。 

      ２、学校再編を描いたまちづくりの未来のビジョンや都市計画は考えているのか。 

      ３、地域住民や保護者と町・教育委員会における現状認識や理解の内容に乖離はない

か。 

      ４、再編完了時期を意識しているのか。再編まで数年間（移行期）の子供対策（児童・

生徒への対応）をどのように考え、その計画はあるのか。 

      ５、新たな校舎等の建設を待つのではなく、準備から完了まで現在の校舎等を活用し、

順次、再編開始（現状の校舎等のまま再編をスタートし、新たな校舎等の完成を完了時

とする）ことは考えられないか。 

      ６、現在利用している校舎等は、今後も学校と地域の集会・避難施設（コミュニティ

ー）、さらには放課後児童クラブの活動場所として利活用できるように、併用しながら活

用する考えはないか。 

      大綱第２、我が町の特産品リンゴの持続可能な将来構想について。 

      １、まちづくりの観点から、果樹農家の支援に対し積極的に取り組む必要があると考

えるが、どうか。 

      ２、中山間地域を「果樹・フルーツ団地等」として、町で開発や奨励等をする考えは

ないか。 

      大綱第３、町民が望む構想や具体的な政策計画について。 

      １、町民が「わくわく」「ドキドキ」するようなイベントや、「夢」を持てる構想・計

画はないか。 

      ２、小中学生や若者との交流会や懇談会を考えられないか。 

      ３、郷土の誉れとなるスポーツや文化における活躍者や功労者に対し、新たに褒賞す
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る考えはないか。 

      ４、「やまもとＰＲ隊」等の制度を導入し、山元町のＰＲを強く推し進める必要がある

と考えるが、どうか。 

      以上、大綱３点について、町長や町当局の考えをお聞かせいただければと思います。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。伊藤貞悦議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、小学校再編における今後の進め方についての１点目、学校の環境整備にお

ける最重要課題をどのように考えているかについてですが、教育環境の充実はもとより、

学校は地域住民のコミュニティーの場であること、また実際に学校に通う子供たち及び

その保護者にとっての生活基盤であることなどを考慮すると、多くの諸課題の中でも、

とりわけ校地、つまり学校をどこにどのように設置するかが最重要の課題であると考え

ております。 

      今後、町では、学校再編の在り方を形態と手段の両面から絞り込みを進める予定であ

りますが、町民の皆様とともに、子供たちにとって最善の未来を選択できるよう、慎重

に検討を進めてまいります。 

      次に、２点目、学校再編を描いたまちづくりの未来ビジョンや都市計画についてです

が、小学校は、学校教育に限らず、学校施設が備える防災機能や地域交流の場としての

機能も有するため、地域社会と密接に結びつく役割を果たしております。 

      よって、再編事務を進めるに当たっては、児童の通学の観点から、町内の人口分布や

交通アクセスに配慮した上で、学業に適する周辺環境や災害リスクを避けた立地とする

など、町全体の都市計画との関連も重要な視点であると考えております。 

      具体の検討はこれからになりますが、地域の核となる学校が広く地域社会に貢献し、

明るい未来を展望できるよう、総合計画や都市計画との整合・調整等を図りつつ、町の

ビジョンを構築してまいりたいと考えております。 

      次に、６点目、現在利用している校舎等は、今後も学校と地域の集会・避難施設、放

課後児童クラブの活動場所と併用しながら活用する考えについてですが、町内の小学校

は、長年、町の指定避難所や地域の核となる施設として活用されてきたことを踏まえ、

小学校再編後に閉校となる予定の学校については、その機能を維持・確保していく必要

があるものと認識しております。 

      閉校となる学校の跡地活用については、再編小学校の校地・校舎の位置や、学校の形

態等の検討と並行して跡地利用計画を策定し、本計画に沿って取り組む予定であります

が、地域の皆様との意見交換の際に、地域住民のコミュニティーの場として活用しては

どうかなどといったご意見も頂戴していることから、地域の皆様の声に耳を傾け、また

議会との意見交換も行いながら検討してまいりたいと考えております。 

      次に、大綱第２、町特産リンゴの持続可能な将来構想についての１点目、果樹農家に

対する積極的な支援に取り組む考えについてですが、本町は県内有数のリンゴの産地で

あり、その味の良さと品質の高さから、県内外で高い評価を受けており、町が誇る特産

品の１つであります。 

      しかしながら、高齢化の進行や後継者不在の状況から生産者数は年々減少し、現在は

約２０件となっており、担い手確保は産地維持のための重要な課題と捉えております。 

      こうした状況下、町では、生産基盤の支援として一昨年１２月に、果樹生産者やＪＡ
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みやぎ亘理等と、亘理・山元果樹生産地協議会を設立し、国の補助事業を活用した苗木

の新植や改植、また園地整備等の取組などに着手したところであります。 

      また、町独自の振興作物産地化奨励事業においては、リンゴの生産に欠かせない防除

薬剤を補助対象にするなど、生産者のニーズを踏まえた支援も展開しているところであ

ります。 

      町といたしましては、町の特産品である大切な地域資源であるリンゴの将来を見据え、

今後は担い手確保策の具体化に向け、生産者との意見交換や他自治体の事例を参考にす

るなど、産地振興の取組を検討してまいります。 

      次に、２点目、中山間地域において、果樹・フルーツ団地等を開発や奨励する考えに

ついてですが、果樹やフルーツの団地化の取組については、樹園地が面的なまとまりを

も持つことで、作業の省力化や高い生産性が見込まれ、それにより効率的かつ安定的な

農業経営が可能となり、担い手確保や生産基盤の強化につながることから、持続性のあ

る果樹栽培を進める上で有効な施策の１つであると認識しております。 

      本町においても、この取組は産地維持のための方策の１つとして考えられますが、団

地化のためには、農地の集積やかんがい施設の整備、また幼木の植林、育苗など、相応

の初期費用が必要になります。また、植林から果実収穫まで時間を要し、その間の収入

が見込まれないなど、当初の段階では農家負担が増大してしまうことも考えられます。 

      町といたしましては、将来的な担い手問題なども含め、慎重に対応してまいりたいと

考えております。 

      次に、大綱第３、町民が望む構想や具体的な政策計画についての１点目、町民が「わ

くわく」「ドキドキ」するようなイベントや「夢」を持てる構想・計画についてですが、

「わくわく」と「ドキドキ」は、どちらも期待や喜びで胸を躍らせる様子を表す言葉で

あり、イベントの開催に当たっては、このことを念頭に最大限、町内外から来場される

方々のご期待に応えられるよう、知恵を絞ることが肝要と認識しております。 

      本町ではこれまで、町民の笑顔や地域に元気を取り戻すべく、復旧・復興期間にはふ

れあい産業祭を、コロナ禍による行動制限・自粛の状況下にあってはひまわり祭りや打

ち上げ花火イベント、地域活動団体と連携したイルミネーションイベント、コダナリエ

など、その時々の状況に応じ、工夫を凝らしながら、わくわくどきどきの提供に取り組

んできたところであります。 

      町といたしましては、今後とも町民と町外からの来場者が共に楽しめ、期待感で胸躍

るイベントの企画・実施に鋭意努めてまいります。 

      また、夢を持てる構想・計画については、本町の最上位計画である第６次山元町総合

計画が、町民の夢や希望を集約した我が町の輝ける未来への指針であり、その思いを３

つの基本理念に据えて、各種施策を展開しているところであります。 

      本計画スタートから５年目となる今年度は、アクションプランである実施計画の中間

期を迎えることから、総合計画に掲げる目標の達成状況を踏まえ、施策の在り方を検証

するとともに、新たな行政ニーズの把握に努め、基本理念に掲げる夢や希望に応えられ

るよう、実施計画の見直しを進めてまいりたいと考えております。 

      次に、２点目、小中学生や若者との交流会や懇談会についてですが、まちづくりは未

来づくりであり、その未来を担う小中学生や若者が町の未来や課題をどう考えているの

かなど、直接その思いを伺う非常に大切な場だと認識しております。また、このことは
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公聴という役割のほか、小中学生や若者に町政への興味・関心を喚起し、まちづくりを

自分事としてとらえることで郷土愛を育む貴重な機会でもあると考えております。 

      私が目指す「町民が主人公のまち山元町」の実現には、これからのまちづくりを担う

発想力豊かな子供たちや、斬新なアイデアを持つ若者の意見については、欠かすことが

できないものと考えておりますので、より効果的な手法を模索しつつ、今後、行政区単

位での実施予定の地区懇談会をはじめ様々な場面を捉えながら、町民の皆様と意見交換

ができる機会の確保に引き続き努めてまいります。 

      次に、４点目、「やまもとＰＲ隊等」の制度を導入した町のＰＲ推進についてですが、

ＰＲ隊につきましては、各自治体の魅力発信、イメージアップ、知名度向上等の様々な

役割を担い、各種のＰＲ活動を展開するものと認識しております。 

      本町における町のＰＲ策といたしましては、町民向けに広報やまもとを発行し、また

町外に居住する方々に向けては、ホームページやＳＮＳ等を活用し情報の発信に取り組

んでおります。特に、近年は、町の若手職員で編成したプロジェクトチームによるふる

さとＣＭの作成やＹｏｕＴｕｂｅ等での配信など、新たな手法を用いながら町の魅力や

情報を発信しており、併せてイベント開催時においては、町内外を問わず、町のＰＲ担

当係長であるホッキー君が積極的に参加するなど、様々な形でのＰＲ活動に努めている

ところであります。 

      また、行政としての広報以外にも、地域において町の情報を積極的に発信いただく方々

のご尽力は大きく、本町のＰＲに多大なるご貢献を賜っているものと受け止めておりま

す。こうした方々の活動は、まさにご指摘のありましたＰＲ隊活動と同様であると考え

ており、町といたしましては、町内の随所でご活躍されている方々と連携しＰＲ活動を

展開するとともに、山元ＰＲ隊の導入については今後の課題として検討してまいりたい

と考えております。 

      私からは以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）続きまして、教育長菊池卓郎君、登壇願います。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。伊藤貞悦議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、小学校再編における進め方についての３点目、地域や保護者と町、教育委

員会における現状認識や理解に乖離はないかについてですが、再編検討については、昨

年度の小学校再編に関する町長との懇談会の中でも、地域や保護者から様々な学校に対

する思いやご意見をいただいたところであります。 

      その内容から、再編に関する賛否や温度差があることは承知しておりますが、今後、

少子化が進展するであろうことなど、現状に対する認識等について大きな乖離はないと

考えております。 

      今後、具体の再編検討を進めていく上で、町民の方々からご理解をいただかなくては

ならないことなどがあるため、今後も丁寧な説明に努めてまいりたいと考えております。 

      次に、４点目、再編完了時期及び再編までの数年間の子供対策の考えと計画について

ですが、従前の想定スケジュールでは、令和１０年度もしくは１１年度に新小学校開校

を計画しておりましたが、昨年度、一旦保留となったこともあり、具体の再編完了時期

については、詳細の検討スケジュールを立て見極めてまいりたいと考えております。 

      また、再編までの数年間の子供の対策については、町全体で共通して教育活動の充実

を図るみのりプロジェクトへの取組や、教育環境の違いを踏まえた交流学習等、学校関
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係機関、保護者、地域等との連携を図りながら、より一層充実させてまいりたいと考え

ております。 

      次に、５点目、新たな校舎等の建設を待たず、準備から完了まで現状の校舎を活用し、

順次、再編を開始する考えについてですが、議員もご存じのとおり、現在の児童数を全

て受け入れる小学校がないことや、仮に何か所かに分けてスタートした場合、何度かの

引っ越しが生じ、それに応じた対応が必要となって、子供たちにも大きな負担が生じる

ことが想定されることから、現実的には難しいと考えております。 

      小学校再編については、平成３０年の再編方針から既に５年が経過していることから、

改めてできるだけ早く検討を進め、子供たちの教育環境を整えてまいりたいと考えてお

ります。 

      次に、大綱第３、町民が望む構想や具体的な政策計画についての３点目、スポーツや

文化における活躍者や功労者への新たな褒賞についてですが、現在は各種規則等に基づ

き一定の基準を満たした個人や団体に対しまして、それぞれの分野における功績に敬意

を表し表彰しております。 

      町においては、スポーツ功労として、スポーツで一定の活躍をした個人や団体を対象

とした表彰や、教育文化功労として、教育または文化の振興に貢献した個人を対象とし

た表彰をしており、教育委員会においては、社会教育に特に功績が顕著な個人を対象と

した表彰を行っております。 

      また、関係団体の褒賞ではありますが、町スポーツ協会において、スポーツ向上に寄

与した個人や団体を対象とした表彰や、町文化協会において、地域文化振興の功績のあ

った個人や団体を対象とした表彰を行っております。 

      このように、現在、一定の褒賞は行っているものと認識しておりますが、新たな褒賞

につきましては、その対象者や手法等について他自治体等の取組を参考にするなど、今

後、研究してまいりたいと考えております。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）１番伊藤貞悦君の再質問を許します。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。再質問ですが、大綱の２番目から順番に進んでまいりたいと思

います。 

      まず、大綱第２、我が町の特産品リンゴの持続可能な将来構想についてでございます。

このことについては、町の広報紙５月号、これの、非常に、私も目を通しておりますが、

よくできておりますが、このページの中に、２０ページに令和４年度第８回山元町の魅

力発見入賞作品発表という中に、標語部門、この中にですね、山元町の魅力発見賞とい

うふうなものの中に、「緑豊かな深山 北寄も苺も林檎も最高 山元町」などという標

語を書いてくれた小学生や、この標語の中にもうたわれている、やはり山元町といえば

リンゴ、イチゴ、ホッキ、それに近年はシャインマスカット等がありますが、イチゴに

ついては大分、震災後、落ち着いてはきておりますが、現状は、このリンゴは今後を考

えたときにどうなのかというふうなことを考えると、やはり町の特産品を考えたときに、

このことからは非常に危惧されております。 

      これを早くから手当てをしていかないと、なかなか厳しくなるのではないかと思って

おりますが、町長はどのようなお考えをお持ちなのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。 
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町 長（橋元伸一君）はい、議長。午前中の菊地議員の質問にもありました、各種いろいろこう、

農作物、あるんですけれども、リンゴというのはですね、私、リンゴを作っていないん

ですが、伺っておりますと、本当にリンゴほど、やっぱり作るのが大変な果物がないと

いうふうに伺っております。消毒をするのにもですね、上から消毒をするのではなくて、

下から上に向かって消毒しなきゃいけないとかね、何かそういうふうなことも聞いて、

自分にもかかるんだというようなことを聞きましたし、リンゴ、私も大好きで、多くの

方から、山元町のリンゴについては好評をいただいておりまして、これがなくなるとい

うことは本当に大変なことですので、何とかして続けなくてはいけないと、続けていた

だきたいというふうには思うんですが、結局その作る方たち、後継者不足、それは多分

そのそういうふうな苦労もあるというところなのかなと、なりわいとしてなかなか大変

なところがあるのだなと。 

      リンゴ農家の方ですと、見ていると、リンゴだけではなくて米を作ったりいろんなこ

とをして、それで生計を立てている方が多いのかなというふうに思いますので、その辺

を町でですね、どこまで支援できるのかというのは、今回、貞悦議員から提起されまし

たようにですね、本当に重要なことだと思うんですが、まだですね、その支援の仕方と

いいますか、どこまでそのリンゴを継続していただくための支援がまず町としてできる

か、そしてどこまであったら継続していただけるかというところはですね、そこまでま

だ至っていないというのが事実であります。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。イチゴや稲作については法人化等々が大分進んではおりますが、

このリンゴについては、個人経営、そしてそのリンゴについては自分のところで全て販

売できるというふうなことで、法人化等々はないわけですが、このままいくと山元町の

現状は、リンゴをやめている方が非常に増えてきております。やめた方はどうするかと

いうと、伐採して、抜根して、平地にしてしまう。新たにリンゴ栽培を心がけて、はい、

就農しようと思っても、最低でも５年ぐらいかかってしまう。 

      そのようなことを考えたときに、やはりここは町である程度の方策・施策を考えて実

施していかないと、これは途絶えてしまうんではないかと。我々委員会では、利府をは

じめですね、いろんなところを視察しておりますが、やはり相当の年数をかけて維持し

ていこうというふうなお考えを示されておりますが、我が町でもやはり、もうすぐにで

もこれをやっていかないと、後で取り返しがつかなくなってしまうというふうに考えら

れるわけですが、そのような将来についての計画は考えているかどうかについてお聞か

せください。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども言いましたが、大変やっぱり作るのが難しいというと

ころもありましてですね、またそのリンゴをどのようにして今後、継続してもらうか、

残していくか、後継者をどうやってやっていくかというのをですね、他の自治体のやっ

ぱりこれまでのですね、実例なんかも参考にさせていただいて、今後ということで先ほ

ども答えたようにですね、具体的な内容についてはまだ何も進めていないというのが実

態であります。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。リンゴの栽培農家の方は、６号線から大体上の方、特に東街道

沿い、これはアップルラインなどというふうな名称で呼ばれていたこともありますが、

どんどんどんどんそれが減ってきております。 

      先ほどの菊地議員からの、いわゆる東街道を改修すると同時に、リンゴとかフルーツ
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の団地をですね、特に南斜面で使っていないところがたくさんありますので、今であれ

ば安価というか、安い値段で耕作をしていない農地を購入することが可能だと思います。

そんなふうなところを早め早めに手だてをしてですね、やっぱりリンゴについて、南向

きで風の当たらない、水はけのよさそうなところを念頭に少し計画を立てていっていた

だきたいと考えるわけですが、そのことについて最後にもう１回だけ、そういうふうに

前向きに検討するのか否か、それも５年後とか１０年後ではなくて、すぐにでもやって

いただきたいと思うのですが、町長の正直な考えをお聞かせください。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。まずはですね、リンゴ農家の方たちからそのリンゴの魅力とい

いますか、いいところもあると思うんですが、大変なところっていうのが多分往々にし

てあると思います。そういうところもまず確認をさせていただいて、それで就農ですね、

新規就農、自分の家族じゃなくても、他人でも、もし作りたい、後継したいという人が

いれば、私が教えますよと言っていただけるような農家とかもですね、つながりってど

うやって今後つくっていったらいいか、それは本当に難しいことだと思います。 

      先ほども、午前中の中でも出ました、そのまちづくり、まちおこし協力隊の中でも、

イチゴに限らずですけれども、営農に関しては、その入っていただける方が何をしたい

かっていうところと、町でどのようにしてそれに協力できるかというところも含めてや

っていきたいと思いますので、まずはですね、その魅力なり、大変いろんなところ、大

変なところも含めて、それの洗い出しからかなというふうには感じております。 

      今すぐにですね、あした、あさってからとか、すぐにじゃあ取りかかりますというの

はちょっと難しいかなというふうには考えております。ただ、その辺は、手当ては今後

ですね、イチゴやほかの米なんかと一緒で、それも考えていかなくてはいけない課題か

なというふうには考えます。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。ありがとうございます。あわせて、私が子供の頃は、浜通りの

ほうにも梨の畑とか、それからブドウ園とかあったわけですが、もう現在は、震災後で

すね、それが途絶えております。東部のほうでまだ作付されていないというようなとこ

ろ、それから公共用地っていうか、町の土地もあるはずですので、そういうふうなとこ

ろを、そういうふうなフルーツとか果樹の団地というふうなことで計画できないか、ま

ず考えられないか、そのことについても町長のお考えはいかがでしょうか。もし具体的

な話があるんであれば、農林水産課の課長でも構いません。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。リンゴの場合ですね、やっぱりほかの作物と違って、なかなか

その団地化というのが難しいかなと。ただ、でも難しいとも言っていられませんのでね、

どういう、まあ団地化ってしなくても大体こう、もう場所、決まったところに皆さん植

えていますので、それをだから今後どのようにできるか、その団地化という表現がどう

なのかっていうこともありますけれども、その辺も含めてですね、今後検討をしていき

たいというふうには思いますが、やっぱりこう、今すぐ簡単に団地化というのはちょっ

と難しいのかなと、厳しいのかなというふうには感じております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。分かりました。このことについて、リンゴについてはぜひ早急

に検討していただきたいと思います。 

      それでは、大綱第３、町民が望む構想や具体的な政策計画についての一般質問を行い

たいと思います。このことについても、いわゆるこれからの山元町、いわゆるまちづく

りなわけですが、特に（４）のやまもとＰＲ隊ですね、河北新報の２０２３年６月５日
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の新聞に、茶室修復へ寄附増加中、クラウドファンディングだと思いますが、サンドウ

ィッチマンがラジオでですね、放送したわけです。このことによって、この茶室修復の

寄附が増加している、非常にうれしい悲鳴なわけですね。 

      というふうなことは、私どもが一生懸命努力をすることも重要ですが、このやはり我々

の山元町をＰＲする方法って非常に大事だと思うんです。こういうふうなことを含めて、

いろんな方がこれまでですね、ＰＲ隊とか協力隊とかいろんな形で提言しておりますが、

もっともっと山元町をＰＲするような、または名前を売るようなことを、町長は何かお

考えはありませんでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今回のですね、ただいま伊藤議員のほうからありました、その

茶室におけるクラウドファンディングについてのサンドウィッチマンさんのですね、ラ

ジオでの呼びかけ、確かにもうあの一言でこれまでの金額の一気に倍以上に、たった１

週間、２週間で寄附金が集まりました。そういう知名度の高い方たちのあのような声が

け、ＰＲですね、というのは本当に大事だと今回つくづく思いました。 

      それで、そのＰＲ隊ということで、多分、貞悦議員のＰＲ隊というのは、よそのよく

自治体で、何というんですかね、こう、町をＰＲする、何ていうんですかね、チームみ

たいなのがあって、その人たちがいろいろこう、いろんなところに出てきたりなんかし

て活動しているっていう部分なのかなというふうには思ったんですが、そのＰＲの仕方

はいろいろあると思うんですが、まあ一般の私がもしチームに入ってやったとしてもな

かなか、やはりああいう知名度のある方が表に出て初めてそういう効果が出てくるのか

なというのもありますので、先ほども回答しましたようにですね、町としてはホッキー

君を使ったり、あとは何らかの取材があったときにはできるだけ私も顔を出すようにし

ますし、町の宣伝になればと思って出てはいくんですが、何せやっぱりその知名度が少

ないということもありますので、今後、今回、茶室のこともありますので、そういうこ

とも含めて、できればそのような有名な方たちにですね、何かそういう大使的なことと

か、そういうことが頼めればなというふうには考えておりますが、まだその現実には至

っていないというのが事実であります。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。観光大使については後ほど別の同僚議員がきちっとした、この

場でお話をされると思いますので、いろんな形で我が山元町をＰＲしていく必要がある

んだろうなと思っております。私も、宮城県だけじゃなくていろんなところでどこです

かって聞かれて、山元町、やっぱり宮城県亘理郡の次に山元町と言わないと、はあ、ど

こですか、それでもどこですかって言われます。宮城県と福島県の境ですというふうな

単語を入れていかないと、なかなかこの知名度は、皆さんの頭の中に浮かんでこないと

いうふうなこともありますので、やはりいろんな形でこの山元町のＰＲを推し進めて、

やっぱりいかなければならないんだろうなと思います。 

      そんなふうなことから、褒めることとか何かというふうなことも大事なのかなと。そ

れで、どんなふうにして褒めていけばいいのか。（３）番の郷土の誉れとなるようなこ

となんですが、毎年１回、町では表彰式を実施しておりますが、あまりにもこれは位が

高過ぎないかって私は思います。消防団の活動をされた人とかですね、等々を１年に１

回表彰しているわけですが、見てみたら、この広報やまもとの５月号にも、結構いろん

な形で協力をしてくれている人がいっぱいいるんですね。 

      例えば１６ページに、温かいご支援に感謝、フレスコ（株式会社）から絵本とかね、
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何々工務店さんから運動用品の寄贈とかというふうなこととか、いろんな、山一小児童

クラブへおもちゃの寄贈とかって、結構載っているわけですね。 

      こういうふうなことは、例えば感謝状とかね、表彰状とかというふうなことを出して

も私はいいんじゃないかと。もらったほうはうれしいわけですよ。例えば会社であれば、

会社の入り口に張っておけば、会社のＰＲにもなる。それは町のＰＲにもなる。そうす

ると両方ウィン・ウィンですよね。 

      ですから、その１０年間勤めないとできないとか、３０年間やんないともらえないと、

それは叙勲とかですね、県民栄誉賞とかっていうふうな、もっともっと位の高いところ

であれば分かりますが、もっとですね、１歩下がって、褒賞・表彰と感謝状というふう

なことを考えてもいいんじゃないかと。それは一般の町民だけではなくて、中学生や小

学生にも出して私はいいと思います。やっぱり子供も褒めて育つっていうふうに昔から

言われています。 

      ですので、例えば山元中学校が県大会で優勝したと、これはですね、多分、町長室に

報告に来たのか、来ないのか、来たんだと思いますが、その後にどっかでチームを表彰

してやってもいいのかなと思います。そういうふうなことは教育長とか町長は考えたこ

とはございませんでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。私もですね、いろんな場面を見させていただいて、まず毎朝立

っていただいている学校の見守り隊の方たちとか、あとは震災前から多分いろいろやっ

ていたと思いますが、自分の地域、その目につくところにですね、花を植えていろいろ

環境整備をしていただいてる団体とか、いろんな方たちがおります。そういう方たちに

感謝状を出すということは、私は賛成であります。 

      今のところはですね、先ほど教育長のほうからも回答があったようにですね、一応町

の表彰規定なり、そういうものに照らし合わせた部分でのまだその表彰しかしておりま

せんので、そこの部分に関してはですね、今後検討をしてですね、私もそういうふうに

今、住民の協力をいただかないと、町、なかなかですね、町行政だけではまちづくりと

いうのは成り立たないというふうに思っています。ですから、地域住民の方たちがそう

やっていろんな形で協力をしていただいているということは、すごく町にとってもあり

がたいことですので、今後、その辺も含めてですね、新たな表彰規定をつくるか、その

辺の内容のあれですね、見極めをして、それで見直しなんかもして、その辺をですね、

町としての感謝の気持ちを伝えられるような形はいいことだというふうには考えてお

ります。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。ご質問のあった、その褒賞ということについては、先ほど答弁

でお答えしたとおり、スポーツ文化で功績・功労のあった方ということで、これはもう

基準が決まっていて、それに沿えば対象となると。先ほど議員のほうからお話があった、

支援をいただいたり、寄附・寄贈があったり、あと中学校がですね、県大会で優勝した

りっていうのは、またそこの質問にあった褒賞とはちょっと別かなというふうに思うん

ですけれども、ただ、そういう部分であっても、議員のお話のとおり、その行為なり実

績なりをですね、何かでたたえるということはあっていいことかなと。 

      中学校の野球の県大会の優勝に関しては、そこまでのことはちょっと考えませんでし

たけれども、広報で取り上げてもらうこととか、その他のことでその実績をたたえるよ

うな形で一応応えたかなというふうには思っております。以上です。 
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 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。その表彰についてはですね、そんなに難しいことではないと思

うんです。例えば町長表彰、教育長表彰、議長表彰というふうな、長の表彰で済むこと

もあるわけですから、そういうふうなこともこれから考えていっていただきたい。特に

学校あたりは、１年間無遅刻・無欠席だと精勤賞とかね、３年間だと皆勤賞とか、それ

からよく広報やまもとにもありますが、虫歯ゼロの子供とか家庭にも表彰したり、いろ

んなことをしていますよね。そういうふうなことをもっともっといろんな形で町で取り

上げてしてやれば、ああ、町はいろんなことを考えてくれているんだなというふうなこ

とになってくると思うので、ぜひそういうふうな観点から考えていただければなと思い

ます。その褒賞・表彰については、そういうふうな方向でお考えいただきたい。 

      それから、（２）の小中学生や若者との交流会や懇談会について、河北新報をはじめ、

いろんな新聞にその各市町村で今いろんな形で交流会や懇談会、意見交換会を取り上げ

られております。結局、これが若者の考えや意見を聞くというふうなことだろうと思い

ます。町政懇談会や地区懇談会は悪くはないわけですが、若者の意気っていうか、純な

声をもっと聞いていっていいんじゃないかと。学校はなかなか忙しくて大変だというふ

うな、そのできない理由を探さなないで、夏休みでもいいし、土曜日とか日曜日でもい

いわけですから、いろんな形でぜひこれはやってですね、そういうふうな気持ちを啓蒙

したり喚起をするということは、必ず町に次の代になって跳ね返ってくると思うんです

ね。そういうふうなことを考えていけないかどうか。これはすぐにでも私はできるんで

はないかと思うんですが。 

      川崎町に行って、川崎の町長が言っていました。いや、小学生、中学生と懇談会をや

ったら、我々が考えていないようなことが出てきてびっくりしましたというか、驚かさ

れましたと。やっぱりすぐに町政にも生かすことが可能なこともたくさんありましたと

いうふうな発言もされておりましたが、このようなことを、例えば議長懇談会でもいい

し、教育長懇談会でもいいし、町長懇談会でもいいと思うんですよね。だから、そうい

うふうな交流会でも何でも、そういうふうなことをやろうとするお考えがないかどうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。何ていうんですかね、子供議会とかそういう難しいことではな

くて、子供の意見を聞く場というのは大事だと私も思います。それで、今議員から出た

ようにですね、やはりその枠にとらわれない発想、考え方ですね。大人が忘れかけてい

る、自分が若い頃の思いとかそういうことを直接子供から聞くというのは、大事なこと

かなというふうに思います。 

      先ほど最初にお答えしたとおりですね、若いという表現が正しいのかどうか分かりま

せんが、小中学生、そういう人たちの発想というのも大事だと思いますので、できれば

そういう機会も設けて今後ですね、いきたいというふうに思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。同じ質問ですが、教育長はどうでございましょう。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。一昨年でしたか、町長との懇談会を企画しましたが、私のほう

では、子供たちに自分で考えて発言させるという機会をできるだけ設けていきたい、そ

れで今、子供たちがですね、やはりいろんなことを自分で決まりを見直したりというよ

うなこととか、意見を発表することが求められていて、そのことが私は非常に大事なこ

とだなと思っておりましたので、一昨年のような企画もしました。 

      それで、私の立場から言うと、子供たちがそういうふうに自分で考えたり話し合った

りする機会を設けて、設けるということについては大いに賛成です。ただ、それを町政
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に生かすとか、町長に向けてということにするかどうかということはまた別かなと。こ

こは調整をしていく必要があるかなと。 

      今年度は今年度で学校現場ではですね、スマホとかメディア等の使い方について、子

供たち自身に考えて話合いをさせて、子供たちの宣言のようなものをつくるというよう

なことを今、企画して進めようとしているところです。 

      ですから、そういう機会は今後もいろんな形で持っていきたいと思いますが、それを

進めるに当たっては、学校とあと町との調整をしながら、あまり学校にこう、負担にな

らない、私の立場から言うとですね、負担にならないような形でうまくできればいいか

なと思っております。以上です。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。私がなぜこのようなことを話をしているのかというと、ここ１

か月ぐらいの間に、河北新報の小中学生の声の欄に、山元中学校の生徒が何回も出てお

りますね。挨拶のことについてとかですね。ですから、それだけ関心を持ったりなんか

をして投稿しているんだと思います。ですから、考える力や発言力はついているのかな

というふうなことから、やはり大人や社会を批判する目を養うことも必要なことですの

で、やはりいろんな形で声を発することとか、意見を言わせることっていうのは大事な

ことだろうと思いますので、ぜひそのような企画、計画をしていって、町に生かしてい

ただければと思います。 

      それでは、大綱第１に進みます。小学校再編における今後の進め方について、１つ目、

学校の環境整備における最重要課題をどのように考えているのかというふうな問いに

対して、町長は、どこに造るか、校地である、一番は、最重要課題は、環境の中でもど

こに造るのか、校地・校舎をどうするのかというふうなことが最重要課題だというふう

に捉えておるようですが、このことについて、もっと町長は別の考えがあれば、あれば

ですね、述べてください。環境は、校地・校舎で間違いないでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。環境は校地・校舎で間違いないというのは……。（「学校の環境

整備における最重要課題」の声あり）はい。中身の環境というのはまだ、まだっていう

か、順番から言ったらですよ、環境って言っちゃうと広くなりますので、その中でもま

ずはだから、そのどこに造るか、場所。結局それが今度はまちづくりにもつながってき

ますので、いろんな形で関わりが出てきます。何もないところの山の中に造ったんでは、

今度は子供たちが、何ていうんですかね、周りの目が届かなくなったりとかもあるだろ

うし、いろいろなことが考えられると思います。 

      物事をやるときには、それぞれいろんな考えを持っている方がいると思うんですけれ

ども、私としてはやはりその学校をまずどこに、場所、それでどれだけの面積を取って

どういう形で、それで中学校との関わりとかね、そういうことも含めてやっていければ

というふうに思いますので、まずはその校地・校舎ということで、場所で、場所をどこ

にまず選定するかというところから整えていければというふうには思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。分かりました。それで、大綱第１、小学校再編における今後の

進め方についての、私は一番最初は、（２）にあります学校再編を描いたまちづくりの

未来のビジョンや都市計画、これがないと、これは進めないのではないかと思っている

わけです。やはりこれをきちっとして、したところからやっていかないと、もう町長は

このように１学区を１校にするというふうなことを明言されました。それで、次はどう

するかっていったら、やっぱり次、まちづくりの観点からそのように町長は決断をされ
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たわけですから、次に未来のビジョンとか都市計画、じゃあどこにどういうふうにして、

ここに造ってこういうふうにするんだというふうなことを描いて計画を町民に示して

いかないと、これはまとまらないと私は考えているわけですが、これについてはいかが

でしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。まちづくりを考えて１つにするというふうに私は決断したわけ

ではなくて、まずはやっぱり今の現状の子供の人数とかそういうものを含めて、できれ

ば子供たちのために、今の人数であれば、４００、全部で８０人ぐらいですかね、いま

すので、それはもう大体一学年二クラス、三クラスぐらいで、学校規模としてはちょう

どいいぐらいなのかのと、いいといいますかね、マンモス校というふうなほど大きいわ

けでもないですし、逆に今度は小さくなり過ぎていろんな行事に制限なりなんなりも出

てきますので、私としてはまず子供たちの教育環境を考えて、その１つにしたほうがい

いというふうに決めたわけです。 

      それで、あとは学校の中身に関しては今後、教育委員会のほう、専門部局のほうで、

どのような学校の在り方がいいのかとか協議をしていただいて、私より先に教育委員会

のほうでは、１校にするというふうな提案をしたわけですけれども、その時点である程

度、学校の中身の今後のっていうのはまだできていないというふうに聞いていましたけ

ども、私としてもそれと、今度はまちづくりというのはやっぱり同時並行でやらなくて

はいけないというふうに思ったことによって、今回、町としての考え方として、私の考

え方として、教育委員会は教育委員会、町としては町として、まずその方向性を決めた

ということで、議員が言うように、そのビジョンに関してはこれから考えていくという

ところで、まだその中身の具体に関しては進んでいないというのが事実であります。 

      ですから、これからある程度のその方向性を認めていただいた上で、今後ですね、ど

のような今度は形がいいのかというのも示していければというふうには思っておりま

す。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。私も説明の言葉が足らなかったんだと思いますが、苦渋の決断

をされてきて、このような形になったんだろうと思いますが、いろんな方と話をしたり

意見を聞いたりすると、やはり若い人たちは特に、１つにするのはしようがないのかな

というふうなお考えも大分聞かれます。 

      そこで問題が私はあると思うんです。これからこの学校を１つにして進んでいったと

きに、あと最低でも５年はかかる。じゃあその５年間を、今の子供たちはどうすんだ、

この話合いが全然されていない。これから先の５年、５年後の話はしても、今の子供た

ちはどうすんの。今回１つの学校にするのの理由の中に、複式学級がまずいというふう

な考えが大きくクローズアップされております。今、複式学級が現存しているわけです。

それを解消しないのか、できないのか。じゃあその方法を考えないで、これから何年も

前に進むのか。これは私は大きな問題だろうと。 

      ですから、１つにすることは１つにする、それは結論を出したのでやぶさかではない

かもしれないけれども、今の子供たちをどうするんだというふうな話合いをなぜしない

のか。そこが私は大きな問題ではないかと考えているんですが、そのことについては、

町長とか教育長は考えているのかどうか。 

議 長（岩佐哲也君）今のは（３）に入ったんですかね。（町の考え方を」の声あり）いやいや、（３）

だから区切りのところでちょっと休憩を入れますので、（３）に入ったっていうことです
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かね。はい。取りあえず今のところまで進めてください。まず最初に町長から。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。学校の中身のですね、細かいところに関しては教育委員会のほ

うでお答えさせていただきたいと思います。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。複式学級のことを今言っていただいたんですが、複式学級が、

何ていうんですかね、絶対駄目だということではない。できれば避けたいと、それは前

回の検討委員会のときからなんですけれども、ご承知かとは思いますが、１つの教室に

２つの学年が入って、１人の教員が２つの学年を時間をずらして指導するというのが複

式です。片っ方の学年に半分の時間を使い、片っ方の学年に半分の時間を使う。その間、

反対側の学年の子は自学自習するというふうな形が複式学級です。これの状態が絶対あ

ってはならないということではなく、制度として認められていることですし、そういう

体制で教育活動を行っている学校はほかにもあります。 

      ただ、検討委員会で検討した際には、実際そういう授業の様子等を見て、できればそ

れは避けたほうがいいだろうと。要するに、それで学ぶ力がつかないとかそういうこと

ではないんですが、結局、子供たちが時間的に学ぶ時間が少なくなるんですね。教員は

一度に２つの学年の授業準備をしなければいけないっていう負担、こういう状態はでき

るだけ避けたほうがいいということで、今実際そういう学校がありますけれども、それ

に対して、教育委員会としてどうしているかっていうと、支援員を配置しています。支

援員というか、教員補助の方を配置しています。 

      教員補助は、一般の方だと学校に入る場合は支援員という形で入るんですが、教員補

助というパターンに関しては免許を持っている方っていうことで、条件をつけた形で入

っていただいています。学校の先生には、その先生が前に出て授業することはできない

んですけれども、正式の教員ではありませんので。ただ、自学自習するというときに、

免許を持っている方がそばについていろいろアドバイスできるような形にしたほうが子

供にとってはよりいいだろうと、そういう体制をつくっているようなところ、最近、統

廃合が進みました丸森は複式学級、幾つもありました。４つ、５つの学校で複式学級が

ありましたが、丸森のほうでは、今申し上げたような教員補助の体制で複式学級をサポ

ートすると。私もそれを参考にさせていただいて、今、町内にある学校にはそのような

対応をしています。 

      それで、結局、複式学級ってのはもう人数の問題になりますので、今後、人数が減っ

ていって複式学級が何年間のうちに発生する可能性はあるだろうなと思っていますが、

そうなった際には、できるだけ今お話ししたようなサポート支援の体制を教育委員会と

しては考えていきたいなと思っています。以上です。 

議 長（岩佐哲也君）３番終わりでいいですか。（「いや、さらにどこまでも続きます。」の声あり） 

                                             

議 長（岩佐哲也君）じゃあここで暫時休憩とします。再開は１４時３５分、２時３５分とします。 

午後２時２２分 休 憩 

                                             

午後２時３５分 再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）１番伊藤貞悦君の再質問を許します。 
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 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。ポイントをですね、整理しながら再質問を進めていきたいと思

います。 

      小学校再編についての考えで、小学校は、町長はまちづくりだというふうな捉え方を

されて、その観点から進めていきたいというふうなお考えを示されました。私もそれは

賛成であります。それで、やはり先ほども話をしていきましたが、まちづくりの観点か

ら言ったら、ビジョンとか都市計画をきちっと示して進めていくのが、やっぱり第一義

っていうか、スタートだと思うわけです。 

      例えばどこに校地・校舎を造るのかというふうなのを１とした場合に、私は、いろん

なところでいろんなことを経験をしたり見たりしてきました。例えば名取市の例、増田

中学校、名取二中の校地・校舎の造り方、みどり台の中学校の造り方、それから岩沼市

の例では、岩沼西中、やはり周辺がもう、学校ができれば周辺は住宅地になると、そう

いうふうな構想を最初から持っている。増田中学校などはどうかというと、高校が周辺

にあって、道路から下はもうどんどんどんどん開発されている。みどり台は住宅地とい

うふうに。それから、近い例では、ずっと昔、尚英中学校って、新地辺りは高台に造っ

て、やはりここも住宅地になっている。ただ、残念なことに亘理中学校だけ山の裾野に

造ったせいか、周辺が亘理高校のグラウンドがあるだけで、あまり開発されていない。 

      というような観点からしたら、やっぱり山元町は、山元中学校を１つにして、今度は

小学校も１つにするんだとすれば、一番最初にその校地のレイアウトや、どこに造るか

というふうなところをきちっと町民に示していかないとなかなか厳しいんじゃないか。

なぜこんなことを言っているかっていうと、実は５月に小学校の運動会に招かれて私は

山下小学校に行きました。それなりの人数で運動会ができます。何で１つにしなくちゃ

駄目なんだよという声も実はあるわけですね。素直な感想だと思います。 

      ところが、やはり小さなというか、少人数の学校はやっぱり、大きな学校とやっぱり

一緒にやりたいというふうなことを考えたときに、一番最初にそういうふうなことを、

きちっとしたビジョンを出さなくちゃならないんだと。それから、今いる子供たちをこ

れから新しくなるまでどうするんだというふうな計画を示さなければ、私は責任上、そ

ういうふうなことを示しながらやっていくのが、責任ある立場の人間だと思って、今発

言をしているわけなんです。 

      ですので、今後、いろんなスケジュールを考えたりなんかして、多分５年はかかると

思うんですが、５年間のそのような計画はきちっとできているのかどうか。これからな

わけですね。そのこれからの計画の中で、それらの町長は一番何をポイントにして計画

を進めていくのか。校地の選定ですか。校地の選定。それはゼロベースですね、今のと

ころ。 

      そうすると、では質問を変えます。校地の選定はいつまでにやりたいと考えています。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これまでですね、その学校をまずは１つにする、しないの部分

のまず問題がありました。教育委員会としては、１つにしたほうがいいんではないかと

いう答申に対しての回答は出していましたが、町としてこうだということは、これまで

ずっと回答を避けていたといいますか、やっていませんでしたよね。まあそういうのが

あって、昨年就任してまず１年間、業務をちょっとストップしていただいて、私なりに

いろいろと１年間考えさせていただきました。 

      ですから、この間にもう１つにするという方向での学校の整備ということは一切考え
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ておりませんでした。まずどうするかというところからスタートしましたので、それで

業務をストップしていたこともありまして、教育委員会のほうでも、ですから全然何も

しておりません。ので、ゼロからのスタートと。 

      ここから今後はですね、私といたしましても、小学校は１つのほうが子供たちのため

にはいいだろうということで結論を出しましたので、あとは、これからはできるだけ早

い、早い段階といいますか、スピーディーにですね、議員がおっしゃるようにですね、

場所なり、学校の在り方だったり、規模だったり、そういうことをですね、今後進めて

いくようになるということで、それもですね、場所をいつまでと言われますが、それも

今から考えますので、それって一番本当に大きいことだと思いますので、場所が決まっ

て形が決まれば、あとその後はもうばーんと進むと思うんですね。そこまではある程度

ちゃんときちっと時間をかけて考えるべきだと思っていますので、ただだらだら延ばす

気はありません。ただ急いでいるからっていって、簡単にすぐにいつまでっていうこと

ではなくて、そこは慎重にちゃんと考えて、まずある一定の基本方針が決まったら、あ

とは議会のほうにもちゃんとお諮りいたしますし、報告もいたしますし、そういう形で

ある程度、スタートラインに立ったら、あとは早急に進めればというふうには考えてお

ります。ですから、今の段階ではまだ全然、その場所もですね、そういうことはできて

いないというのが事実であります。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。その場所の選定や、この小学校の再編についての管轄部署は、

町長はどこを考えています。新たな部署を考えるのか、教育委員会、教育総務課を考え

ているのか、そのことについていかがですか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。まあ学校ですので、中心になるのは教育総務課が中心に、教育

委員会のほうがなるとは思いますが、場所とかいろいろ、何というんですかね、その中

身だけではなくて、そのいろんな環境の部分でお金とかもかかりますので、そういう予

算的なほうもありますので、そこには執行部としても一緒に連携をしてやっていきたい

というふうに思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。例えばプロジェクトチームをつくるとか、コーディネーターを

入れるとか、そういうふうな考えはなく、町独自でっていうか、そういうふうなことで

今後進めていく考えですか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。専門家のですね、やはり意見というのが大事だと思いますので、

その辺も含めて、どういうふうにするのが一番よくて、一番こう、うまくスムーズに進

めるかというのも考えましてやっていきたいというふうには思います。ですから、必ず

しも、教育委員会と町だけというふうには限らないと思います。そういう有識者なり、

そういう方を、その委員会なりなんなりをつくってですね、そういう中に入っていただ

くことも考えられるということはありますね。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。候補地の選定から一本化するのに、町長は何年ぐらいかかると

思います。スムーズにいきますか。候補地の選定をして、そこにまとめて、校地はここ

だよって決めるまでどのぐらい時間を要すると思いますか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども言いましたが、今ここでどれぐらいと言われましても

ですね、ただ、できるだけ、早くっていう表現がね、適当なのかどうか分かりませんが、

先ほども言いましたように、私としては、子供たちの勉強する環境づくりは早いほうが

いいと思いますので、できるだけ早い段階で場所なりなんなりを決めて、ただ先ほども



- 40 - 

言いましたように、その早いと言ってもですね、むやみやたらにただ突っ走るんではな

くて、そこまではきちっと時間をかけて、皆さんと協議をして、それで一番いい場所、

方法、在り方を考えてスタートラインに立ちたいとは思っています。スタートラインに

立ったら、そこからは急いで進めるところは進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。教育長は、大体この計画で用地選定から、校地の場所を選定す

るのにどのぐらい時間かかると思います。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。先ほどの答弁の中で、以前のスケジュール、想定スケジュール

では令和１０年、１１年頃に新しい小学校開校というふうに考えていたとお話をしまし

た。そのことを以前、全員協議会でスケジュールを示したことがありましたが、そのと

き考えていたのは、令和４年、５年が、の２年間で大体今後のことの検討、６、７、８

で、校舎を改築するなり、新築するなりっていうこともあれば３年ぐらいで、３年です

っかり終わるわけではないと思うんですが、その後２年間、各学校の閉校と新しい学校

の開校の準備、今、山元中学校、令和３年に開校しましたが、その前２年間、再編準備

の委員会を設けまして、校歌だの、制服だのなんだのということでいろんな準備を２年

がかりでやりました。小学校４つをもし閉校ということで進めるとすれば、前の経験も

あるので、その辺で２年はかかるかなと。 

      ただ、先ほど言いました校舎の増改築だの、建築だの、３年というふうにしましたが、

その再編の準備をしている２年間も、校舎は別途造るとなれば、それは進められると思

うので、５年ぐらいの見通しで新しい学校校舎というのが使えるようになるかなという

ふうなスケジュールでおりました。大体見通しとしては、そんな感じかなと思います。 

      それで、今、その再編準備が一旦ストップして１年間、本当にこちらも何も検討は進

めませんでしたので、ここから検討をさらに具体的なものを詰めていったときに、今年

度は５年度ですから、今年度、来年度ぐらいで、今後どのような学校をどこにというこ

とが固まれば、やはり令和１１年度とか、遅くとも１２年度ぐらいには新しい学校が、

小学校が開校することになるかなと。これは個人的に考えていたところですけれども、

そんなふうに思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。再編完了はともかく、大体令和１１年度、今４年ですから、あ

と６年ぐらいですか、ぐらいにはというふうなことですが、その間、その間ですね、予

想されるのは、その少人数学級は先ほども話、ありましたが、何とかいろんな形で対応

していくというふうなことがありましたが、１つの学校にするのに、新たに考えても何

年間かかかるわけですね。今の山元中学校を見てみますと、やっと３年生までそろって、

今までは私も校歌、まだ何回も聴いていません。そういうふうな環境の下に、子供たち

は新しい学校で学ぶような形になるわけですね。 

      ですから、順次、段階を追ってきちっとやっていけないかどうか、そのことを私は考

えてもいいんじゃないかと思っているわけです。それが（４）（５）（６）なわけです。

例えば低学年の１・２年生はスクールバスに乗せて通わせるのは大変だから、そのまま

２つの学校で分散して授業をして、あと一番大きいのは、山小が大きいわけですから、

あとの４・５・６であれば山小に通わせて運営するっていうふうなことだって、できな

いわけではないわけですね。で、その間に別のところに新しい校舎を造っておけばいい

わけです。今の山下小学校というのは、第二小学校が震災のときにいたわけですから、
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そのぐらいのキャパシティーはあるはずなんですよ。 

      だから、そういうふうなことが考えられないかどうなのかというふうなことを私は投

げかけておったわけですが、引っ越しを何回もしなくちゃならないとかなんとかってい

うふうな理由で駄目、難しいよというふうなことでしたが、生徒にとっては、共通理解

共通行動、共通体験をさせるっていうことは、非常に教育効果が大きいと思うわけです。

少人数、子供の数が少ないから一緒にするわけですから、でしたらいろんな方策を講じ

て同じ教育をしてやったほうがいいわけです。 

      例えば６０人いたら３クラスに分散して、今からは少人学級……。 

議 長（岩佐哲也君）伊藤議員に申し上げます。一問一答ですから、的確に１問ずつ的を絞りなが

ら質問するようにしてください。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、分かりました。それでは、新しい学校の校舎ができるまで、そういう

ふうな分散した形で学校運営を考えられないかどうかについてはどうでしょうか。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。これについては非常に難しいだろうと思います。先ほど申し上

げたように、仮にその段階的にですね、ここから何年間かはまずここに一旦入って、そ

の後、校舎がすっかり出来上がったらまたそこに行ってっというのは、やはりこれは負

担としては子供にとっては大きいと思います。そして、それを教員側、学校側がそうい

う体制をつくっていくっていうことも非常に難しいことかなと思います。 

      で、先ほど想定のスケジュール、前回考えたことをさらに今考えたときにというお話

をしましたが、開校を控える２年ぐらいは開校の準備、閉校の準備と開校の準備という

ことで時間を使うようになると思うんですけれども、それがあって、ですからそこまで

のことを考えれば、早ければ３年か４年ぐらいの間を過ごして、あとは開校に向けての

準備、最終的な準備ということになりますので、そのスケジュールの中で一旦はこっち

に行って、その次こっちに行ってというふうなことは、やはりいろんな面で負担は大き

いのではないかなと思います。 

      それよりは、将来的なことを明確に示して、それに向けて準備を進める、それで学校

でやることっていうのは、小学校４つを１つにするわけですから、いつもいつもできる

わけではないと思うんですけども、学校間の交流とかですね、行事を一緒にやるとか、

そういう機会をできるだけこう、うまく設定して、子供同士の開校に向けた事前のです

ね、交流っていうのを進められればいいかなと。中学校の場合は部活を中心にすること

を事前にやっていきましたので、そういうことは段階的にやっていくべきだろうなと思

います。以上です。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。確かに難しいことは難しいだろうと思いますが、それをやって

いかないと、新しい校舎を造って完成したら移るというふうな、というふうな考え方な

わけですね。そうしたら、あと６年間は今のままで進んでいくというふうなことで間違

いないですか。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。話がすみません、ちょっとそもそもに戻るかもしれないんです

けども、新しい校舎を新築という形で建てて、そこに子供たちが行って学校が開校する

ということも考えられますし、既存の校舎を増改築して、それを活用して新しい学校と

するということも考えられると思うんです。 

      ですから、私は、これはあと町長部局とも今後詰めていかなければいけない、これは

共通に認識していると思う、共通理解していると思うんですが、やはりどこにどのよう
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な形で新しい学校、校地・校舎を設けるかっていうことの具体がですね、新築なのか増

改築なのか、そしてさらに言えば学校の形としてですね、小学校１つ、中学校はもう既

に１つなんですが、中学校１つに小学校１つ、山元にはそれぞれ１つずつありますよっ

ていう形で学校運営、教育活動をやっていくのか、小と中を接続してですね、一貫校に

するとか、義務教育学校にするということも考えられなくはないと私は思っているんで

す。 

      ですから、そこも喫緊のですね、検討の課題になるだろうと。その施設をどうするか

っていうことと学校の形をどうするかっていうことを今後、やっぱり具体に検討してい

って、それでどこにどういう形で建てますよっていうふうに最終的にこう、示せるよう

にするっていうことが、今後の検討かなというふうに考えています。以上です。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。というふうなことをお聞きすると、小中一貫校も考えられない

わけではないというふうな意見を聞くとですね、いろんな意見がまた出てきて、また元

に蒸し返されるんではないか。せっかく町長が苦渋の決断をして１校にすると、決断を、

結論を示したわけですけどもね。小中一貫校だと、小中一貫校というのは小学校と中学

校が１つですから、それ以外考えられないわけですね。ところが、その中の意見にも、

例えば分校化しろとかっていうふうな意見もあるわけですから、そういうふうなことす

ら決まっていない段階で、このように議論をしていても始まらないと私は今、改めて認

識をしたわけですが、そういうふうな認識でいいんですか。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。町長が最終的に小学校をですね、１つにするっていうふうに首

長として決断したっていうことは、町に中学校が１つ、小学校が１つという形だと思う

んですね。その１つの町、１つの町でなくてもあり得ることなんですが、小学校と中学

校が、場所が離れていても一貫した教育を行うということは制度として認められていま

すし、教育の中身としては十分あり得ることで、義務教育学校にしても、校舎は必ずし

もくっついていなきゃいけないっていうことはないわけですね。 

      ですから、そういうことも含めて、今後小学校が１つになるっていうことは、中学校

１つ、小学校１つの状態になるので、小中合わせた形での学校の在り方っていうことも

検討になるだろうなというふうに考えております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。私はなるほどと理解しましたが、教育委員会、それから保護者、

地区民との意識の乖離はないのかというふうな質問には、回答は、温度差はあっても、

それはないというふうなお答えをされましたが、今の回答を町民はどのように理解すれ

ばいいのか。これはね、なかなか難しいのではないかなと私は思います。町民の、また

は保護者の方が、本当にこのことを理解して、分かりましたというふうに返事をしてく

れる人が何人いるのか、町長はどういうふうに今感じました。教育長の回答を踏まえて。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。私もですね、まず町側として、私として、この１年間いろいろ、

その悩んだ末にですね、１つにしたほうがいいんではないかというふうな判断をしたわ

けですけれども、その中においては、その教育に関する専門部局である教育委員会の、

これまでの調査なりなんなりも全部、報告書も見せていただきましたし、話も聞きまし

た。あと、よそに行ってもちょっと話を聞かせていただきました。 

      ですから、個人的には私もですね、先ほどから伊藤議員はですね、その準備というの

が大事だと、その準備が大事なのは分かるんですが、子供たちをばらばらにしてという

のを私の発想の中にはありませんでした。やはり、もし１つにするとしても、今のまま
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の状態をちゃんとそれぞれの学校で続けていただいて、それで、その中で準備をして、

それで１回で１つになってもらう。それをその３年も４年も前からその１つに向けて、

子供たちがそっち行ったりこっち行ったりね、そういう形のことは私はちょっと考えて

はいなかったので、いろんなことを考えたときに、大人の思惑ではなくて、やはり一番

は子供たちに負担のかからない形をどうやって取っていくかっていうのを、教育委員会

のほうには考えていただきたいというふうに私も思っていますし、教育委員会も多分そ

れを一番に考えて方向性を決めていると思いますので、私としても、先ほど教育長が言

った形での進め方が一番いいというふうには感じております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。言葉上は理解するんですが、基本的にはですね、町長が今、大

人のね、思惑というふうなことをおっしゃいましたが、今回のこの１校への再編は大人

の思惑ですよね。基本的には。数の、いわゆる予算的なことから、いわゆる子供の数か

ら何から、学区制の再建だって何でも、それは行政上とか何かの大人の考え方で、子供

の考えなんか、どこにも入っていないわけですよ。子供の側からしたら、この学校、新

しい学校ができるまで私たちはどうなるの、そのことを考えてやっているのかっていう

ふうなのが、私のそもそもの今回の一般質問の発想なんです。 

      ですから、１つの学校にするんだと、少人数学級は好ましくないよ、そういうふうな

意見も確かにありました。じゃあそれを解消してやることって、どうやって解消してや

るのというふうなことも、大人の責任として考えなくちゃならないのではないかと。 

      確かに今町長が言ったようにね、何回も何回も行ったり来たりさせるのは大変かもし

れませんが、昔は分校というのがあって、分校に低学年は行って、ある程度の高学年に

なったら本校に通うと。それでも、そういうふうな生活をしてきた年代もあったわけで

す。だから、ちっちゃい子供はわざわざその遠くまで通わせることを考えないで、今あ

る学校を活用して、ある程度高学年になったら１つするっていうふうな考えもいいんじ

ゃないかというふうなことで私は今提案をしているわけです。 

      それで、校舎、新しい校舎ができたらスクールバスを利用、活用して、全部同じバス

に、動かせばいいんじゃないか。だから、子供からとったら、子供からしてみたら、４

年間は山下第一小学校で、その次の年からは例えば山元小学校というふうな、２つの学

校に在籍するような形にだって考えられるわけですよね。名前が変わるだけ。 

      ですから、そういうふうなことも考えられないのか、考えてはいないのか、そのこと

については教育長、どうなんですか。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。子供たちが１つになるっていうことに向けてできるだけですね、

ソフトランディングできるように、先ほど申し上げましたように、事前に交流の活動を

するとか、一緒に授業を受けるとかっていうことをしながら、新しい学校で１つになっ

た生活ができるようにすべきだろうというふうに思います。 

      で、統廃合、山元町の場合は再編ということで、基本的には４つの学校を全て一旦閉

校して新しい学校にすると。どこか１か所に吸収するということではなく、再編という

ことで進めるべきというふうに考えておりますけれども、そこに向けてやはり方針が、

町としての方向性が固まりましたので、このことを含めて今後のスケジュールでどのよ

うに進むか、進める予定かとか、何を検討していくかということを、町民の方々にも折

を見てお示ししながら、またその途中の過程、その検討の進め方もですね、前の全協か

議会でお話ししたように、町の予算、例えば先ほど校舎のことを言いましたが、校舎を
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新しく建てるか、増改築するかで費用も大分違ってくると思います。町の財政がどこま

で耐えられるかっていうのも非常に大きな問題だと思います。 

      だから、その辺のところをある程度事前に検討しつつ、そして先ほど申し上げたよう

に、場合によってはその小中一貫校とか義務教育学校ということもあり得ると。学校と

してどういうふうに、これから山元の学校をですね、子供たちをどういうふうに育てる

かっていうことで、どういう学校にするか、それが先ほど申し上げたような違いにも表

れてくるかなと思うんですが、その辺を検討していく必要があるかなと思っています。

以上です。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。このことの議論については、今後とも継続して進めていきたい

と思います。それで、現在使用している各小学校の校舎は今後ですね、どういうふうな

形で利活用を考えているのか。例えば一括された、再編された学校で放課後児童クラブ

などはそのままやるのか、それとも現在の校舎を利用して長期の休暇っていうか、夏休

みとかなんかは活用するのか、そういうふうなことも含めて、校舎・校地の利活用につ

いての計画はあるのかどうか、お聞かせいただきたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その放課後児童クラブやなんかはですね、やはりその近いとこ

ろがいいのか、それとも今度１つにするわけですけれども、子供たちがせっかく一緒に

なって友達になったときに、みんなと一緒に同じ場所で放課後も過ごしたいという形に

なるのか、その辺も含めて、これもですね、今後のちゃんと検討課題の中にということ

で今、こちらではまだそれをどうするかというところまではいっていないというところ

になります。 

      先ほどやっぱり子供たちの気持ちというのもありましたので、ものを判断するときに

やはり大人がある程度方向性を決めてあげなくちゃいけない部分もあるでしょうし、あ

とある程度子供の気持ちを理解して考えてあげなくちゃいけないところもあると思い

ますので、その放課後児童クラブに関しては今後ですね、その校舎の、廃校になったと

ころを使うのか、それともその１か所でみんな一緒に放課後も過ごすようにするのか、

その辺も含めて、何が一番いいのかというのを検討していきたいというふうに思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。このことについては旧坂元中学校のような例もありますので、

やはり、今回の再編成と同様にですね、並行しながら跡地の利活用もきちっとしていっ

て、マイナスにならないように考えていただきたいと思うんですが、その件については

いかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これもですね、学校の利活用に関しましては、１校にするとい

うふうに一応私も判断しましたので、今後の進め方で並行して、これもですね、各学校

も全てやっぱりその地区の今までシンボルだったもんですから、そういうことも地域の

ことにも関わってくることですので、並行して、先ほど回答をいたしましたようにです

ね、お答えしましたようにですね、利活用計画もですね、並行して進めていきたいとい

うふうには考えております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。いろんな形で町の大きな課題、方向性っていうのはこれから本

当に重要なんだろうなと思います。橋元町政１年２か月ですね、これからやっぱりいろ

んな形で今後この山元町をどうするのか、山元町の魅力は何なのか、そういうふうな想

像から今後の将来性というふうなことを考えながら、ぜひですね、進めていっていただ

きたいと思いますし、何よりも人が住みやすくですね、今後この町をどうするのか、執
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行部、我々議会のほうにもそれは求められていると思いますが、リーダーシップを発揮

されてスピーディーに解決し、どんどんどんどん町民のほうにその考え方とかなんかも

公開しながら進めていっていただきたいなと考えております。 

      以上で私の一般質問を終わります。 

議 長（岩佐哲也君）以上で１番伊藤貞悦君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）ここで暫時休憩とします。再開は３時２０分、３時２０分、再開です。 

                                             

午後３時０９分  休 憩 

                                             

午後３時２０分  再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）７番竹内和彦君の質問を許します。竹内和彦君、登壇願います。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。７番竹内和彦です。令和５年第２回山元町議会定例会におきま

して、一般質問いたします。 

      質問は大綱３件、細目８件でございます。 

      大綱１件目、職員のメンタルヘルス不調についてということで細目３件。 

      まず、細目の１点目は、職員のメンタルヘルス不調による長期病休者が増えている。

パワハラやモラハラの要因による実態把握と対策について、町長の所見を伺うものであ

ります。 

      細目２点目、復興が終わっても一向に減らない業務量により現場が疲弊していると考

えるが、どうか。 

      細目３点目でありますが、行政改革により、これまで長く職員を削減してきましたが、

職員削減の恒常化が当然であるとの考え方を見直す時期に来ていると考えるが、どうか。 

      大綱２件目、ハラスメント対策について。 

      細目１点目が、ハラスメント相談苦情窓口へ寄せられていた事案を基に、ハラスメン

ト相談苦情処理委員会が開催された実態はあるのかどうか。 

      細目２点目でありますが、職員以外の者からのハラスメント相談・苦情についての窓

口は設置されているかどうか。 

      そして、大綱３件目、新型コロナ感染症対策についてということで、新型コロナウイ

ルス感染症は、５月８日より感染症法上の位置づけが２類から５類に移行しました。こ

れからは行政が一律に感染対策を求めるのではなく、個人や事業所の判断に委ねられる

ことになりました。個人の自主的な取組を基本とした考え方に大きく方針が変わること

になりました。 

      細目１点目でありますが、我が町の感染対策について、現在の取組と今後の取組につ

いて町長の所見を伺います。 

      細目２点目、５類移行により、コロナ感染症の流行監視の方法が、感染者数の全数把

握から医療機関の定点把握に切り替わった。さらには、感染者数の発表も、これまで毎

日だったものが週１回になった。これで再流行に対応できるのかどうか、町長の所見を

伺います。 
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      細目３点目、ワクチン接種による副反応に苦しむ多くの住民の現状把握と対策につい

て、町長の見解を伺うものであります。 

      以上、回答のほう、よろしくお願いします。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。竹内和彦議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、職員のメンタルヘルス不調についての１点目、パワハラやモラハラの要因

によるメンタル不調者の実態把握と対策についてですが、昨年の４月から５月にかけて、

職場環境の実態把握と事実確認の一環として、町職員や任期付職員、再任用職員等を対

象としたアンケート調査を実施いたしました。 

      この中で、仕事上でのストレスをはじめ、ハラスメントの有無等も調査したところ、

一定のハラスメントがあったものと認識しております。無記名回答としているため、こ

れらハラスメントが理由で長期病休者となっているかまでは特定には至りませんでした

が、課長会議においてアンケート結果を周知するなど、ハラスメントの防止・排除に努

めているところであります。 

      また、その対策としては、山元町職員のハラスメント防止等に関する要綱の整備に加

え、昨年度から庁舎内に職場環境等に関する意見箱を設け、その意見を参考に職場内環

境改善につなげるよう努めているところであります。 

      次に、２点目、減らない業務量に現場が疲弊していると考えるが、どうかについてで

すが、今年３月の新聞で、県内の自治体に勤める職員のメンタルが不調となった話題の

記事が掲載されており、その中で、自治体でメンタルヘルス不調の病休職員が増えてい

る要因の１つとして、減らない業務量が挙げられておりました。 

      昨年の第４回議会定例会の一般質問で、伊藤貞悦議員にお答えいたしましたとおり、

私の印象としましては、ここ数年の職員数の減少は、震災復興関連事業を含めた業務量

の減少よりも大きいものと感じており、依然として職員にかかる負担が大きい状態が続

いていることは事実と受け止めております。 

      このことから、計画的な職員の採用や職員の負担軽減も視野に入れ、優先順位を踏ま

えた事業の重点化・選別化、業務量の調整等を図ってまいりたいと考えております。 

      次に、３点目、職員削減の恒常化が当然であるとの考え方を見直す時期ではないかに

ついてですが、派遣職員を除く職員数につきましては、今年度は１８４名であり、震災

前の平成２２年度の１７２名と比較すると１２名の職員が増えているため、一概に職員

削減が恒常化していると言い切れるものではありません。 

      しかしながら、震災後の新たな業務や課題等に対応している現状を踏まえると、依然

として職員にかかる負担が大きい状態に変わりはないとも認識しているところから、新

規職員等の計画的な採用を実施し、引き続き業務量と職員数とのバランスを図ってまい

ります。 

      次に、大綱第２、ハラスメント対策についての１点目、ハラスメント相談苦情窓口へ

寄せられていた事案を基に、相談苦情処理委員会が開催された実態はあるかについてで

すが、昨年４月１日に施行してから開催されたことはありません。 

      次に２点目、職員以外の者からのハラスメント相談苦情についての窓口は設置されて

いるのかについてですが、山元町職員のハラスメント防止等に関する要綱の規定に基づ

く相談苦情窓口はあるものの、この要綱は、職員間の問題に適用するものとしているた
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め、職員以外からのハラスメント相談苦情窓口は設置しておりません。 

      なお、職員が職員以外の者からハラスメントに類似したことを受けた場合等につきま

しては、必要に応じ、警察をはじめとした、しかるべき機関に相談等を行うことになる

と考えております。 

      次に、大綱第３、新型コロナウイルス感染症対策についての１点目、感染対策の現在

の取組と今後の取組について、及び２点目、コロナ感染症の再流行への対応についてで

すが、関連がありますので一括してご回答いたします。 

      先月８日より、新型コロナウイルス感染症の法律上の位置づけが季節性インフルエン

ザと同様の５類感染症となりましたが、国の方針により、来年３月末まで特例臨時接種

が延長され、本町では、先月２９日から、初回接種が完了した高齢者と基礎疾患を有す

る方を対象に春開始接種を開始し、また９月からは、５歳以上の方全員を対象とする秋

開始接種を予定しております。 

      今後、一定の感染拡大が生じることが懸念されるため、町民の皆様には、場面に応じ

たマスクの着用や換気、３密回避など、基本的な感染対策について引き続き注意喚起を

行うとともに、公共施設においては、個人の判断で利用できるよう、検温計や手指消毒

の設置を継続しております。 

      なお、感染者数の把握方法が、全数把握から定点把握に切り替わりましたが、引き続

き国の動向を注視しながら、これまでの取組や経験を生かした対応に努めてまいります。 

      次に、３点目、ワクチン接種による副反応の現状把握と対策についてですが、令和３

年５月に新型コロナワクチン接種を開始して以来、役場窓口に加え、ワクチン接種専用

のコールセンターにおいても、予約対応のほか多くの問合せをいただき、ワクチン接種

後の副反応の相談についてもきめ細やかな対応を行ってまいりました。 

      なお、副反応に関する相談件数については、今年４月末まで５１件あり、幸い、後遺

症を残すような事例は確認されておりませんが、予防接種による健康被害を適正かつ円

滑に処理するため、予防接種健康被害調査委員会を設置し、健康被害が生じた場合の対

応に備えております。 

      本年度開始しているワクチン接種は希望者への接種が前提ではありますが、引き続き

副反応への相談と把握に努め、万が一健康被害が生じた場合は迅速に対応してまいりた

いと考えております。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）７番竹内和彦君の再質問を許します。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。それでは、再質問をさせていただきます。 

      先般、３月１５日の河北新報報道によりますと、県内３５市町村におけるメンタルヘ

ルス、心の健康、この不調により１か月以上職場を離れる長期病気休暇取得者が増えて

いると、その記事が掲載されました。 

      この記事によりますと、２０２１年、２１年度県内では、長期病休者の６割がメンタ

ルヘルス不調による病休者ということであります。特に、我が町、山元町は、長期の病

休者が１５人、メンタル不調による病休者が職員に占める割合は４．６パーセント、県

内３５市町村の中でも最も高い割合になっております。この事実について町長はどう受

け止めていられるのか、お尋ねいたします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。この数字に関してはですね、数字といいますか、１人でもそう
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いう方がいるということに関しては重く受け止めている次第であります。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。我が町は、このメンタルヘルス不調による病休者が非常に多い

という事実があります。県内では最悪の状況にあるということでありますが、これにつ

いてはどう対策を講じていくのか、その辺のことを伺います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。結局、その病休で休んでいる方がですね、何が理由でそのよう

になったかという部分というのがはっきり分かりませんので休んでいたりしますし、そ

の病気をしている方に直接ですね、そのようなことを聞くわけにもいきませんし、こち

らとしては、多分こうだろうというところからいろいろと中身を調査しまして、これま

でのですね、震災の業務量の多さとか、そういういろんな、あとそれぞれの能力の差も

ありますし、そういう部分もありますので、担当課のほうでですね、それぞれの業務、

今、仕事をしている中での健康管理についてもですね、各課ごとにきちっとお互いに注

意をして、相手方をよく見て対応をするようにというふうな形で今は進めているところ

であります。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。これについては様々な理由はあるんだろうというふうに思いま

す。まず考えられる、一番多い理由というのは、多くの業務量を抱えている。そして、

現場は非常にこのオーバーワークといいますかね、職員は疲れ切っているのではないの

かなと想像するわけでありますが、人間ですから、疲れていれば当然ミスも起きるわけ

であります。 

      先日も、この不適切な事務処理があったと全員協議会で報告と説明がありました。こ

のような事務ミスはこれまでも何度も繰り返されているわけであります。そして、毎回

この再発防止も示されるわけでありますが、また繰り返してしまうと。根本的な解決策

にはなっていないのではないかと。この辺について町長はどう思われますか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。確かに不適切な事務処理といいますかですね、そういうことが

ここのところ数件続きました。そのことに関しては、今議員がおっしゃるとおりですね、

私も大変管理者として重く受け止めておりますが、今の段階で、先ほども言いました、

今はですね、月に２回、課長会議があります。月１回の朝礼もあります。その場でです

ね、本当に幾度となく、担当課長のほうにはですね、確認作業、複数での確認、複数と

いいますか、まず課の中で情報というか、そういうふうな事案を全て共有をするように

して、それできちっと対応をするようにと、そういうふうな間違い、ミスがないように、

万が一、多少のミスがあってもですね、それをちゃんと早い段階で見つければ迷惑をか

けずにですね、対応・処理できるわけですから、そういうふうな形でとにかくみんなで

カバーし合ってやっていただきたいということは、口を酸っぱくして言っているところ

であります。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。今どこの市町村でも、我が町でも同じでありますが、ぎりぎり

の人数で業務をしていると。職員にこの病休者が出れば、その仕事をカバーする人に負

担が増すことになるわけであります。誰かがこの無理をすることで、辛うじて業務が回

っていると。こういうことが現場の実態なのかなというふうに思います。これがね、い

つまで続くのか。改善されなければ、延々と続くのか。どうなんだろう、この辺はね。

この辺、どう対処していくのか、お尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。対処については先ほども同じことを聞かれたので、そのままな

んですが、それをカバーする方がいて、そこに負担が行くということではなくて、やは
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り管理職というのはそういうところをきちっと対応するのが管理職の仕事ですから、で

すからそこのところを徹底してきちっとやっていただきたいというふうに、人間ですか

ら間違い、ミス、あります。ただ、やっぱりそのミス、間違いはやらないほうがいいわ

けですから、ただ先ほども言いましたように、万が一起きても、事が起きても、早急に

それが発見できれば迷惑をかけずに済むわけですから、そのようなチェック体制をきち

っとやっていただきたいということで、今進めているところであります。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。さらにはですね、この現場が疲弊しているという理由の中には

ですね、この地方公務員の業務がもう非常に複雑化しているということもあるだろうと

思います。そして、またこの高度化しているということもあるね。さらには、この価値

観の多様化ということからね、住民の多様な要望が寄せられているということもあるん

だろうというふうに思います。それによって職員のこの負担が増し、ストレスにより、

もうメンタル不調につながっているということじゃないかなというようにも思います。

このように、様々な要因により現場が疲弊しているということはうかがえるわけであり

ます。 

      職員の負担が長く続くと、さらにこのストレスが増大し、またこのメンタル不調につ

ながるという悪循環であります。よって業務量と職員数のバランスを図り、さらには職

員採用も含めた対策をちゅうちょなく実施して、職員の負担軽減を早急に図るべきと思

いますが、町長の考えはどうでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今すぐにですね、職員をうんと増やすとか、うんと減らすとか、

そういうことではなくて、今、震災から１２年が過ぎまして、見た目には復興事業もほ

ぼ終息を迎えて、意外に仕事量が減ったのかのように見えますが、大きな目に見える仕

事は確かに完了していますが、中の細部にわたっての細かい仕事というのはまだまだ少

し残っている部分があります。ですから、ここですぐに職員の数を一気に減らすとか、

そういうことは考えてはおりません。 

      で、各自治体からの支援なりなんなり、県からの支援も含めてですが、これまではあ

る一定の特殊な作業、その支援員でしかできないような部分に関しての支援という形で

県のほうからの派遣をいただいていまして、そういう部分、あとは自分たちでもうでき

るところまでもう進んだでしょうというところで、皆さん、県のほうもですね、派遣の

ほうを引き上げたわけですけれども、それにおいても、まだまだ仕事の量というのは目

に見えるほど一気に減ったわけではありませんので、ただ、簡単に人を増やせるわけで

もありませんので、一時的な仕事のためにですね、何人も職員、正職員をですね、増や

すというわけにもいきませんので、そこは今の職員でできるだけの仕事の量をうまくバ

ランスを取ってやっていくしかないのかなというふうに私は思っていますので、ですか

ら目に見えて、橋元町長、何やっているんだっていうふうな部分もあるかもしれません

が、今はそのようなところで何とかこれまでの仕事の部分をですね、残っている分をあ

る程度精査をして、それで新たな仕事というのはその後に進められればというふうに思

います。 

      働き方改革とかね、いろんなこともありまして、今、できるだけ職員にはですね、残

業せずに帰れるときには帰るようにというふうなことも伝えてもおりますし、ただやは

り職員もやっぱり真面目ですから、自分で終わらないうちには帰れないということでや

っていただいている人もおります。 
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      ですから、こちらで意識的にですね、人を減らしたりとかどうのこうのということは

考えていませんし、議員がおっしゃるようにですね、庁舎内が疲弊しているとも私は思

っておりません。できるだけみんな明るく振る舞うように努めていただいているという

ふうには思っております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。ただいまね、町長から回答いただきました。その業務量とこの

職員のバランスを取りながら、そして職員の負担軽減をね、なるべく少なくなるような

対応を行いながら、このメンタル不調がね、極力少なくなるようにしっかりと対応して

いただきたいというように思います。 

      そして、この管理職においてはね、職員が日頃からお互いに気をつけて、お互いに気

を配りながら、相談しやすい環境、やっぱりこういうことが大事だと思いますのでね、

その辺の環境と、そして職員同士のコミュニケーションというのも大変不可欠でありま

すので、その辺をね、しっかりと対応していただきたいというように思いまして、次に

進みたいと思います。 

      次に、大綱２件目の、このハラスメント対策ということで再質問してまいりたいと思

います。 

      まず、総務省は、令和２年の１０月に、この地方公共団体におけるパワーハラスメン

ト対策の取組状況について、また各種ハラスメント防止に向けて、適切に対応するよう

にと、これは要請を出しております。あわせて、各都道府県に対しても同様に、ハラス

メント防止に向けて適切に対応するようにと、これは国のほうでは、要請をしているわ

けであります。 

      そして、さらには職員や議員のハラスメント防止に関して、それだけでは不十分だと

いうことで、自治体単独で独自の制定を、独自のこの条例制定、している自治体も増え

てきているわけであります。今年の３月の時点では、２５の自治体で独自の条例が制定

されているということであります。宮城県においても、この３月に蔵王町でハラスメン

ト防止条例が制定されたばかりであります。 

      さて、この山元町のハラスメント防止要綱、これはもう定められておりますが、職員

が個人の尊厳及び人権を尊重し、快適に働くことができる環境、職場環境を確立するた

め、ハラスメントの防止及びハラスメントに起因する問題が発生した場合の対応を要綱

に定めているわけであります。しかし、ハラスメント防止の要綱は定められているが、

果たしてそれが現実に履行されなければ意味がないわけであります。 

      その辺のことで、要綱に定めたハラスメント防止の取組状況について、具体に若干お

尋ねしたいと思いますが、要綱には、この我が町の要綱にはですね、パワハラをはじめ

とする各種ハラスメント防止に向けて、その内容と、ハラスメントはあってはならない

旨の方針を明確化し、そして職員に周知・啓発されているのかどうか、お尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。担当課のほうから回答させていただきます。 

総務課長（大橋邦夫君）はい、議長。まず、このハラスメント防止等に関する要綱について、制定

前にですね、制定前の令和４年の２月の課長会議において、この設立の趣旨と、まず原

案を課長会議の場で説明をして、その後の法令審査委員会で審議して、ほぼ原案どおり

という形で施行しておりますので、管理職に向けての説明はされているというふうに考

えております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。同じく要綱について、もう１点お尋ねしますが、このパワハラ
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の行為者、言わば別な言い方すると、加害者ということになるわけですが、そういった

パワハラの行為者には厳正に対処する旨の方針や、この対処処分の内容を、まあ懲戒処

分等を含むですね、こういったことを要綱に規定し、明確に規定して職員に周知・啓発

されたのかどうか、お尋ねします。 

総務課長（大橋邦夫君）はい、議長。先ほどの質問の回答にもあったとおり、制定前に課長会議の

場を通じて、制定の目的であったり、説明の欄がちょっと、ちょっと言葉足らずだった

かもしれませんが、それぞれ条ごとにですね、その目的とかを説明しておりますので、

苦情窓口の設置であったり、適用範囲であったり、所属長の責務であったりということ

の説明はしております。 

      今、竹内議員がおっしゃった対応措置ということについても、第１０条に規定してお

りますので、この辺も含めて全て施行前に説明済みというふうにしておりますので、よ

ろしくご理解いただきたいと思います。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。しっかりと職員に周知されているということだということです。 

      ハラスメントとは、各種のハラスメントがあるわけでありますが、いずれもこの職員

が本来の業務の適正な範囲を超えて、この人格や尊厳を侵害する言動により、相手方職

員の能力発揮に悪影響を与え、職場環境を悪化させるということをいうわけです。 

      要綱には、ハラスメント相談苦情窓口へ寄せられた事案を基にハラスメント相談苦情

処理委員会が開かれることになっているが、先ほどの回答には、これまで窓口に寄せら

れた相談の事案、そしてこの苦情処理委員会が開かれたことが１件もないということ、

回答があったわけでありますが、ということは、これは喜んでいいのか、そういったハ

ラスメントがないということなのか。本当に果たしてないのか、または表に出てこれな

いのか。その辺は町長はどう判断するでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今の段階で、何ていうんですかね、その、先ほどもお答えした

ようにですね、この委員会でかけるようなハラスメントは行われていないというふうに

判断しております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。この要綱にはですね、この相談窓口に相談したことにより、あ

るいはハラスメントの事実関係の確認に協力したことにより、不利益な扱いを行っては

ならないというふうに定めております。これはどこまで実効性があるか、相談の事案が

１件もないということは、要は町のトップがどこまで本気でこのハラスメント防止に取

り組むのか否か、その辺を職員は見定めているのではないのかなと。私はその辺はね、

ちょっとそれはね、私の思いですから、これは回答はいいです。 

      それで、続けます。役場内には住民からの苦情、それから要望・要求は、これは常に

あると思う。１階の窓口は特にね、あるんだろうと思う。これが適正な範囲を超えた無

理な要求、さらには声を荒げて職員を叱責したりとか、また恫喝と思えるようなケース

は、私は何度か見ているわけですが、これはハラスメント防止の要綱には当てはまるの

か、当てはまらないのか、どうなのかお尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。このものに関しては、委員会ですね、議員がお尋ねのこの委員

会については職員間同士のということで定めた部分になりますので、それ以外のものに

関してということであればですね、そこの部分はある一定の、先ほども私も回答いたし

ましたが、この委員会とはまた別にですね、先ほど言いましたように、そういう度を越

した何かがあれば、警察を呼ぶなりなんなりということの対応はするようになっていま
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すという回答をしたとおりでございます。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。この件は、このハラスメント防止の要綱には当てはまらないと

いうことだということでありますが、そうなれば、職員は安心して職務を遂行できなく

なるのではないかなとも思うわけであります。職員のメンタル不調にもつながってくる

ことなのかなとも思いますし、我が町職員のメンタルヘルス不調は県内最悪になってい

るわけであります。町は、職員が安心して仕事ができる職場環境をつくるのは当然なこ

とだと思いますが、これについて町長はいかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。私ではないのですが、過去において何か警察沙汰になったこと

が一度あったかのようにも私、思いますが、それ以外はそのようなことは一切ないとい

うふうに思っていますので、隠しているわけでも何でもなくですね、ここの要綱に合っ

ていないからかけていないとかそういうことではなくて、その範囲内ではないというふ

うに私は認識しております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。この件については、ハラスメント防止法にはもう該当しないと

いうことでありまして、私はね、この要綱をやはり見直すことも、私は必要ではないの

かなとも思います。職員の職場環境等々をね、安心して仕事に専念できるような、こう

いった環境をつくることも必要なのかなと思いますし、これに要綱がね、適用しないと

いうふうになれば、やはり要綱を見直すこともね、必要なのではないかなと。 

      そして、対象者をこの役場内だけでなく、もっと広げて、町内からハラスメントを極

力なくすように努力すべきと思いますが、その辺、町長の考えがあれば伺います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。要綱に関しましてはですね、議員がおっしゃるようにですね、

先ほど言った蔵王ですか、よその市町村のですね、そういう内容もちょっと調査させて

いただいて、見直ししなくてはいけない場合は見直しもしますし、町としてはですね、

課長さんたちも含めてそうですけれども、常々職員に関してはそういうパワーハラスメ

ントがないように本当に気をつけている、強く強く気をつけているところでありますの

で、現状では、先ほどからお答えしているとおりのように受け取っているというところ

でございます。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。昨年の秋に、我が町の職員２人がですね、本来の業務遂行中に

適正な範囲を超える、パワハラとも思えるような事案が発生しているが、この件につい

てもハラスメント防止の相談窓口には相談はなかったということですね。一応これ確認

です。確認します。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その件に関しましてはですね、パワハラとかそういう問題では

なくて、たまたま個人的な部分でのトラブルと。それで、こちらの委員会に相談はなく

てもですね、私たちのほうに相談を受けまして、それで当事者同士の話合いの中で、ト

ラブルですので、当事者同士の話合いの中で解決を見ております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。このハラスメント防止要綱には、こういうふうに記載してあり

ます。パワハラが現実に起きた場合だけでなく、発生のおそれがある場合、またパワハ

ラに該当するか否か判断がつかないという場合でも、広くこの相談または苦情を受け付

けることになっている。要綱には。パワハラに該当するか否か判断が難しい場合でも、

広くそういった苦情相談は受け付けることになっている、この要綱には。 

      私、個人的には、この事案は大変大きなこのパワハラの事案だと思われますが、これ

が何ら相談窓口にも、何ら表に出てこないのは問題ではないのかなというふうに思うわ
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けでありますが、この辺、どうですか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほどから言っているんですが、この件に関しては、当事者が

お互いに我慢したわけではなく、ちゃんと話合いをして、それで一定の解決を見ている

と。さらにですね、議員もこうやって半年過ぎてといいますか、半年以上過ぎた形で、

こういうふうな形で今質問いただいていますが、当事者もですね、なぜ私たちが納得し

て和解したというか、解決させたものを、なぜそうやってぶり返したりするのかという

ふうな逆に相談も受けたのも事実であります。 

      ですので、私たちとしては、もう相談を受けた私といたしましては、早期にですね、

解決を見るのが当人のためだというふうに判断したもので、あのような形で解決といい

ますか、終わらせていただいたということであります。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。今、町長の認識を伺いました。この事案もね、この我が町でい

うハラスメント防止要綱にはもう適用しないと、適用外だということだと思います。私

はね、こんな大きな事案がハラスメント防止要綱に該当しないというのは、要綱そのも

のに私は不備があるというふうには思います。 

      現にこの町職員２人が本来の業務遂行中にパワハラと思えるような事案があり、当人

は大きなショックと精神的に大きなダメージを受けたと、当時はね、私が聞き及んでお

ります。この件について町長のね、認識は今話されたとおりだということでありますの

で、私はね、幾らこのハラスメント防止要綱が定められたとしても、これはね、私はた

だつくっただけと、国から言われたからつくったと、そんなふうにも思えるわけであり

ます。 

      ハラスメント防止相談窓口には今まで１件の相談もない。よって、このハラスメント

防止委員会も一度もこれまで開かれたことがないということであります。こんなことで

今後もこのようなパワハラ、恫喝まがいの暴行が繰り返されるということになるのが、

私は懸念されるわけであります。町長は、この町民の安心安全なまちづくりをするとい

うことで町長になったはずだと思います。公約にね、うたっております。こういうこと

で町長、よろしいんでしょうか。お尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほど竹内議員ですね、聞き及んでおりますと、直接本人から

伺ったのかというのを私逆にお聞きしたいんですが、私は当事者ときちっと話をして、

先ほど私が言ったことは全て本当の話です。竹内議員はここで今、私に対していろんな

ことをおっしゃっていますが、それは直接当事者からお伺いしたことなんでしょうか。

それとも、第三者から聞こえてきたことなのでしょうか。そういうものをはっきりと自

分の中で認識して質問をしていただければというふうに思います。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。私はそういうことは聞き及んでいると、先ほど申したとおりで

す。今後もこういうことであれば、こういう恫喝まがいといいますかね、暴言みたいな

のは、当然また繰り返せされるだろうなと懸念されるわけであります。我が町はこの人

口減少により、今、移住定住を盛んに推進しているわけであります。こういった暴言、

繰り返される我が町に幾らこういった移住定住を叫んでもね、なかなか私はね、難しい

んじゃないかなというふうに思います。 

      私はね、このハラスメント防止要綱には、私はね、不備があると思う。職員の尊厳及

び人権を尊重した快適な職場環境を守り、さらにはハラスメントを町内から一掃するた

めには、早急のこの要綱の見直しが必要ではないかなと思いますが、その辺、町長はど
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うでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども回答しましたとおりですね、今のところ、この見直し

をするというところまでは至っておりません。ただ、近隣自治体でのそういう事例もあ

るようですので、その辺の確認はさせていただければというふうに思います。 

      それとですね、先ほど竹内議員が定住促進とかそういう話をしていただきましたが、

やはりきちっとですね、内容をですね、自分の耳で聞いたり目で見たり、はっきりした

ことをこの場で言っていただかないと、逆に町のイメージダウンになってしまうんでは

ないかというふうに思います。その辺をしっかりですね、自分の中で確認をしてから、

こういう場で言っていただければというふうに思います。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。各自治体で今、このハラスメントに関する条例がね、制定され

ているというところが増えているわけでありますが、九州の福岡と、それから大阪府で

はですね、ハラスメントを根絶するということから、有権者から議員へのハラスメント

も対象にしていると。それから、これから議員になろうとする者へのハラスメントも対

象に、独自の条例を制定したということであります。 

      我が町でもね、過去に、議会会期中に傍聴人から議員に対し、パワハラとも恫喝とも

思えるような暴言があった事案がありました。議員は涙ながらに耐えていた。私はこれ

を問題視しまして、議会検証に記載し、議会運営委員会で議論した経緯があります。こ

んなことを許していたら、議会制民主主義はどうなるんだろうという気はいたします。 

      早急にこのパワハラを町内から一掃し、条例制定に向けて検討すべきと思いますが、

町長にその意思があるかどうか、改めてお尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。そのパワハラについては、これまでもいろいろ策を講じていま

すし、今現状、このようにしてつくっているものの中で当分続けていければというふう

に考えております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。私はこの町内からね、全てのハラスメントを一掃してね、この

暴言等がまかり通ることをやっぱりね、根絶したいなというふうに思うわけであります。

そして、町民が安心安全に暮らせる地域社会をみんなで構築するべきではないかなとい

うふうに思いまして、次に進みたいと思います。 

      次に、新型コロナウイルス感染症対策についての再質問に入りたいと思います。 

      まず、最初に今回の２類から５類に移行したことについての町長の所見を伺ったわけ

でありますが、このコロナ感染症は５類に移行したとしても、この感染症というのはな

くなるわけではなく、今後もやはりコロナの感染というのは流行していくだろうという

ふうに思いますので、やっぱりコロナへの警戒というのは、これまで同様に警戒を継続

していかねばならないと思います。 

      そして、この５類移行により、コロナ感染症の流行監視の方法が大きく変わったわけ

であります。感染者数の発表が、毎日から週に１回になったということでありまして、

この辺が大変懸念されるというかね、流行への対応が迅速にできない。手後れにならな

いか、より不安にならざるを得ないということであります。こういったことで、急激な

流行になったら、町としてはどう対応していくのかお尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。このことに関してはですね、５類に変わったというのは国の方

針でありまして、町といたしましてはですね、先ほども回答しましたようにですね、今

後もまだ、もしかしたら何波という形で増える可能性もありますので、今日皆さんもマ
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スクをしているとおり、職員もですね、仕事中はできるだけマスクをしていただいて、

庁舎に来る町民に関しては各自の判断ということになっておりますが、入り口にもまだ

消毒液も置いていますし、検温計も置いていますし、今までどおりですね、当分の間は

気をつけるようにということで、町の中では、庁舎の中は、職員の中では対応するよう

にというふうに徹底している次第であります。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。先般、５月２５日のニュース、見ていましたら、中国でこのコ

ロナ感染が増えているというふうな報道でありましたが、この中国の感染はですね、６

月末には、中国で１週間の感染者数は６，５００万人になると、そういう予測がされる

と、予測しているというような報道でありました。コロナ感染はですね、急激に爆発的

に増えるというふうなことがありますので、大変この辺はね、危惧しているところであ

ります。 

      そして、もう一つ懸念されることはですね、５類移行後のこの医療費は原則、自己負

担というふうになったわけでありますが、９月まではね、一部公費負担もあるわけであ

ります。また、ワクチン接種については年度内、公費負担ということはあるものの、基

本的には、今後のこの個人負担というふうになるわけでありまして、これが受診控えに

つながってですね、そして流行がまた再燃しないか、または水面下で、表に出ないでね、

流行するんではないかなという、非常にそういった懸念がされるわけであります。そし

て、この受診控えにならないように、この何らかの支援や対策というのは考えられない

でしょうか。その辺お尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今の段階ではですね、町といたしましては、その今竹内議員が

おっしゃったことも全て含めて臆測、どうなるかまだ分からない状態ではありますが、

確かにその医療費がかかるようになればですね、それなりの負担はかかります。ですの

で、町といたしましてはですね、まず今後の国の動向なり、県の動向、そのようなとこ

ろを注視してですね、いきたいというふうに考えております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。それでは、このワクチンの副反応について再質問いたします。

このワクチンによる副反応でありますが、このワクチン接種による副反応の報告数、こ

れがですね、これは宮城県の公式サイトでありますが、宮城県でこれまで接種回数、こ

れはですね、７２５万３，５３９回接種しまして、副反応が、そのうち副反応というの

は４３０件、これは報告されたものであります。死亡数が２８例あったということであ

ります。 

      それから、全国ベースでいきますと、接種回数が３億８，２６８万３，６６４回、そ

のうち副反応というのが３万６，３１７件であります。そして、死亡例が１，５６１人

というふうな報告、まあ報告された分だけの数字でこのような結果になっております。 

      副反応というと、この軽微な副反応、報告されていない副反応を含めると、相当の数

があるだろうと、これは予測でありますが、そんなふうに予測されるわけでありますが、

この副反応について、町長の何か見解、所見があれば伺います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。副反応に関しましてはですね、今竹内議員のほうからが、どこ

かのその国なり、ある自治体のその最悪の状況の部分を言われましたが、町としてはで

すね、一応そういうふうな国からのいろんな情報は来ています。来ている中で対応して、

町としては今のところそういうふうな死亡例とかそういうこともありませんし、一番最

初に回答したようにですね、その相談窓口に来ている件数、それなりにありますが、そ
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の都度きちっと対応を町としてはですね、今のところ取っているということであります。 

      それで、接種に関してもですね、無理やり強制的にということではなくて、そういう

ことも含めて、できるだけ国として、町として、できるだけ接種したほうがコロナには

かからないと思いますので、ということで推奨はしておりますので、その辺ですね、責

任持って、その今回の件なんかに関してもですね、今回というのはその副反応に関して

も対応できるような体制を取りながら接種をしているというのが事実ですので、今のと

ころまだそういう実例というのが山元町としては、その重い実例というのがまだ確認さ

れておりませんので、今の段階でちょっとそこをですね、だからやめるとかそういうこ

とを、竹内議員がどの面までね、その辺を考えているのか分からないんですけども、町

としてはこれまで同様、この３年間同様、今年１年間もですね、春開始接種と秋開始接

種で接種希望する方には接種していきたいというふうに思っております。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。先般ですね、この３月にですね、世界保健機構、ＷＨＯでは、

６０歳未満の健康な人と、それから全ての子供たちにはワクチン接種は推奨しないとい

うふうに発表したわけであります。この副反応については個人差が非常にある。重篤な

人もいればね、ちょっと具合悪くなったぐらいで何でもない人もいる。そこで、大変重

篤な人にはですね、何らかの支援というのは、これはどうなんでしょう。様々これはあ

りますよ、副反応。ただ、この重篤な人に対してはね、何らかの、私はね、支援という

ものは考えられないかどうか、お尋ねします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その重篤な方に対してのですね、そういう支援っていうかです

ね、制度に関してはちょっと担当課のほうから回答いたします。 

保健福祉課長（齋藤 剛君）はい、議長。予防接種におきまして、重篤になった場合なんですけれ

ども、先ほどの回答にもありますけれども、予防接種健康被害調査委員会っていうのを

町のほうで設置しまして、そこで受付をします。それで、国のほうでの救済制度という

のがございますので、そちらのほうに審査した結果を報告し、その重篤になった方を助

けるというような国の制度がございますので、そちらを利用して町のほうは対応してい

きます。 

      ただ、冒頭、町長も申し上げましたように、副反応の相談等は受けておりますけれど

も、そこまで至る件数っていうのは山元町ではございませんでしたので、その制度を利

用している方っていうのは現在いないということでご理解いただければと思います。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。今のところはそういう重篤な人はいないということであります。 

      それから、もう一つ再質問しますが、行政はですね、このワクチン接種により、この

感染率がどう違うのか、また副反応もこの３年間で多くのデータが蓄積されたはずであ

ります。それで、今後はこの個人の判断によってね、様々このコロナ対応をしなければ

いけないということで、判断がつかないんでね、このこれまでのデータを早く示してい

ただきたいと、今後はね。この５類移行により個人の判断が非常に求められるわけであ

りまして、それにはやっぱりこれまでの貴重なデータ、接種したらどれぐらいこの感染

率がね、下がるとか、副反応がどうなのか、そういったね、非常に大事なこの蓄積され

たデータをね、早めに示すとか、公表するようにしてもらえないだろうか、質問いたし

ます。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これも担当課のほうからご説明をさせていただきます。 

保健福祉課長（齋藤 剛君）はい、議長。この全体的な問題については、本当に国で考える問題だ
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と思います。国のほうでは、厚生労働科学研究というところでこれらのデータのほうを

蓄積していると聞いております。今後も５類になりますけれども、引き続き今度は日本

医療研究開発機構ということで、この実態等をですね、分析するというようなことにな

っておりますので、国のほうの動向が当然県のほうにも流れてきますし、そういったと

ころで新たな対策ということを講じていくようになるかと考えております。以上です。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。了解しました。 

      それでは、５類へ移行後、県のほうではですね、この外来診療に対応できる医療機関

は大幅に増えるというふうに県は説明しました。でありますが、町内の医療機関で、こ

のコロナの外来診療可能な医療機関はどれぐらい増えたのか。その辺分かればお尋ねし

ます。 

保健福祉課長（齋藤 剛君）はい、議長。町内でコロナの関係での外来対応医療機関については、

県のほうのホームページのほうに載っておりまして、２医療機関が対応ということにな

っております。なお、この２つの医療機関については、かかりつけ以外の方も対応とい

うようなことでホームページのほうには載っていますので、どなたでも多分町内であれ

ば受診できるということでご理解いただければと思います。 

 ７番（竹内和彦君）はい、議長。そうすると、２つの医療機関ということで、これまでと同じと

いうことですね。 

      いずれにしましても、コロナ感染症が５類に移行しても、感染の流行というのはね、

繰り返されるというふうに思いますので、警戒と備えはこれまで同様に続けていくべき

だというふうに思います。そして、住民が適切な判断ができるように、この３年間で蓄

積したデータを早めに公表をしていただくことを願っております。 

      そして、住民が安心安全な暮らしができるよう最大限の努力をお願いして、私の一般

質問、これで終わりたいと思います。終わります。 

議 長（岩佐哲也君）以上で７番竹内和彦君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）ここで暫時休憩とします。再開は４時３５分、１６時３５分、再開。暫時休

憩。 

                                             

午後４時２２分  休 憩 

                                             

午後４時３５分  再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）５番渡邊千恵美君の質問を許します。渡邊千恵美君、登壇願います。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。５番渡邊千恵美です。令和５年第２回山元町議会定例会にお

きまして、大綱３、細目９件の一般質問をいたします。 

      大綱第１、こども施策について取り上げた理由は、２０２３年４月１日に国の新しい

組織、こども家庭庁が創設され、同時にこども基本法が施行されました。 

      本町におけるスローガン「子育てするなら山元町」の下、多様なニーズに応じた子育

て支援施策が行われています。さらに、こども施策について町長はどのように考えを進

め施行されていくのか、最も重要なので取り上げました。 



- 58 - 

      子供や若者の皆さん一人一人が自分らしく健やかに成長でき、暮らせるよう、社会全

体で見守り、支えていくことが重要であり、大人の責務であると私は考えています。 

      国は、今まで大人が中心となっていた社会の形を「こどもまんなか」へと変えていこ

うと推進しています。 

      そこで、次の５点に関して、町長の考えを伺います。 

      細目１件、町レベルのこども施策推進会議を設置する考えはないか。 

      細目２件目、こども基本法第１０条に市町村こども計画を定めるよう努めるものとす

るとあるが、本町で定める考えはないか。 

      細目３件、支援対象児童等見守り強化事業に取り組む考えはないか。 

      細目４件、フードバンクやこども食堂の取組、ニーズを把握した上で、現状の支援状

況や今後の対策をどのように講じていく考えなのか、伺います。 

      細目５件、旧坂元中学校の施設活用について、こども施策を最優先とし事業を進める

考えはないか。 

      大綱第２は、通学路環境整備についてです。 

      通学路で危険な場所があると、山元中学校の生徒が投稿し、新聞に掲載されました。

事故が起きてからでは遅いのです。前回、同僚議員も一般質問しましたし、常任委員会

でも取り上げました。以前、私も通学路の安全を確保するために、歩道が分離されてい

なく、道端の狭い町道の電柱をなくす施策の可否について一般質問で取り上げたことが

あります。 

      次の３点に関して伺います。 

      細目１、通学路において、歩行者の部分に赤色等の着色をし、より一層注意喚起を図

る考えはないか。 

      細目２、横断歩道の白線・停止線が消えて見えない箇所を早急に点検・整備する考え

はないか。 

      細目３、通学路の側溝に蓋がない箇所を早急に点検し、蓋をかける考えはないか。 

      大綱３件目は、地区防災計画についてです。 

      本町の地区防災計画は各区民に理解され、災害の際は、自助、共助及び公助が連携し、

スムーズに実施されることを望みますが、災害の備えは万全なのか、伺います。 

      細目１、各地区の防災資機材の備えの把握と今後の支援や対策をどのように講じてい

くのか、伺います。 

      すみません、大変失礼いたしました。大綱第１号、細目５件のところ、ちょっと飛ば

してしまったので、戻りたい……。（「言いましたよ」の声あり）言いました。大変失礼

いたしました。 

      住民の声を聞いた一般質問となります。町長の回答をご回答願います。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。渡邊千恵美議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、こども施策についての１点目、町レベルのこども政策推進会議を設置する

考えについてですが、こども家庭庁に設置されたこども政策推進会議は、今年４月１８

日に第１回目の会議が開催されたところであります。 

      会議においては、幅広い関係者からの意見を反映させ、こども施策の実施を推進する

政府全体の司令塔としての役割を果たすこととされており、基本的な方針や重要事項を
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定める、こども大綱の素案作成が始まり、秋には閣議決定される見通しとなっておりま

す。 

      町では、山元町子ども・子育て会議の中で、第３期山元町子ども・子育て支援事業計

画の見直しや次期計画の策定に向けて作業を進めているところであり、現時点におきま

しては、国の大綱が閣議決定されるのを受けて、山元町子ども・子育て会議での意見の

方向性等を見極めながら、設置の有無について検討してまいりたいと考えております。 

      次に、２点目、市町村こども計画を本町で定める考えについてですが、町のこども計

画については、こども基本法の中で策定が努力義務化されている、こども施策全般に関

する計画となっております。一例を挙げますと、本計画には、子供の貧困対策計画等を

はじめとした各種こども施策を定めることが要件として掲げられております。 

      先ほど申し上げましたとおり、現在、次期山元町子ども・子育て支援事業計画の策定

に向けて準備を進めているところであり、国の指針においては、現計画を包含する形で

一体的に策定することも可能であるとの見解も示されております。 

      これらのことから、この秋に閣議決定される、こども大綱の動向を注視しつつ、子ど

も・子育て会議の中で、委員の皆様からの意見を集約しながら、本町の計画策定の必要

性について総合的に勘案して判断してまいりたいと考えております。 

      次に、３点目、支援対象児童等見守り強化事業への取組及び４点目、フードバンクや

こども食堂の取組、今後の対策についてですが、関連がありますので、一括してご回答

いたします。 

      現在、山元町社会福祉協議会では、フードバンク山元を実施しており、白米やインス

タントラーメン、お菓子など、必要な方への支援を行っているところであります。また、

こども食堂は、生活の困窮している家庭の子供のみならず、地域の子供の居場所であり、

幅広い世代の交流の場となって、地域の交流拠点となることが望ましいといった観点か

ら、今後、こども食堂にご協力をいただけそうな団体などと連携を図りながら、支援対

象児童等の見守りも含めて、事業の実施を幅広く検討してまいりたいと考えております。 

      次に、５点目、旧坂元中学校の施設活用について、こども施策を最優先に事業を進め

る考えについてですが、現在、町では、地域の意向やニーズに可能な限り配慮した地域

振興を図る利活用方法を広く公募し、より優れた事業内容を提案した民間事業者等を選

定する公募型プロポーザルを実施しております。 

      また、事業者からの事業提案の募集と併せ、町民を対象に利活用意向アンケートを実

施しており、その結果については、地域のニーズとして、可能な限り事業内容に反映し

ていただけるよう、先週末、町のホームページを通じて事業者等にも情報提供したとこ

ろであります。 

      提案事業者の公募を進めている現時点においては、利活用方法を限定するなどの変更

はできませんが、町といたしましては、公募型プロポーザルにより民間活力を活用し、

よりよい形での利活用が図られるよう、鋭意努めてまいりたいと考えております。 

      次に、大綱第３、地区防災計画についての１点目、各地区の防災資機材の備えの把握

と今後の支援や対策についてですが、各地区が独自に保管している防災資機材の個別数

量は把握しておりませんが、山元町地域防災計画における、町は自主防災組織等が行う

自主防災活動に必要な防災資機材の調達について支援するとの方針の下、順次配備を進

めており、これまでに情報収集・伝達用の携帯用防災無線や、各地区の要望に応じ、水
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防用のブルーシートや土のう袋などを消防庁作成の自主防災組織の手引を参考に、必要

な場所に必要な物資を配布してきております。 

      また、昨年５月に県が公表した津波浸水想定区域内に指定避難所が含まれていること

から、大津波等の大規模災害時に必要となる防災資機材については、より内陸部の避難

所等に配備するよう努めてまいります。 

      私からは以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）教育長菊池卓郎君、登壇願います。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。渡邊千恵美議員のご質問にお答えします。 

      大綱第２、通学路環境整備についての１点目、通学路において、歩行者の部分に赤色

等の着色についてですが、近隣市町での先進事例もあることから、その効果や有効性な

どを確認し、より視認性を高める路側帯の着色などを参考に、今後、道路管理者等と協

議してまいります。 

      ２点目、横断歩道の白線が消えて見えない箇所についてですが、新聞に掲載のあった

交差点は、昨年度末に亘理警察署及び庁内関係課において道路点検を行った際に、白線

が白くなっている箇所を再度確認し、その際にも早急な対応が行われるよう要望してお

ります。 

      担当課からは、横断歩道については公安委員会が整備することとなっており、亘理警

察署に施工時期を確認すると聞き及んでおります。 

      ３点目、通学路の側溝に負担がない箇所を早急に点検し、蓋をかける考えはないかに

ついてですが、ご指摘のことについては、町をはじめとした道路管理者が日常的な管理

を行っているところですが、学校から提出された合同点検を行っている危険箇所のみな

らず、通学路全域において改めて道路管理者等と協力しながら対応し、児童生徒の安全

の確保に努めてまいります。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）５番渡邊千恵美君の再質問を許します。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。大綱第１の再質問をいたします。 

      今回の一般質問することにより、国の施策、本町はさらに第３期山元町子ども・子育

て支援事業計画の見直しなど、山元町子ども・子育て会議の重要であることがうかがえ

たと思います。さらに子育て施策に期待していきたいと思っております。 

      そこで、今回ですね、細目１と細目２とも、国が閣議決定されてから、こども大綱の

動向の後にっていうことを、回答を頂戴しております。本町の計画策定に、その後にこ

ども大綱の動向後に計画策定っていうことで、期待していきたいところでございます。 

      それでですね、２つだけ、ちょっとお伺いしたいと思います。町長、こどもどまんな

か社会ということで、まちづくりを今後、国で定めていくことになっておりますけれど

も、町長はどのように捉えておりますか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今ですね、やっぱり世の中、少子化ということで、やっぱりど

こもですね、まず人口が減ると、経済、社会経済も衰退していきます。それはもうどこ

の国でも言われていることです。ですから、その子供たちをやっぱり大事に育てると、

できるだけ子供を育てやすい環境をつくって、それで子供を産んでいただきたいという

ふうなのが多分国の考え方かなと。それは私たちも同じような考え方で、山元町に住ん

でいただくのに、やはり子供、子育てするならと山元町は言っているわけですから、今
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さら、こどもどまんなかということではなくて、山元町としてはこれまでもですね、子

供を最優先といいますか、最優先という表現もおかしいんですけれども、優先、あとは

高齢化も進んでいますので、年配の方たちをどのようにして支援していくかという、そ

の両輪でこれまでも来ています。 

      ですから、町としては、子供に対するこれまでの対応は変わらず、いかに今後もです

ね、それ以上に何とか支援をして、子育てをしやすいという環境をつくって、若い方た

ちに定住していただけるようにしていけるかというところが大きな課題だというふうに

思いますので、その辺を少しずつでもですね、一気にどんとはいけないかもしれません

が、とにかく少しずつでも何とかそういうふうな子育てしやすい環境づくりには努めて

いきたいというふうに思っております。 

議 長（岩佐哲也君）本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめ延長します。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。町長から前向きなこども施策に対する答弁をいただきました。

そこで、こども基本法第１１条なんですけれども、こども施策に対する子供等の意見を

反映ということで、こども基本法第１１条にございます。 

      そこでですね、先ほど同僚議員もちょっとお話しされていたことがあったんですけれ

ども、子供や若者から意見聴取のための、私は意見箱などをですね、設置する考えはな

いでしょうかという質問をしたかったんですけれども、あとウェブやＳＮＳなどを活用

して若者たちの意見をどんどん取り入れるという考えはございませんか、町長。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。子供だけではなくて、若い人たちというふうな幅広い考えでよ

ろしいですか。先ほどもですね、言いましたように、やはり若い方たちの今後をですね、

背負う、若い方たちのそういう斬新な発想といいますか、枠にとらわれない発想という

のは本当に大事だと思いますので、今議員がおっしゃったようにですね、その目安箱じ

ゃありませんが意見箱なり、そのメールでのやり取りですかね、そういうのは町にとっ

てもですね、有効な部分だと思いますので、ちょっとその辺はですね、今後検討させて

いただければというふうに思います。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。本当に子供、若者のそういった意見がこれからすごい重要に

なってくると思います。ぜひ前向きな回答をいただき、そしてその意見箱の中から本当

に必要なところを町に取り入れて、大いににぎわいのある、また活気のある、何でしょ

う、定住、ここに、山元町って魅力があるというような、そういった施策を生み出して

いけたらなと期待したいと思います。 

      次に移ります。細目３、細目４なんですが、この支援対象児童等見守り強化事業への

取組とフードバンクや子ども食堂の取組、関連がありまして、これについて再質問をさ

せていただきます。 

      先ほども前向きな回答をいただけたと認識しております。農林水産省も推奨されてい

るとおり、子ども食堂と連携した地域における食育の推進こそが意義があるということ

でうたっております。子ども食堂の事業の施策をする際、一番ですね、場所の選択が難

しいということを伺っております。フードバンクの呼びかけの協力とか、また地域の子

ども食堂の居場所となり、先ほどの回答をいただいたとおり、地域の交流拠点となるこ

とが望ましいということを思っております。子ども食堂の場所の提供などもしていただ

けるかどうか伺います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今の現状でですね、その子ども食堂としてね、今の現状の中で
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どこが使えるか、空いているかというと、ちょっと私、まだちょっと思い当たらないん

ですけど、今渡邊議員が言ったようにですね、私が知っている限りでも数人の方が子ど

も食堂ということをやりたいとか、やっているという話も、私も最近何かこう、結構耳

にしまして、まあちょっとこういう表現はおかしいんですけど、びっくりというか、そ

んなに皆さん一生懸命子ども食堂のことを考えているんだというところもありました。 

      で、今議員がおっしゃるように、その場所がないという話も聞きました。なかなか、

やっぱり子供が集まるので、ちゃんとトイレがついていて、それでそれなりの広さが確

保できないとなかなかちょっと、この部屋１か所ちょこっとだけ空いているからってい

うわけにもいかないんだという話も聞きまして、まあその辺をですね、先ほども回答し

ましたようにですね、今後そういう事業者の方たちの相談を含めてですね、ちょっとこ

う、話をしながら、町でどこまで支援といいますかね、協力できるかも含めて、実施に

向けてですね、実施といいますか、そのやる団体の方たちの実施の後押しをできるか、

そういうふうな幅広い感覚でちょっと見ていきたいというふうに思います。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。前向きな回答をいただいて、本当にこれからの子ども食堂に

対する、そういった取り組み方、町の協力ということも本当に期待していきたいと思っ

ております。 

      子ども食堂と今日はＳＤＧｓのバッジもつけておりますけれども、子ども食堂とＳＤ

Ｇｓはつながっています。国際社会で２０３０年までに達成することを定めた国連持続

可能な開発目標、ＳＤＧｓは、１、貧困をなくそう、２、飢餓をゼロに、３、全ての人

に健康と福祉を、１１、住み続けられるまちづくりを、１７、パートナーシップで目標

を達成しよう、この目標を掲げて取り組んでいる子ども食堂が多くなっております。全

国で３，０００か所を超える勢いということを聞いております。我が町も、本当にそう

いった子供とか若者の声を拾って、また食文化ということもすごく大事になってくると

思うので、前向きに検討していただきたいと思います。 

      またですね、町長の公約にもあります、「誰一人取り残さない」とあります。真のにぎ

わいは誰一人取り残さない地域の実現によって可能となるという子ども食堂の思いと重

なっていると思います。町長の意見、一言お願いしたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。何ていうんですかね、何か物事をやるときにですね、これをや

るために、ちょっとこっちの人は我慢してくださいとか、まあ多少はあるかもしれませ

ん。ただ、誰かを犠牲にして誰かを幸せにするとか、そういうことではなくて、やはり

みんながちゃんと幸せになれるようにですね、それがやはりそのまちづくりなのかなと

思いますので、そういう形で進められればと思いますので、まあ子供たちはですね、や

はり大人の都合やなんかでいろんな事情がある子供たちっていると思いますので、そう

いう方たちを助けるという形での子ども食堂なのかなと私は思いますので、そういう部

分に関しては、やはり何らかのですね、少しでも支援ができればというふうに思います

ので、何でもかんでも全部できるわけではありませんが、町の中で許される限り、でき

る範囲の中で後押しができればというふうに考えております。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。次に移りたいと思います。大綱１の最後の細目５ですね、旧

坂元中学校の施設の活用について、こども施策を最優先とし事業を進める考えはないか

ということの再質問なんですけれども、公募型プロポーザルによって民間活力を期待し

たいところなんですけれども、ご意見を伺っていく中にですね、やはり聞こえてきたの
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はですね、やっぱり子供施策に何とか使えないかしらっていうふうな話があったので、

ちょっとご紹介してだけ、してだけって言ったら失礼ですね、お話ししたいと思います。 

      その室内遊具施設の設置はどうかという話などありますね。わざわざ名取のほうに行

かなくちゃいけなかったり、新地のほうに行かなくちゃいけなかったり、雨の降ってい

るときに遊ぶところの遊具とかの室内遊具設置をしてほしいという声も聞こえておりま

す。また、各教室がいろいろあるので、英会話教室とかですね、またものづくり教室な

ど、そういったこともお伺いしておりますし、図書館等はカフェブースの設置などもど

うでしょうかということもお伺いしているわけなんですけれども、校舎を惜しみなくこ

ども施策に使えるような、そういった取り組み方、何か希望あふれてとてもすてきだな

っていうことで、私もすごいお話を聞いてきたわけなんですけれども、そしてですね、

坂元地区の方々に今までと変わりなく子供の声や元気で笑顔が届けられる、そういった

大きな地域交流の拠点となればなという思いで、私も、ああ、じゃあ坂元の中学校の施

設の活用、お話ししておきますっていうことで約束したもんですから、ここでお話しさ

せていただきました。公募型のプロポーザルによる、先ほども言いましたけれども、民

間の活力ということで、そこに期待を申し上げておきたいところです。 

      次に移りたいと思います。再質問大綱２、通学路の環境整備についてです。 

      去年の末に亘理警察署及び庁内関係課において合同点検を行ってくださっているここ

と回答をしていただきました。白線が薄くなっていて停止線も薄くなっている箇所を再

度確認し、要望しているということで、教育長より回答いただきました。町長、この件

に関して町長の所見を伺いたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。町といたしましてもですね、新聞記事の後ですね、警察署の署

長なりなんなりにですね、そのような形で、ちょっと危ない箇所がありますので何とか

よろしくというふうな話もしておりますので、ただ、現在に至ってもまだそこが改善さ

れておりませんので、この間も話をしたんですが、また今度、機会にですね、もう一度

その辺の確認をして、早急にですね、ラインとかそういう部分をですね、安全確保です

ので、やっていきたいというふうに考えております。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。そうですね、一人一人、町民の命が大切で、安心安全な生活

環境整備は基本だと思います。第一小学校の通学路もそうですが、ましてここは中学生

も自転車、小学生の通学路ですね。で、南山下のですね、あの側溝なんですけど、１０

メートルの深さがあってですね、もう今まで３人も転落してけがしているということを

聞いております。なので、児童生徒の安全確保のためにも１日も早く実行していただき

たいと思っております。 

      大綱第２は、公安委員会をはじめとする道路管理者の皆様ももう一度協議していただ

いて、こちらとして、私としては結果を待ちたいと思います。 

      次に移りたいと思います。大綱３の再質問です。 

      最近、また地震の揺れを頻繁に感じ、各地区の防災計画、防災資機材の備えは万全な

のかを確認、心配になり確認いたします。町長に伺いますが、私は資機材においては不

十分であると思っております。例えば担架とかバールとかバケツとかジャッキなど必要

ではないかと思っております。もう一度、各地区に点検していただき、備えをする必要

があると思いますが、町長の所見を伺いたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。渡邊議員がおっしゃるとおりですね、やはり安全安心というの
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を前面でやってまちづくりをしているわけですから、その防災に関してやはりこう、妥

協することなく、きちっとその辺は整えなくてはいけないというふうにも思っておりま

す。 

      先ほど回答いたしましたようにですね、各自治体なり、その各区なりなんなり、それ

ぞれの中でやっている部分まではちょっと町のほうで把握はしていないんですが、防災

会の中で決めた組織、中で決めた部分の最低限の部分に関しては、町のほうでも支援を

してその品物をですね、機器をですね、そろえている部分もあります。あと、その発電

機だったり、いろんな部分であるところもあればないところも、それでその辺をですね、

もう一度、１回ちゃんと点検をして、どこの地区でどのようなものを装備しているのか

というところの再点検というのもですね、しなくてはいけないかなというふうにも思っ

ていますし、あとは避難丘公園、３つあるんですけれども、あそこのやっぱりてっぺん

の椅子の下にもですね、いろいろな防災グッズが入っているんですが、その辺なんかも

ですね、何度か職員には言って、できるだけその辺を点検に行ってですね、中身の確認、

ほこりをかぶっていたりすることもありますので、そういうことも今、徹底してやるよ

うに言っていますので、今後ますますですね、その辺を管理してちゃんとしていきたい

というふうに思います。 

      補足について、担当課のほうからちょっとですね、内容について説明をさせていただ

きたいと思います。 

総務課長（大橋邦夫君）はい、議長。ただいま町長から説明がありましたとおり、各地区独自で備

えるものについての細かいところまでは把握しておりませんけども、答弁の中にもあり

ましたとおり、自主防災組織の手引によって、各目的ごとに必要と思われるものの一覧

がありますので、そちらを参考に今後、各行政区に確認する際にはこちらの手引を参考

にチェックしていきたいと考えております。以上でございます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。それに付け加えてもあれなんですけども、やはり防災訓練な

どもね、各行政区で秋頃行われると思いますけれども、やはりそういった備えの点検だ

ったり、防災のそういった危機感を持っていたり、そういったことが本当に大事になっ

てくる今のこの時期といいますか、この日本の地震国と言われている、こういった中に

あるので、もう早急に点検していただけたらと思います。 

      以上になりますけれども、誰一人取り残さない社会を目指すということで、町長も公

約に載せてありますけれども、これからもさらに女性目線で、住んでよかった山元町を

目指してまいりたいと思います。 

      これで私の一般質問を終わります。 

議 長（岩佐哲也君）以上で５番渡邊千恵美君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）ここで暫時休憩とします。再開は１７時２０分、５時２０分、再開とします。 

                                             

午後５時１０分  休 憩 

                                             

午後５時２０分  再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 
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議 長（岩佐哲也君）４番大和晴美君の質問を許します。大和晴美君、登壇願います。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。４番大和晴美です。令和５年第２回山元町議会定例会において

一般質問をいたします。 

      大綱１、空き家等対策について。 

      本町のあらゆる計画の基礎となる第６次総合計画の期間は令和元年度から１０年度末

となっており、今年度は中間地点となっています。計画当初に行った今後のまちづくり

についての町民アンケートでは、快適に暮らせる移住環境が整備された町になってほし

いという回答の割合が、一般町民、若者ともに４０％と高くなっていました。 

      そして、基本計画の中に、移住定住や都市整備の項目の基本方向において、空き家所

有者に適切な維持管理を働きかけることが明記されています。本町では、今年度におい

て空き家等対策計画の策定に取り組むとして、当初予算に１，２００万円の予算が示さ

れました。 

      そこで、細目１、空き家等対策計画の策定及び法定協議会設置の進捗状況について伺

います。 

      細目２、適切な管理が行われていない空き家等に関する対策が大きな問題であるが、

町長はその対策をどう考えているか。 

      大綱２、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の利活用について。 

      ＡＥＤとは、心臓がけいれんし、血液を流すポンプ機能を失った状態である心室細動

になった心臓に対して、電気ショックを与え正常なリズムに戻すための医療機器です。

２００４年より、医療従事者でない一般の方でも使用できるようになりました。病院や

救急車はもちろん、駅、学校、公共施設、企業と、人が多く集まる場所に設置されてい

ます。 

      そこで、細目１、本町におけるＡＥＤの配置状況と使用率について伺います。 

      細目２、本町におけるＡＥＤの配置場所と使用方法の周知、啓発状況について伺いま

す。 

      細目３、傷病者のプライバシーに配慮するために、パットを取り付けた後、傷病者の

体を三角巾で覆うことができるように、配置しているＡＥＤに三角巾を配置する考えは

ないか。 

      以上、大綱２件、細目５件です。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。大和晴美議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、空き家対策についての１点目、空き家等対策計画の策定及び法定協議会設

置の進捗状況についてですが、空き家等対策計画につきましては、当初予算にて計画策

定に関する業務委託に要する経費をお認めいただき、年度開始早々に発注手続を行い、

業務委託契約を締結しております。その後、受託者との業務計画打合せ等を行い、現在、

早期の現地確認調査実施に向け、空き家等候補の抽出作業に着手しております。 

      また、法定協議会については、空き家等のうち、周辺の生活環境等の保全上、放置す

ることが不適切と認められる、いわゆる特定空家等を指定するに当たり、専門家や地域

住民の意見を聴取する場として、今後、現地調査の進捗状況等を踏まえながら、時期を

逸することなく設置してまいりたいと考えております。 

      次に、２点目、適切な管理が行われていない空き家等に関する対策についてですが、
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適切な管理が行われていない空き家等が増加することは、防災、衛生、景観などの観点

から、住民の生活環境等に多大な影響を及ぼすものと認識しております。 

      その一方、空き家等は個人が所有する財産であることから、行政による対応が難しく、

その対策が全国的に課題となっていることから、空家等対策の推進に関する特別措置法、

いわゆる空家特措法が施行され、一定の法整備が行われたものと理解しております。 

      このことから、本町におきましても、長期間にわたり適切な管理が行われず、除去等

の対応が必要と思われる特定空家への対応は急務と考えており、空き家等対策計画を策

定の上、法に基づく対応・対策に鋭意取り組んでまいりたいと考えております。 

      次に、大綱第２、ＡＥＤの利活用についての１点目、ＡＥＤの設置状況と使用率につ

いてですが、亘理地区行政事務組合に確認したところ、今年３月時点では、役場本庁舎

をはじめとした町内の公共施設や企業等、４３か所にＡＥＤが設置されております。 

      また、使用率については、令和２年１月から先月までに救急隊が出動した際に、８件

の使用事例があったと伺っております。 

      次に、２点目、ＡＥＤの設置場所と使用方法の周知、啓発状況についてですが、設置

場所の周知については、施設ごとに設置場所に目立つように表示しているほか、亘理地

区行政事務組合のホームページに、設置場所一覧と設置場所を示す地図を公開しており

ます。 

      また、使用方法の周知については、亘理地区行政事務組合で毎月９日に救命講習会を

開催しており、その講習会の周知についても、ホームページやラジオなどで周知に努め

ているところです。 

      町といたしましては、防災訓練等の機会を捉え、ＡＥＤの設置場所と使用方法の周知・

啓発等に努めてまいりたいと考えております。 

      次に、３点目、プライバシーに配慮し、ＡＥＤに三角巾を配置する考えはないかにつ

いてですが、プライバシーに配慮するために必要と再認識いたしましたので、特に町の

公共施設については亘理地区行政事務組合と協議し、前向きに対応してまいります。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）４番大和晴美君の再質問を許します。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。再質問をさせていただきます。 

      大綱１の空き家等対策についての（１）空き家等対策計画の策定及び法定協議会設置

の進捗状況についてでありますが、宮城県の空き家等対策の現状についての資料により

ますと、令和４年３月３１日時点で、空き家等対策計画を策定済みの市町村は約半分で

した。策定予定なしの市町村もある中で、本町が今年度、計画策定に着手したことは喜

ばしいことだと思っております。未策定の市町の多くは、マンパワー不足が理由と回答

しております。本町は空き家等対策計画支援業務委託計画を締結したわけですが、今後、

マンパワー不足の心配はないでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今年計画したのはですね、マンパワー不足といいますか、そう

いうことも含めて、いろいろ考えてのスタートですので、この時点でマンパワー不足と

いうのは懸念はしておりません。ので、このまま予定どおりですね、策定に向けて仕事

を進めていけるというふうに思っております。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。空き家等対策計画とは、空家法に基づき策定するもので、計画

策定により、個人等が所有する管理不十分な空き家に対し、空家法に基づく対応を行う
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ことができるとあります。空き家等対策計画の策定及び法定協議会設置により、本町が

現在抱えている空き家等の課題を解決できると考えていますでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その解決するためにも、早期にですね、つくろうというふうに

思って今年度から始めましたので、そのように思ってやっております。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。細目２のほうに移りますが、平成２８年の調査では、山元町の

特定空家候補というのは３件というふうに聞いておりました。現在、町で特定空家候補

と認識されているのは何件あるのか、教えていただきたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その件に関しましてはですね、担当課のほうから説明をさせて

いただきます。 

町民生活課長（鈴木宏幸君）はい、議長。特定空家候補ということでございますが、前回調査で３

件と。で、今現在につきましては、それはちょっとその後、調査をかけておりませんと

いう状況でございますことから、早急に現地調査に入り、特定空家候補、こういったも

のを把握してまいりたいというふうに考えております。 

      したがいまして、今の時点では特にこれと、まあちょっと、だろうというものがござ

いますが、今の時点で特定空家候補と言えるものはないということが回答になります。

以上です。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。家の所有者が亡くなって、相続の関係で固定資産税の徴収が難

しいケースというのがあるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

税務課長（大和田紀子君）はい、議長。ただいまのお尋ねでありますが、死亡者があった場合はこ

ちらのほうで相続人の調査をかけまして、そちらのほうに固定資産税等の請求を行って

いるところであります。以上です。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。それでは、ただいまのお答えだったんですけれども、実際にそ

の税の徴収に苦労しているっていう例はあるんでしょうか。 

税務課長（大和田紀子君）はい、議長。死亡者の場合はですね、相続の候補者が何人かいらっしゃ

って、その中からどなたが代表なのかを決定していただいて納税していただいてるとこ

ろなんですけども、通常の業務の中で苦労している部分については、やはりなかなか納

税に応じていただけない方とか、そういった部分での苦労があるところで、特に相続の

方からという部分というよりは通常の部分での部分になるところです。 

議 長（岩佐哲也君）少し通告から外れていますので、税務のほうね。通告していませんので、以

上にしてください。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。すみません。適切な管理が行われていない空き家等があれば、

草木は伸び放題で、近所の方は日当たりが悪くなった上に蜂や毛虫の害を受けて、また

放火の心配をし、道路にはみ出す草木を見ては、交通安全も気になる日々を送ることと

なります。これでは同じ町民として不公平感が生まれても仕方ありません。 

      町長がおっしゃる、誰もが安心安全に暮らし、誰一人として取り残さない、「町民が主

人公のまち・山元町」のために、今年度は空き家等対策に本腰を入れて取り組むべきで

はないでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。大和議員のですね、おっしゃるとおりだと思います。その本腰

を入れてやろうと思って、今年ですね、予算をお認めいただきましてスタートしたとこ

ろですので、できるだけ早急にといいますか、進めていきたいというふうに考えており

ます。 
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 ４番（大和晴美君）はい、議長。先日見ました河北新報によりますと、秋田県大仙市では、危険

空き家の所有者に代わって解体を引き受ける町内会などに補助金を支給する取組などに

よって、解体件数が急増しているとありました。このような町内会などを巻き込むよう

なお考えはないか、お伺いいたします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。私もですね、その記事、気になって今日、この間ですね、携帯

のほうに保存してきまして、やはり自治体のほうでだんだんですね、そのような形での

支援をしないと、なかなかその対応ってできないのかなとも思うところもありました。 

      ただですね、先ほども言いましたように、我が町としては今年、まずできるだけ早い

段階で何らかの形で進めていければとは思っていますが、今年またスタートしたばかり

ですので、まだ２か月しかたっておりませんので、この中で今早急にその対応をできる

ようにということで進めていますので、もうしばらくですね、見ていただければという

ふうに思っております。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。やはり迷惑というか、そういうお悩みを持っている方々はやっ

ぱり長年の間こう、待たされているという状況ですので、本当に早期な取組をお願いし

たいというふうに思います。 

      それでは、大綱２のＡＥＤの利活用について移らせていただきます。 

      細目１、本町におけるＡＥＤの配置状況と使用率についてですが、先ほど、今年３月

時点で４３か所にＡＥＤが設置されていると伺いました。亘理行政事務組合のホームペ

ージを見ますと、山下地区が２９か所、坂元地区９か所、合わせて３８か所ということ

で、ちょっと担当課のほうに確認しましたらば、この数字に学校が入っていなかったと

いうことで伺いましたので私の疑問は解けましたけれども、学校を含めてということで、

これからホームページのほうにも載せていただけるというお話でございました。 

      次に、この３年間で、救急隊出動の際の使用事例が８件あったっていうことですが、

この意味というのは、救急隊が来るまでにＡＥＤが使用されたというふうに取ってよろ

しいんでしょうか。 

総務課長（大橋邦夫君）はい、議長。この件につきましても、ちょっと行政事務組合に確認いたし

ました。出動した際に、消防署の職員が実際使用した件数ということで報告いただいて

おります。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。私も、もしかしたらそうかなというふうに思いました。一般の

人がＡＥＤを実際に使用するっていうのは、なかなか、私も含めて勇気の要ることだと

いうふうに思っております。 

      細目２ですが、亘理地区行政事務組合では、まとまった人数での講習を実施していま

す。私も数年前にグループで講習を受けたことがあります。公共施設にはほとんどＡＥ

Ｄが設置されていますが、職員の方への講習は行っているのか、伺います。 

総務課長（大橋邦夫君）はい、議長。特に今のところ計画はしておりませんが、大和議員が今おっ

しゃったとおり、ある程度の人数で申込みができるということがありましたので、今後、

町役場として検討していきたいと考えます。以上でございます。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。最後の質問項目に移ります。ＡＥＤの中に現在どういった附属

備品がセットされているか、ご存じでしょうか。 

総務課長（大橋邦夫君）はい、議長。申し訳ございません、私はですね、ちょっとＡＥＤの器具を

じっくり見たことがないので、私個人としては把握はしておりません。 
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      あと、このＡＥＤ自体は各施設ごとに設置しているものですから、そこの施設ごとで

確認しているケースはあるかと思います。 

議 長（岩佐哲也君）保健福祉課は把握しているかな。保健福祉課長は。子育て。何か関係あれば。

答えられる、何か。中身についてというの。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。保育所及びこどもセンターに設置しておりますの

で、年に１回、ＡＥＤのほうの研修ということで行っております。中にはパットのみ入

っております。以上です。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。すみません、私も事前にですね、実際に現場に見に行けば、確

認すればよかったんですが、ＡＥＤ本体に加えて、その場所によってはですね、はさみ、

かみそり、手袋、人工呼吸用フェイスシールド、不織布などのレスキューセットを中に

配備しているところというか、そういう自治体もあるそうでございます。 

      ２０１９年５月３１日のＮＨＫ、未来スイッチがネット記事を配信しました。内容は、

スポーツ大会に参加していた４４歳の女性が突然倒れ、駆けつけた男性がＡＥＤの使用

をためらって、その女性は心肺蘇生が遅れて重度の障害が残ってしまったものでござい

ます。倒れた人が女性だと男性よりＡＥＤが使われにくい、そんな調査結果を京都大学

の研究グループがまとめたそうでございます。 

      そこで、ちゅうちょなくＡＥＤを使用していただくために、町の管理する全ＡＥＤに

肌を覆うことのできる三角巾を配置することの必要性は高いと考えますが、再度、町長

の考えをお伺いいたします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今回ですね、大和議員のほうからこのようなご質問をいただく

まで、私もちょっと気がつきませんでした。女性の方ですと、どうしてもＡＥＤの場合

ですと、胸を開いてパットをつけるということで、やはりちょっと見られたくないとい

いますかね、そういうこと、男と違いますので、男性と違いますので、これに関しては

ですね、本当に今回の質問で気づかせていただきましたので、できるだけ早急に配置を

したいというふうに考えております。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。以上で私の一般質問を終わります。 

議 長（岩佐哲也君）以上で４番大和晴美君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）お諮りします。 

      本日の会議はこれで延会したいと思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（岩佐哲也君）異議なしと認めます。 

      本日はこれで延会することに決定しました。 

      本日はこれで延会します。 

      次の会議は、明日６月７日水曜日午前１０時開議であります。 

      お疲れさまでした。 

午後５時４５分 延 会 

                                             

 


